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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　梶島正樹

カバーデザイン　朝倉哲也（designCREST）









　目次







１「初体験」

２「慰い霊れいと慰い労ろうと苦労」

３「憂ゆう鬱うつ」

４「初月給」

５「悲ひ喜き交こも々ごも」

６「序章・その一　バカの壁かべ」

７「序章・その二　逃にげろや逃げろ」




　あとがき








　　１「初体験」







　宇う宙ちゆう──それは人類に残された最後の開かい拓たく地ち。

　だがそれは地球よりはるかに科学が進み、宇宙が当たり前の生活の場となった、銀ぎん河がアカデミーにおいても変わりは無かった。宇宙というのはそれほどまでに広大無辺であり、銀河連れん盟めい圏けん内ないであっても、調ちよう査さされていない居きよ住じゆう可か能のう惑わく星せいは多い。ましてや銀河の外へ出るなど学がく術じゆつ調査艦かんか、物好きな冒ぼう険けん家以外には居いなかった。

　ただ一つの銀河ですら、人の持つ旺おう盛せいな物ぶつ欲よくも知ち識しき欲も簡かん単たんに吸きゆう収しゆう出来るほどのキャパシティーがあるのだ。




（凄すごい……）

　宇宙を疾しつ走そうする『守かみ蛇だ怪け』の艦長席で、西せい南なはその解かい放ほう感に酔よっていた。

　宇宙でのスピードを実感する事は難むずかしい。さながら、どこまでもまっすぐ続く平へい坦たんな道を、地平線だけを見て走っているような気分だ。だが見晴らしの良い艦長席、そして初めて自転車をバイクを自動車を手に入れた時、爆ばく発はつ的てきに広がった行動範はん囲い、電車やバスのような定期的な路線を移い動どうするのでは無く、自ら好きな場所へ移動出来るという、解放感に似にたものを西南は感じているのである。もっとも宇宙へ上がった事など数えるほどしか経けい験けんしてない西南にとって、惑星上から宇宙へ上がる──いや、大たい気き圏けん突とつ入にゆうですら、ワクワクするイベントなのだ。

　この守蛇怪は、生活とメンテナンスに必要なプラントユニットを接せつ続ぞくすれば、銀河間航行すら可能な性せい能のうを有していた。もちろんＧＰ所しよ属ぞくの身で、そのような身勝手な事は出来ないが、今の西南の任にん務むは簡単に言えば、そこら辺を適てき当とうにうろついて、片かたっ端ぱしから海かい賊ぞくを引き寄よせる事である。つまり建たて前まえ上、銀河連盟の支し配はい宙ちゆう域いきであれば、どこへでも行けるのだ。

「えっと……」

　西南は目の前に、銀河の勢力図を映うつしたモニターを起動した。

（銀河の約三分の一が、銀河連盟の支配宙域って教わったけど……結けつ構こう、スカスカな印象があったよな……ああ、やっぱり）

　銀河連盟の支配宙域は、血管や木の根に似た形状の定期航路を中心に広がり、穴あなだらけのスポンジのようだった。海賊達はその穴宙域をテリトリーとして移動しているのだ。

「まだまだ未開拓の場所は多いって事か……」

　モニターを見ながら西南はここで一つの疑ぎ問もんを感じた。その時……、

「艦長、テスト航行のプログラム２、終しゆう了りようしました。全すべて異い常じようなしです」

　霧きり恋この声が、西南の思考を遮さえぎった。

「プログラム３へ移行して下さい」

　西南はモニターを消すと反はん射しや的にそう答えた。

「了りよう解かい。プログラム３、始動！」

　霧恋の声と共に、守蛇怪は次のテスト宙域へと短たん距きよ離りの超ちよう空間ジャンプを始めた。

「ここまで全くトラブルがないなんて、なんか拍ひよう子し抜ぬけだなぁ」

　守蛇怪が超空間に突入し、航行が安定したのを見計らい、雨あま音ねは大きな伸のびをしながら言った。

「守蛇怪就しゆう航こうまで、艦長のデータと照らし合わせながら、どれだけのテストをしたと思ってるの？　そうそうトラブルなんて起こられたら、たまったものじゃないわよ」

　守蛇怪のテストチェックにかり出された事のある霧恋は、ムスッとした顔で言った。

「一つのトラブルの検けん証しように、どれだけ時間がかかるか知ってるの？」

「いろいろお手数をおかけして、すみません」

「あっ、いえ、別に艦長がお気になさる事では……」

　気まずそうに答える西南に、霧恋は慌あわててそう言った。

「それにしても、この艦はいいなぁ……さすがアイリ様が造つくっただけあって、伝わって来る感かん触しよくが最高」

　雨音は間かん髪はつ入いれず、霧恋に助け船を出すように話し出した。

「そうなんですか？」

　雨音のうっとりするような甘あまい声に、興きよう味みを惹ひかれた西南は、雨音の方を見た。

「実じつ際さい、私が乗艦して来たＧＰ艦や民間の豪ごう華か客船、湯水のように資し金きんを注つぎ込こんだ知人の個こ人じん所有の艦に比くらべても、はるかに出来が良いわ。もちろんそれらの艦は人を不ふ快かいにさせる振しん動どうや音は、ほぼ完全に遮しや断だんされて居住性能は優すぐれているけど。船を操あやつる人間からすれば、手て袋ぶくろをはめて物を触さわっているような感覚は、逆ぎやくにストレスになるわね」

「……へえ」

「それに応おう答とう性は抜ばつ群ぐんだし、船体バランスもいいから、かなりの精せい密みつ射しや撃げきが可能だと思うわ」

　戦艦──特に大型艦は戦せん闘とう時の急加速減げん速そく、回かい避ひ等の操そう艦かん時に艦体が僅わずかだが歪ゆがみ、艦に搭とう載さいされている武ぶ器きもその歪みに影えい響きようされるのだ。艦の各所には、ズレを検けん知ちするジャイロを搭載しているものの、修しゆう正せい時のタイムラグによるごく僅かの角度のズレが、宇宙規き模ぼの対たい艦かん攻こう撃げきでは命中精せい度どに大きく影響するのである。

「残念ね。射撃テストは一度帰投して、船体チェックが終わってからよ。そろそろ超空間から出るわよ。次のテスト準じゆん備びを始めて」

　弛し緩かんしたその場を引き締しめるように霧恋が言った数分後、超空間からジャンプアウトした守蛇怪は中型の海賊艦と遭そう遇ぐうしていた。

「あれまっ……どうやら射撃テストが繰くり上がったみたいね」

　緊きん張ちよう感かんの無い表ひよう情じようで雨音は笑った。

「クッ！」

　雨音を睨にらみつつも、霧恋は想定された状じよう況きように素す早ばやく対たい処しよして行った。そしてそれは、霧恋が待ち望んだ状況でもあったのだった。




『何だぁ？　俺おれ様さまと出会って、手て土産みやげの空コンテナも無しかよ』

　その海賊の言葉は、自らの圧あつ倒とう的てき優ゆう位いを確かく信しんした横おう柄へいなものだった。もっとも外見的にたいした武ぶ装そうも認みとめられず、自艦の半分にも満たない小型艦の守蛇怪を、相手が侮あなどるのも無理からぬ話ではあった。

「──無む駄だな抵てい抗こうは止やめ、艦を停止させなさい」

　珀はく蓮れんの事じ務む的な口調での、お定まりの警けい告こく文もん言ごんから始まる降こう伏ふく勧かん告こくに焦じれた海賊は、自らの優位を疑うたがわないまま威い嚇かく発はつ砲ぽうを行った。そして守蛇怪はそれを攻撃と認にん識しきし交戦に入った。

　交戦が始まり、十分と経たたない内に、高圧的だった海賊の表情は一変した。

『まっ、待て！　偽ぎ装そう艦かんなんて卑ひ怯きようだぞ！』

　海賊にとっては小型艦の部類に入る守蛇怪が、途と轍てつもない戦闘力を持っているなど想そう像ぞうも付かなかったのであろう。だがＧＰ宅たく配はい部門のカラーリングを行っているとはいえ、もう少し思し慮りよ深ぶかさが有れば、守蛇怪の違い和わ感かんには気付いたはずだ。

『やっ、止めろ！　止めてくれ!!』

　海賊の言葉が悲鳴に近いものになるのに、もう十分間───。だがそれでも守蛇怪の攻撃が止む事は無かった。

「…………」

　無言のまま、攻撃担たん当とうの雨音はチラッと西南を見た。

　それが守蛇怪の針路決定権を与あたえるためだけの、お飾かざり艦長とはいえ、攻撃を続けるかどうかは西南の裁さい量りように任まかされているからだ。しかし西南は無言のまま、海賊艦を睨み付けていた。

（……何な故ぜなんだ？）

　守蛇怪が攻撃を開始した時、その海賊に対する不快感を起き因いんとした攻撃衝しよう動どうとがピッタリと重なり、西南は心地ここち良さすら覚えていた。そして怒いかりと疑問が西南の意い識しきを占しめ、海賊の懇こん願がんに近い悲鳴も耳には入っていなかったのだ。

　普ふ段だんとは異い質しつとも言える西南の様子に気付きつつも、霧恋達クルーは相手に致ち命めい傷しようを与えないように配はい慮りよしつつ、辛しん抱ぼう強づよく西南の命令を待ち続けた。

　──オギャア！

　海賊達の懇願する声の向こう側から聞こえたのは、明らかに赤ん坊ぼうの声だった。

「!!　攻撃中止！」

　その声に、西南はハッと我われに返り、そう叫さけんだ。

「攻撃中止！」

　霧恋は西南の命令を復ふく唱しようし、珀蓮は再ふたたび降伏勧告に入った。もちろん海賊がそれを拒きよ否ひする事は無かった。

「艦長。実験プランの修正についてご相談が。珀蓮、あとはお願い」

　霧恋は静かに、事務的にそう言うと、シートごと下部ブロックへと移動して行った。うな垂だれた西南はそれを追うように、艦長室へとシート移動させた。

「やれやれ、あんな初歩的な手に引っ掛かかるなんて。やはり子こ供どもに艦長は無理なんじゃないかな」

　西南達が見えなくなり、その場に弛緩した空気が流れるのを見計らい、アランは自じ慢まんげな口調で、珀蓮達に聞こえるように言った。

「僕ぼくだったら、もっとうまくやれるけどね」

「お、おいアラン……」

　さすがに言い過ぎだと感じたのか、バリーとコーンは顔をしかめながらアランの方を見た。

「彼が艦長に任にん命めいされたのは、航路決定権を与えるためですから」

　だが珀蓮は作業をしつつも、にこやかな口調で言った。

「ハハハ、確たしかに。僕達が選ばれたのは未み熟じゆくな彼を補ほ佐さする為ためですしね。ところで皆みなさんはどういった方々なのですか？　その……貴女あなた方がたのような美人なら、ファンクラブくらいあって然しかるべきだと思うのですがねえ？」

「私達はアイリ様の個人秘ひ書しよですから。それより実験は中止ですので、あなた方は待機していて下さい」

「その、少しお話を……」

「急な着任ですから、私物の整理も終わっていないでしょう？」

　アランの話をやんわりと拒否すると、意識を仕事へ戻もどした。

「了解しました」

　これ以上は自分の印象を悪くすると判はん断だんしたアランは、シートを下か降こうさせ始めた。

　ブリッジ要員のシートは、全すべての階かい層そうへ直ちよく接せつ移動出来るようになっていた。アラン達のシートは五フロア分下の一いつ般ぱん乗組員用の居きよ住じゆうブロックで止まった。

「アイリ様の個人秘書か……結けつ構こう、難なん物ぶつだな」

　シートに座すわったまま、バリーは肩かたを落としたように呟つぶやいた。

「そうだな」

　肩を落とすバリーとコーンに、アランはシートから立ち上がると、

「なぁに、やり方はいくらでもあるさ」

　軽くウインクをし、そう言った。

「ど、どうやって？　アイリ様の個人秘書だぞ！　収しゆう入にゆうだって凄すごいだろうし……あのリョーコ様のファンクラブ運うん営えい資金から判断するとしても、彼女達が貰もらっている給料以上には払はらえないんじゃないのか？」

「何より最高レベルの機き密みつを扱あつかうわけだから、個人情報のガードも高いだろうし、常時監かん視しだって付いているはずだぞ。それは俺達にだって言えるんだ。映えい像ぞうの流出で煽あおったりなんか出来ないだろうし、ましてやファンクラブの結成なんて、非ひ公こう式しきでも出来るかどうか……」

「おいおい、あれだけの素材なら、ファンクラブなんてチンケなモンじゃなくて、もっとでかい商売に出来るぞ。玉ぎよく蓮れんを見ただろう？　トップモデルや芸げい能のう界かいにだって通用……いや、そこですら見た事もないような極ごく上じようの女だ。他の女達だって、並なみじゃない」

「確かに、事じ務む所しよを設せつ立りつしてマネージメントが出来れば……でも、ヘッドハントをするにも、機密の壁かべがでかすぎるんじゃないか？」

「本人達がその気になれば関係ないさ。まあ機密時じ効こうが有るだろうから、辞やめてちょっとの間は、規き制せいや監視が付くかもしれないけどな」

「……その気になるかな？」

「スターに、芸能界に憧あこがれない女なんかいないぞ！　絶ぜつ対たいに食い付いて来る！」

　そう断言すると、アランは腕うでを組みふんぞり返った。すぐ調子に乗るのはアランの悪い癖くせだった。そのポジティブさは長所でもあるが、自分の想像を現げん実じつと混こん同どうしてしまい、状況に対する客観視が出来ないのだ。

「なるほど！」

　いつも通りバリーとコーンも、自分の中でアランの意見の実現性を検けん証しようする事無く、あっと言う間に同調した。

「おお、ここが俺の部屋……んん？」

　小さなエントランスにある配置図に、自分の名前を見つけたアランは、すぐに不満げな表情を見せた。そこにはアランだけではなく、他の二人の名前も書かれていたからだ。

「おい、こんなに部屋がいっぱいあるのに、なぜ三人相部屋なんだ？」

　守蛇怪は小型艦とはいえ、交代要員を合わせれば最大五十人ほどが乗艦するように出来ていた。配置図には、ざっと見ただけでも三十ほどの部屋があった。

「俺達が一番下したっ端ぱだからじゃないか？」

「一番下っ端とはいえ、ブリッジオペレーターは下士官クラスだ！　それなりの扱いを受けて当然だ！」

「……そうだよな」

　バリーは少し考え込むと、すぐさま顔を上げた。

「よし！　西南へ直じか談だん判ぱんだ！」

「おい、ふたりとも……相手は艦かん長ちようなんだぞ」

　さすがに躊ちゆう躇ちよしたコーンは、二人を引き止めるように言った。

「お飾りのな。今まで俺達がいろいろと面めん倒どうを見たんだから、むげにはしないさ」

　ニヤッと笑みを浮うかべたアランがそう言った時、空き室のドアが開き、玉蓮と火か煉れんが出て来た。

「あら何のお話？」

　玉蓮はそう言うと、ニッコリとアランに微笑ほほえみかけた。

「！」

　至し近きんで玉蓮の美び貌ぼうを見たアラン達は、金かな縛しばりにあったように動けなくなった。

「時間を無駄にしないで、部屋の整理をしたら休息をしなさい。貴方あなた達も艦長の特性を知っているでしょう？」

　火煉は玉蓮を隠かくすように前に出た。と、アラン達は金縛りが解とけたかのように、安あん堵どの表情を浮かべた。

（やれやれ）

　火煉にとってアラン達の反はん応のうは、本来あまり気分のいいものではない。だが比ひ較かく対象が玉蓮では仕方がないし、こういう反応はいつもの事だ。

「じ、実は、自分達の部屋を探さがしてて……その」

　玉蓮によって、先程までの勢いにブレーキをかけられたアランは、オドオドした様子で配置図のプレートを指さした。

「ああ、なるほどね」

　アランの意図を察した火煉は、ふり返って先程出て来た部屋を見た。

「他の部屋には、今回の実験のための計けい測そく機器が設せつ置ちされているの」

「自分達の部屋以外、全部ですか？」

「正せい確かくには、最低限の生活空間以外全部よ。だから私達も二人ずつ、相部屋を使っているわ」

　本来、火煉達上級士官は個室が与えられる。

「守蛇怪は特に量産用の新型だから、生産ラインに乗せる前に、出来るだけ問題点を解かい消しようしておく必要があるのよ。艦長にこの艦が与えられたのは、そのためでもあるの」

　玉蓮は火煉の肩かた越ごしに顔を覗のぞかせながら言った。それはまるで皆かい既き日につ食しよくで、完全に月の影かげに隠れた太陽が、顔を出した瞬しゆん間かんに似にていた。

「なっ、なるほど……西南、いや艦長が乗艦して問題なく航行出来れば、初期不良は無いも同然でしょうからね」

　そう言いながらアランは、眩まぶしさに怯おびえる夜行動物のように自室の方へ後あと退ずさった。

「そういう事ね」

「では、僕らは自室で待機をしています」

「そうそう。私達の機密解かい除じよ時効は無期限よ。念のため」

　バリーとコーンを押おし込こむように自室へと入ろうとしたアランに、火煉は微笑みながら言った。

「ええっ!!」

　倒たおれ込むように部屋に入ったアラン達の姿すがたを隠すように、ドアが閉しまり、錠じようロックの表ひよう示じプレートが光った。

「あら、可哀かわい想そうに。もうしばらく良い夢ゆめを見せてあげてもよかったんじゃない？」

　ニッコリと微笑む玉蓮を、火煉は鬼おにのような形ぎよう相そうで睨にらんだ。

「断ことわっておくけど、今回に関しては貴女の悪あく趣しゆ味みを見み逃のがすつもりも、付き合うつもりもないわよ」

「あらあら怖こわい……。でも私だって、今の状じよう況きようが何を意味するかは、分かっているつもりよ」

　シレッと言う玉蓮を、火煉は少し強ごう引いんにエレベーターへと引っ張ぱり込んだ。この会話をアラン達に聞かせないためだ。事実、自分達の会話を火煉達に聞かれたと知ったアラン達は、どういう処しよ遇ぐうをされるかと戦せん々せん恐きよう々きようと、室内からインターフォンを使って火煉達の会話に聞き耳をたてていたのだ。
















「だったら、彼かれ等らにはこの艦にいる間だけでも、仕事だけに集中させた方が良いのは分かるわよね？」

　エレベーターのドアが閉まると同時に、火煉は大きなため息を吐つきながら言った。

「元々、彼等はＧＰの内規合わせの補ほ充じゆう人員。本来必要ではない人達よ。それに彼等が何な故ぜ、貧びん乏ぼうくじを引かされたかは知っているでしょう？　それとも玉蓮さんは芸能界に興きよう味みがおありなのかしら？」

　火煉の反応は、いつも以上に辛しん辣らつだった。

　アラン達が玉蓮達を使って一ひと儲もうけしようと妄もう想そうしている間は、玉蓮は無害だ。彼女は自じ己この美のもたらす影えい響きようについて熟じゆく知ちしている。他者の妄想内容にまで、いちいち気にかけていたら身がもたない。だがアラン達がその妄想を少しでも実行に移うつそうとすれば、彼等──いや、それに関かかわる者達は地じ獄ごくを見る事となるだろう。そしてその怨えん嗟さは巡めぐり巡って、西南に向かう可か能のう性せいが非常に高いのだ。

「それはそれで……」

　────面おも白しろそう。

　玉蓮はそう言おうとして止めた。それはまかり間ま違ちがえば、西南との接せつ点てんを失う事となるかもしれないからだ。西南に実害が及およぶと知れば、霧恋が、瀬せ戸とが、アイリも天てん女によも目の前の火煉だって、玉蓮を西南から遠ざけようとするからである。

　暇ひまつぶしと快かい楽らく──それらと天てん秤びんにかけられるほど、西南の存そん在ざいは今の玉蓮にとって軽いものではないのである。

「了りよう解かい。わかったわ」

　玉蓮は真ま面じ目めな表情でそう言った。

　　　　×　×　×

　艦長室での、西南と霧恋の立ち位置はずいぶん奇き妙みような画えであった。

　まだ幼おさなささえ残る丸まる坊ぼう主ずの少年と、女教きよう師しか秘ひ書しよかといった、落ち着きのある女性。うな垂だれた西南は艦長席に座すわりつつ、霧恋に叱しかられているかのようであった。

（立ち位置逆ぎやくね）

　雨音は吹ふき出しそうなのを堪こらえつつ、二人の様子を見守っていた。

「すみません」

　西南はうな垂れたまま、そう言った。

「その事で艦長が謝あやまる事はありません。あのまま撃げき沈ちんに至いたったとしても、あの相手の場合は問題ありませんから」

「えっ？」

　西南は不思議そうな表ひよう情じようで顔を上げた。

「私がお聞きしたいのは、あの時、何をお考えになっていたかです」

　と、霧恋がそこまで言った時、

「……霧恋」

　霧恋の言葉を遮さえぎるように声をかけた雨音は、チラッと西南の方を見た。

　不思議そうにこちらを見上げる西南を見て、自分の説明が性急だったのに気付き、霧恋はため息を吐いて目を閉とじた。

「謝る必要はないと申し上げたのは、あの海かい賊ぞく艦かんがこちらに対し、攻こう撃げき中止を口にしているだけで、投とう降こう降こう伏ふくする旨むねを口にせず、戦せん闘とう態たい勢せいも解かい除じよしていなかったということです。つまりこちらが隙すきを見せれば逃とう亡ぼう、あるいは反撃をするつもりがあったと判はん断だんして差さし支つかえなく、しかも相手は一級犯はん罪ざい艦です。お分かりですか？」

　つまりあのまま撃沈しても問題ない、ということだ。

「私が知りたいのは、最初の攻撃停止を相手海賊から言われた時に、なぜ攻撃中止命令を出さなかったか？……です。いつもの艦長でしたら、即そく時じ、攻撃中止を命令されたはず。一体、何をお考えだったのですか？」

　そこまで説明されて、西南はようやく霧恋の意図が吞のみ込めた。

「……海賊という存在が不思議だったんです」

「不思議？」

「宇う宙ちゆうはこんなにも広くて自由なのに……」

　艦長室全体に宇宙が投とう影えいされ、西南、霧恋そして雨音の三人は、まるで宇宙に浮いているようであった。

「銀ぎん河が系けい内……いや、銀河連れん盟めい内ですら、数え切れないくらい未み開かい拓たくの居きよ住じゆう可能惑わく星せいはあります。入植者を募ぼ集しゆうしている星を入れれば、どれ程ほどの数があるのか見当もつかないくらいなのに……」

　西南はグッと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　霧恋達はすぐに西南の意図を理り解かいした。海賊行こう為いが行われる最大の理由は貧ひん困こんだ。

『無いから、必要だから奪うばう』のである。

　だが厳げん密みつに言えば海賊艦を持つ者達は貧困者ではない。海賊艦に僅わずかな惑星開発に必要な機材が手に入りさえすれば……、最初からある程てい度ど、居住可能な惑星であれば……。そこに到とう達たつする力も、そこで生きていける力も持っているのだ。いきなり大だい規き模ぼな開発は無理でも、徐じよ々じよにおのれの才覚で開発規模を大きくしていける。

　入植が始まっている星ならば、地球の先進国に近い環かん境きようが整っていると考えてもいい。本来、他者から奪う必要は無いのである。

「それなのに、なぜなんです？」

「理由はいろいろありますが、一番の理由は、その方が手っ取り早いから……です。『猿さる蟹かに合戦』の猿と同じ、苦労して作り上げるより木に登れる、この場合は武ぶ力りよくですが、その特性を生かして奪う方が楽だからです。しかもこれまで捕とらえた海賊達の、海賊になった理由の第一位は『家業』を受うけ継ついだから、なんですよ」

「そんな理由で！」

　西南の顔は怒いかりで紅こう潮ちようした。

「もちろんタラントのような連中は特別です。……艦長。我われ々われと海賊の間に、ある種のルールがあることはご存ぞんじですね？」

　霧恋は西南の頷うなずきを確かく認にんして言葉を続ける。

「こちらが本気になれない程度のおこぼれをいただく……。大して特別な理由もなく、家業を継いだから海賊をしている彼等の、罪つみの意い識しきは驚おどろくほど低いんです。本人達もごく普ふ通つうの人間が多く、その証しよう拠こに捕つかまった海賊の再さい犯はん率りつは意外と低いのです」

「海賊が……家業……」

　それは銀河連盟が組そ織しきされる以前からの名残なごりだ。その頃ころは、まだ敵てき対たいする星々も多く、敵の輸ゆ送そう船せんを襲おそい物品を奪うという事が、敵にダメージを与あたえ、こちらが潤うるおうという国こく益えきに適かなっていたのだ。それがそれぞれの国の軍だけでなく、民間にも奨しよう励れいされたのはごく当たり前の流れだった。それがいつしか家業として定着したのだった。

「もっとも、その奇き妙みようなルールが海賊を増ぞう長ちようさせる一いち因いんとなっているのは確たしかです。でも全すべての船に護ご衛えいを付けていては、こちらも商売としては成り立たない」

「必要悪……だと？」

　西南の嚙かみ締めた唇くちびるから血が滲にじむ。

「それを打開するための、この艦と艦長です」

「!!」

　西南は驚いたように顔を上げた。

「今までは伸のびすぎた芽を刈かってきました。でもその根本自体を無くせる可能性が出て来たのです。艦長がきっかけで捕らえられた海賊や犯罪者がいなくなったおかげで、今、銀河連盟の経けい済ざい活性化率は、ここ数百年の最高値ちを記録しています。恐おそらくそれはもっと伸びるでしょう。詳くわしくは私も知らされてはいませんが、艦長がお考え以上に、これは大きな計画なのです」

「俺と……この艦が？」

　どこか沈しずんでいた西南の表情が輝かがやきだし、それを見た霧恋は満足げに頷いた。

「では少し時間は早いですが、艦長はお休み下さい」

　それだけ言うと霧恋は一礼し、さっさと部屋を出て行った。

「やれやれ、淡たん泊ぱくだねぇ。他の連中に見られたくないからここを選んだんだろうにさ」

　それを見ながら雨音は残念そうに笑い、艦長席の肘ひじ掛かけに腰こしを下ろした。

「じゃ、じゃあ俺は食事をしてきます」

　何やら艶つやっぽく見つめる雨音の目を避さけるように、西南はイスから立ち上がろうとしたが、雨音に襟えり首くびを摑つかまれてイスに引き倒たおされた。西南の肩かたに手を廻まわすように寄よりかかった雨音は五ご分ぶ刈がりの頭を撫なでながら、

「ねえ、どうしてあんな事をしたの、西南ちゃん？……とか、いつもの調子で言えばいいのにな。アハハハ！」

　と、それまでの艶っぽさを打ち消すように、雨音は豪ごう快かいに笑い出した。

「雨音！」

　飛び込むように艦長室へ戻もどって来た霧恋は、今度は雨音の襟首を摑むと、猫ねこの子でも運ぶように雨音を引きずって部屋の外へ連れ出そうとした。

「そうだ！　霧恋さん。あの艦に乗っていた赤ちゃんは無事ですか？」

　西南は霧恋を呼よび止めるように言った。それは西南が攻撃中止命令を言う、きっかけにもなった事だった。

「あの艦に赤ちゃんなんて乗ってません」

「えっ？　でも……」

「よくある手なんですよ。コマーシャルでも電話の呼び鈴りんとかノック音とか、他人の意識をこちらに向けたい時に流すものがあるでしょう？　それと同じです。攻撃を中止させるためにわざとああいう声を流すんです」

「気にしなくてもいいわよ。新人の艦長は、知っていてもたいてい引っ掛かかるから、まあちょっとした通つう過か儀ぎ礼れいみたいなものよ」

　霧恋の言葉に被かぶせるように、雨音は笑いながら言った。

「そう……ですか。よかった」

　さすがの西南も、複ふく雑ざつそうだった。今さら撃沈したいとは思わないものの、一級犯罪艦にまんまと一いつ杯ぱい食ったのだ。場合によっては、相手に反撃を許ゆるす結果になったかもしれないのだ。

「艦長、そのために私達が補ほ佐さとして付いているんですよ」

「そうそう。連中の反撃食くらうほど間ま抜ぬけじゃないって」

　雨音と霧恋は西南が深しん刻こくにならないように、明るく笑いながら言った。







「どう思う？　もう少し引きずってるかと思ったけど……」

　アイリは霧恋からの報ほう告こくを見ながら、向かいに座すわる美み守かみと水みな穂ほに言った。

「あれだけの確かく率りつの偏かたよりを抱かかえて、生きて来ただけのことはある……と言うところでしょうね」

「もう少し子こ供どもっぽくてもいいと思うんだけど」

「つまらない……ですか？」

　美守は困こまったように、膨ふくれっ面つらのアイリをチラッと見てそう言った。

「傷きず付ついた心を癒いやしてあげるのは、年長者の務つとめですもの」

　アイリは何かを抱だきしめるような、艶っぽい仕草をした。

「別のトラウマを抱かかえそうですけど。ホホホ」

「トラウマって……あのね！　これでもいろいろと自信はあるのよ」

「過か剰じように投とう与よされる薬は、毒にもなりますよ。それに……、それは霧恋さん達の役やく割わりでしょう？」

「だって。じれったいのよ！　とっとと行くところまで行っちゃえばいいのに！」

　その様子を美守の隣となりで見ていた、アイリの言うところの、行くところまで行っちゃった結果の水穂は、大きなため息を吐ついた。

「出しゃばると嫌きらわれるわよ、お母さん」

　冷たい視し線せんでアイリを一いち瞥べつすると、水穂は美守に向き直った。

「美守様、西南君に関しては今の所、問題は無い、でよろしいですか？」

「そうね……海賊に対する反応も考え方も稚ち拙せつではありますが、ちゃんと理性的なものですし、感情の揺ゆらぎも、こちらが想そう像ぞうしているより少ないわ」

　と、美守は水穂に顔を近付け、アイリに聞こえないよう小声で、

「でもアイリ様の言う通り、それがいい事かどうかは、私も複雑なところですけどね」

　と、少し悲しげに囁ささやいた。水穂もそれに答えるように、苦笑した。

「アイリ様。守蛇怪の方はどうですか？」

　水穂のきつい一言でいじけているアイリに向き直ると、美守はひどく事じ務む的に言った。それは落ち込むアイリを構かまう気は無い、という事だ。

「……フン！　いちばん起きにくい状況の実戦データが、あっさり取れるんだから言う事なしよ。テストデータの収しゆう集しゆうも順調よ……」

　アイリは膨れっ面のまま、机つくえに寝ねそべるようにデータを見ていた。

「……今のところはね」

「ではすぐに帰投させて、船体をチェックしましょう」

　不ふ機き嫌げんそうなアイリを無視し、美守と水穂はモニターを閉とじて立ち上がった。……と、突つっ伏ぷしていたアイリは、先さき程ほどとはうって変わって嬉うれしそうな表ひよう情じようで立ち上がった。

「そうだ！　ついでだから例の計画、ちょっと予定が繰くり上がるけど、やっておきましょう！」

「例の……というと、あれですか？」

「そう！　あれよあれ！　もう仕込みは出来上がって、後は仕し掛かけるタイミングだけだったんでしょ？」

「しかし……」

　美守は少し困こん惑わく気味に、水穂に目配せをする。水穂は先程閉じたモニターを起動し、スケジュールをチェックし始めた。

「ねえ、やろうよォ。ねえねえ」

　お菓か子しかオモチャをねだる子供のように、アイリは口を尖とがらせながら言った。それを横目に、水穂はモニター上のデータをチェックし終えると、美守の方を見て頷いた。

　美守は少し考え込んでいたが、

「了りよう解かいしました。ではすぐに準じゆん備びを始めましょう」

　それだけ言うと、足早に転送ゲートへと向かった。

「そうそう、彼女によろしくね♡」

　その美守の背せ中なかに向け、アイリは嬉しそうに手を振ふった。







　　２「慰い霊れいと慰い労ろうと苦労」







『守かみ蛇だ怪け』は拿だ捕ほした海かい賊ぞく艦かんと乗組員を、知らせを受けてやって来たＧＰ艦に任まかせると、アカデミーの外周リングにある専せん用ようドックへと帰投した。

「ご苦労様、艦長」

　そう言いながら迎むかえてくれたのは天てん女によと珀はく嶺りようそしてエルマだった。さすがに初出航の時のようなにぎやかさは無かったが、それでも三人の微笑ほほえみは嬉しいものだった。

「じゃあ僕ぼくは船の方を」

　珀嶺はそう言うと、ドックのコントロールルームの方へ走って行った。

　西せい南なは天女とエルマに連れられ、守蛇怪が見み渡わたせる小さな医い療りよう部屋へと入って行った。守蛇怪は下方にある水すい槽そうへと向かっているところだった。それは以前、西南がアカデミーへ来た時に乗っていた輸ゆ送そう艦と同じ光景だった。

「西南ちゃん、ここに立って」

「あっ、はい」

　西南は守蛇怪を横目で見つつ、生体スキャナーの台へと上がった。そこで西南は数時間ほどにわたって、身体からだの検けん査さと数百にものぼる質しつ問もんを受けた。

「どう、エルマ？」

　質問が終しゆう了りようし、天女は素す早ばやくデータを整理しながら言った。

「はい、身体と精せい神しんに少々の疲ひ労ろうは認みとめられますが、許きよ容よう範はん囲い内、異い常じようはありません」

「ＯＫ」

　エルマの言葉に、天女は西南を見て微笑んだ。

　作業が終了し、安あん堵どと開かい放ほう感かんを覚えた西南は、窓まどから見える守蛇怪が、数時間をかけて無事に水槽へと沈しずみ切ったのに気付いた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ここの設せつ備びは一いつ般ぱんドックとはレベルが段だん違ちがいだから」

　安堵のため息を吐く西南を見て、天女は小さく笑いながら言った。

「えっ!?　あっ、もしかして……」

「もちろん知ってるわよ。ねっ、エルマ」

「珍めずらしい事じ件けんでしたから、けっこう大きく報ほう道どうされたんですよ。フフッ、もっともその時は、西南君が関かかわってるなんて知りませんでしたけどね」

「そ、そうですか……」

　西南が少し恥はずかしそうにうつむいた時、突とつ然ぜんドアが開き、誰だれかが入って来た。

「よかった、西南ちゃん！　やっと会えた」

　顔は見えなかったが、声は明らかに天女のものだ。

「あれ？」

　今まで天女が居いた場所を確かく認にんしようとした西南の頭を、その女性は胸むねに抱だき抱えた。豊ゆたかな胸を押おし付けられ、息ができなかったが、それを忘わすれさせるくらい、胸の感かん触しよくは艶なまめかしかった。

「ねえ、酷ひどいのよ聞いて……」

　天女の声をした何者かが西南の両頰ほおに手を当て、顔を強ごう引いんに自分の方へと向かせた。

　ギャイィィン！　それが天女の顔をしていると西南が認にん識しきした瞬しゆん間かん、その顔面に深々とパンチがめり込み、その衝しよう撃げきで肌はだは見覚えのあるパール光こう沢たくへと変化した。

（ああ、やっぱりＮＢ）

　天女に変形したＮＢの顔面に、凶きよう悪あくなパンチを叩たたき込んだのが天女本人である事を、西南が横目で確認したと同時に、派は手でに吹ふっ飛とんだＮＢがドアへと叩き付けられる音が聞こえた。

「本当にアイリ様ったらしつこいわよね！　みんなで寄よって集たかって叩き潰つぶしても、すぐに復ふつ活かつするんだから」

　天女はＮＢへと近付くと、何やら黒いペンのような物を取り出した。

「西南ちゃん、しばらく目をつぶって、耳を塞ふさいで」

「あっ、はい！」

　だが西南が慌あわてて天女の言う通りにするより早く、

「ダメ！　そんな所にそんな物突っ込ん……」

　ＮＢ天女の色っぽくも苦しげな声が、少しだけ洩もれ聞こえた。だが西南はそれが何かを考えないように、必死で耳を押さえつつ小さな声を口中に響ひびかせ、外界音を遮しや断だんした。

　数分後、天女に肩かたを叩かれ、西南は作業の終了を知った。

「ワイのせいやない。ワイは悪うないんや」

　半ベソをかいたＮＢが西南の胸に飛び込んで来た向こうで、真っ赤になってうつむいているエルマの様子が、天女が行った作業がどういうものかを物語っていた。

「まったく、いつの間にパーソナルデータなんて採とったのやら……しかもすご～～く出来が良いから余よ計けい腹はらが立つわよね」

「……分かります。私や霧きり恋こさん達も採られましたから」

「ああ、あれね……っと！」

　そこまで言いかけて天女は慌てて口を塞ふさいだ。どうやら彼女もＮＢ覗のぞき見メンバーらしい。

「……あ～～～、まあ、だいたい想そう像ぞう出来るわ。特に雨あま音ねちゃんや玉ぎよく蓮れんさんとかは凄すごかったんでしょう？」

「はい。それはそれはもう、本当にシャレにならないくらい、同どう性せいから見てもドキドキものでした。そういえば、その時も、今の天女様と同じように、霧恋さんが容よう赦しやないパンチを叩き込んでました」

「そりゃあ、アイリ様のキャラクターデータじゃ、西南ちゃんの教育には著いちじるしく不ふ適てき当とうだもの。あんなので覚えた日には、まともな性生活なんか出来なくなっちゃうものね」

「もちろんその後は、ＮＢからデータを全部削さく除じよしました。キャラクター以外のデータはものすごく出来がよかったので、各自が保ほ存ぞんしていますけど……」

「フフッ、残念だったわね、西南ちゃん……あっ、でも私のだったらいいかな？」

「はっ？」

「アイリ様の入れてた、変へん態たいキャラデータの代わりに、ちゃんとした私の簡かん易いバージョンを入れておいてあげるから」

　そのアッケラカンとした物言いは、アイリによく似にていた。

「あの、せっかくですが、ちょっとそういうのは……」

「え～～、なぜ？　本番前に、少しは慣なれていた方がいいんじゃない？」

「うっ……」

　たとえ慣れておく方がいいとしても、その行こう為いを客観的に考えれば、何かもの悲しい気持ちでいっぱいになる。もちろん興きよう味みがないと言えば噓うそになるが、天てん地ちの母、清きよ音ねとの思い出に、泥どろを塗ぬるような気持ちになるのも事実だった。

「……それとも西南ちゃんは私の事、嫌きらいなの？」

　そう言って悲しげな目で見る天女が、どうしてそこまで自分のパーソナルを西南の練習相手にしたいのかが、西南には分からなかった。だがそれをどうして？　と聞く事も憚はばかられた。

「そんな事は、ありません！　ただ万が一にも、データが流出したら……俺おれの場合は、それがありそうだから……」

「う～～～～～ん……」

　さすがの天女も、アイリが調整を加えた出来の良すぎるパーソナルデータが、外部へ流出する危き険けんを冒おかすのは嫌いやだったらしい。ただそれを西南に使わせたい思いも強く、しばらく葛かつ藤とうした結果、ＮＢからデータを削除した。

「じゃあ他の女性の人ならいいでしょ？　知り合いのカウンセラーのアクセスキーをあげるから持って行きなさい。雨音さんや玉蓮さんほどじゃないけど、ＶＩＰ専せん用ようのカウンセラーだから美人よぉ」

「……いえ、お構かまいなく」

「どうして？」

「……あの……どうしてそこまで……えっと……その、練習をさせたがるんですか？」

　あまりのしつこさに、ついに西南は思い切って理由を聞いてみる事にした。

「アイリさんもそうだったんですが……自分のパーソナルまで使って……」

「ああ、そっか……」

　天女は初めて西南の戸と惑まどっていた意味を理り解かいした。

「そうね。地球の考え方からすれば、確たしかに変だわねぇ。でもエルマ。私のしようとしていた事って、そんなに変な事かしら？」

「え～～～っと……勧すすめ方はちょっと強ごう引いんかな？　って思いますが……」

（……そういえば、エルマさんも同じような事を言っていたっけ）

　とりあえずこの時点で、味方はいないようだった。

　───もしかして、これがアカデミーでは当たり前の考え方なのか？───そう思いかけていた西南だったが、そこに違い和わ感かんも感じていた。そしてアカデミーに来てからの事を、総そう合ごう的に考えた結果、

（もしかして、俺の近くにいる人達の考え方がちょっと特とく殊しゆというか、極きよく端たんなのかもしれないな。アイリさんなんか個こ性せいが強いから、それに染そまったのかも）

〝朱しゆに交われば赤くなる〟の喩たとえ通り、何やらアイリの関係者は、似通った極端さがあるように思えて来たのだった。

「えっと……霧恋さんにバレると、叱しかられますし……」

「霧恋ちゃんね……ふ～～ん、なるほど」

　天女は西南の横にどっかと座すわって、西南の肩に手を廻まわした。

「初めては霧恋ちゃん本人と、っていうわけね」

　天女の言葉に、西南は耳まで真っ赤になってうつむいた。

「ウフフッ、可愛かわいいなぁ西南ちゃん。いいわよ、もう無理に勧めないわ。西南ちゃんがもっと、自分が宇う宙ちゆうに上がった事がどういう意味を持つのか分かって来たら、改めて教えてあげる」

「宇宙に上がった意味？」

「そんなに大した事じゃないけど、今の西南ちゃんにとっては、知らない方がいいかもって事。大丈夫！　どちらかというと霧恋ちゃんの方の問題だから。このお姉さんがバッチリ叩き込んでおいてあげる」

「？？？？」

　天女の言葉がどういう意味を持つかは分からなかったが、未み熟じゆくな知ち識しきで判はん断だんしない方がいい事こと柄がらなのは理解出来た。それに恥はずかしい話題を、これ以上されなくて済すむのはありがたい。雨音や玉蓮とは違ちがって、天女相手では生々しさが別だ。

「……そうそう、西南君のチームメイトから連れん絡らくがあったわよ」

「えっ、ケネス達ですか？」

「守蛇怪のチェックとメンテナンスに少しかかるから、明日あした一日はお友達と遊んでらっしゃい。それと西南君の宿しゆく舎しやはＮＢが知っているから、今日はもう帰ってゆっくりお休みなさい」

　調整の終わったＮＢを西南に渡わたしながら、天女もニッコリと笑えみを浮うかべた。

「はい。あの、霧恋さん達は……」

「彼女達は他に仕事があるの。西南ちゃんのスケジュールは、もう知っているから大丈夫よ。ゆっくりしてらっしゃい」

「分かりました」

　西南は一礼すると、まだグズっているＮＢを抱かかえて部屋を出て行った。と、入れ替かわるように、天女の側そばにひとりの女性が亜あ空間迷めい彩さいを解といて実体化した。

（何度か見た人だけど……九く羅ら密みつの関係かしら？）

　エルマは少し距きよ離りを置くと、作業をするフリをしながらその女性を観察した。金きん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌、青い瞳ひとみのその女性は、以前、霧恋がタラント達と戦った時と同じような服を着ていた。雨音より髪かみを短く刈かり込み、ちょっとした仕草からも、全身がバネの塊かたまりである事が分かった。

（まるで黒くろ豹ひようみたい……でも……）

　エルマが九羅密家関係と判断したのは、外見の特とく徴ちようだけではなく、厳きびしい表ひよう情じようの中にもどこか愛あい嬌きようのある、おっとりとした雰ふん囲い気きを持っていたからだ。

　魅み入いられる───アイリの秘ひ書しよになってからというもの、普ふ段だんでは滅めつ多たにお目にかかれない女性を数多く目もく撃げきした。彼女はそんな女性達の中でも、トップクラスに位置する瀬せ戸とやアイリと同じような雰囲気を纏まとっていたのだ。いつしか作業の手が止まり、その女性を見つめていたエルマの方を、彼女がチラッと見て微笑ほほえんだ。

「!!」

　まるでスターに見つめられたファンのように、エルマは真っ赤になり、金かな縛しばりにあったように動けなくなった。その吸すい込まれそうな青い瞳から視し線せんを外せなくなっていた。

「よろしくお願いしますね」

　天女の言葉にその女性は微笑み、そして再ふたたび亜空間へと消えた。吸い込まれるように見つめていたエルマは、支ささえが無くなったかのようにバランスを崩くずし、慌ててコンソールの端はしに手を置いた。

「あ、あの……今の方は……？」

　エルマは女性が消えた方を見つめ、上気したまま呟つぶやいた。

「クスッ、そのうち分かるわよ」

　天女はエルマをシャキッとさせるように、強めに肩を叩たたいた。

「それよりさっきの話の続きなんだけど、私はエルマでもいいと思ってるのよ」

「はっ？　さっきの話というと……」

「西南ちゃんの性教育の話。ねえエルマ、教えてあげてくれない？」

「ええ!?　しばらく放置するんじゃなかったんですか？」

「そうは言ったけど、やっぱり多少の外がい圧あつは必要だと思うのよね」

「私を当て馬にしようという事ですか？」

　エルマはちょっと不満げな表情をした。

「あら、それは西南ちゃんに本気だと、解かい釈しやくしていいのかしら？」

「本気かどうか……。正直、私にもよく分かりません。だいたい西南君は、まだ未成年ですし……」

　将しよう来らい、共に歩む者になるかを判断するには時じ期き尚しよう早そうだ。エルマは少し戸惑いながら言った。

「嫌きらいって訳わけじゃないのね？」

「もちろんそうですけど、そこまで期待されるとちょっと……それに私も霧恋さんが怖こわいですし……」

「エルマだったら、大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけどなぁ」

「西南君の育った星は単一種族なんですよね？　だったら最初は同じ形態の種族の方がいいんじゃありませんか？」

　亜人種タイプとの行為は、アカデミーに住む人間ですら、知識として持っているものと現実とのギャップに戸惑う者も少なくないのだ。ましてや地球生まれの西南にとって、それがある種のトラウマになる可か能のう性せいが考えられるのだ。

「う～～～ん、そうか………確かにその可能性はあるか……」

　天女は残念そうに頭を搔かきながら、イスにもたれ掛かかった。

「だけどアイリ様が相手をするって事になったら、貴女あなたが代わりにって思うでしょ？」

「そ、それは……、まあそうかもしれません」

　エルマは思わずそう言ってしまった。

「じゃあ、そうなったらお願いね」

　天女は契けい約やくの判を押おすように、エルマの肩かたをポンッと叩くと、仕事に戻もどった。




　西南はＮＢを伴ともない、数ヶ月ぶりにアカデミー本星に帰って来た。

　外周リングから本星の転送ポートを経けい由ゆし、ＧＰアカデミー内にある転送ポートへと到とう着ちやくしたのは、まだ早朝のことだった。

「お～～い、西南！　ここだ、ここ！」

　転送ポートのある建物の裏うら手て、小さな駐ちゆう車しや場じように、ケネスとラジャウが待っていた。再さい会かいの挨あい拶さつもそこそこに、西南はラジャウに引っ張ぱり込まれるように小型のエアカーに乗せられた。

「よし、じゃあ行くぞ！」

「うわっ！」

　西南の身体からだが、急発進したエアカーの後部座ざ席せきに押し付けられる。

「無茶するなよケネス！」

「ハハッ、俺達の時間は今日一日だけだぞ！　一いつ瞬しゆんでも無む駄だには出来ないからな」

　ケネスはスピードを落とす様子もなく笑った。慣かん性せいにも慣なれ、西南は身体を起こし、シートへと座った。と、エアカーの屋根が折りたたまれ、早朝のまだ冷たい風と湿しめった木々の匂においがただよって来る。

「やっぱり地上はいいな」

　西南は思いっきり手を上げ、伸のびをしつつ深しん呼こ吸きゆうをした。宇宙船の中は、西南が思う以上に快かい適てきに調整されてはいたが、やはり地上と宇宙船の中では、身体に感じるモノはまったく違った。それを感じさせなかったのは、今の所、瀬戸の『水み鏡かがみ』だけだ。

　薄うすい朝あさ靄もやと、道路の上を覆おおう木々からの、スポットライトのような木こ洩もれ日びはとても美しく、幻げん想そう的ですらあった。西南は広いお風ふ呂ろで、手足を思いっきり伸ばしたような開かい放ほう感を感じていた。

「ケネスはん、後方一キロにパトロールカーやで。速度出し過ぎたようやな」

　と、ＮＢがケネスに近付いて言った。

「ゲゲッ！　何でこんな朝早くに……」

　ケネスが速度を落とした数秒後、ＧＰパトカーが接せつ近きんして来た。そこに乗っていたのは以前、寮りようを抜ぬけ出した時に出会ったキャロル巡じゆん査さ、アメリ巡査であった。

「こら～～～！　このガキ共～～！」

　窓から上半身を乗り出すように怒ど鳴なるキャロル巡査は、そこに山やま田だ西南が乗っている事に気付いた。

「ゲゲッ！　山田西南っ！」

「ええっ!?」

　運転していたアメリ巡査は、身を乗り出しているキャロル巡査を車中に引きずり込みつつ、急ブレーキをかけＵターンをした。

『チクショウ、このガキ共！　今日は見み逃のがしてやるが、法定速度は守れよ！』

　キャロルは大音量のスピーカーでそう怒鳴ると、二人の乗るＧＰパトカーは法定速度を軽くオーバーするスピードで走り去った。

「何なんだったんだ……あの婦ふ警けいさん？」

「ハハッ！　あの乱らん暴ぼうな口ぶりと声は、前に寮を抜け出した時、僕達に発はつ砲ぽうして来た婦警さんですよ」

「おおっ、確たしかにそういう事もあったっけな。相変わらずよく分からん人達だな」

　笑うケネスとラジャウの横で、詳くわしい事情を知っている西南は、少し気まずそうな表情で走り去ったＧＰパトカーの方を見ていた。
















「まあ、仕方ない。あのお姉さま方の顔を立てるとするか」

「そうですね」

　顔に当たる風が先さき程ほどより緩ゆるやかになり、西南は再び大きな深呼吸をした───と、鼻び腔こうに潮しおの香かおりがしたと思った次の瞬しゆん間かん、風景を覆っていた木々と山が後方へと消え去り、そして西南の視界にエメラルドグリーンの海と、円えん錐すい形の都市が飛び込んで来た。

「うわ～～！」

　それは以前、寮を抜け出して遊びに行った都市７７３であった。朝日を浴びて銀色に輝かがやく都市は、夜景とは違った美しさがあった。




　都市に着いた西南達は、エアカーを基き部ぶにある駐車場に預あずけると、そのままエレベーターで上部フロアにある外周モノレールの駅へと向かった。

「西南君、こっちです！」

　ラジャウに言われるまま、改札をくぐり抜け、一番端はしにあるホームに停車していたモノレールへと飛び乗った。

　と、西南の眼がん前ぜんには、在あるはずの車体が無く、碧あおい海と空が見えていた。

「あっ！」

　西南は反はん射しや的に入り口近くの手すりを摑つかむ、が……、

　バキッ！　っと、手すりは壊こわれ、そのまま西南は何もない空中へと放ほうり出されたような感覚を覚えた────だが、ゴンッ、という大きな音と頭部への鈍にぶい痛いたみを感じ、西南の身体は止まった。

「おっ、やっちゃったか」

「そうか、西南君はこれに乗るのは初めてだったんですね」

　ケネスとラジャウは、笑いながら西南の身体を引き起こした。

「あ……あれ？」

　不思議そうに見回す西南は、今自分が乗っている車体の床ゆかの三分の一から、入り口反対の壁かべ全面、そして天てん井じようの全すべてが、枠わくの無い一体成形のガラスで出来ている事に気付いた。そして眼下には、都市の基部と白波を立てる海が見えていた。

「!!」

　一いつ切さい反射光の無いガラスは、そこに存そん在ざいしているかすらも判はん断だん出来ないほど透とう明めいで、引き込まれるような恐きよう怖ふを抱いだいた西南は、後あと退ずさり入り口方向の壁にもたれかかった。

「西南君、こっちです」

　ラジャウは西南の服を引っ張ると、入り口側の壁にある席へ座すわらせる、と同時にモノレールは動き出した。

「あ～～～、ビックリした」

「この路線は一番外周を走るからな。どうだ、良い眺ながめだろ？」

　イスに座ってようやく落ち着いた西南は、出来るだけ下ではなく、水平線の位置に視し点てんを置いた。南国の保ほ養よう地ち並なみの美しい海と地平線から昇のぼる巨きよ大だいな入道雲に、空を飛んでいるような不思議な高こう揚よう感かんが湧わきあがって来る。ふと気付くと、車内にモノレールの進行方向に合わせ、緩やかな空気の流れがあった。

「綺き麗れい……と言うより気持ちいい」

「ここは建物が近いので、飛行は禁きん止しされています。だからこれに乗らなければ見られない風景って訳です。高さを感じられる場所なので、なかなかスリルがあるでしょう？」

「年中無休で走ってるからな。日の出、日の入り、深夜の夜景とかも綺麗だぜ。ちょっとしたデートスポットにもなっている」

「へえ……確かに良い感じだね」

　モノレールは都市外周を螺ら旋せん状じように上へと向かっている。今、西南の目の前には陸地が、そして足元には建物が見えていた。

「……フウッ！　確かに高さを感じるね」

　ふと、下を見た西南は、お尻しりにこそばゆいものを感じ、慌あわててモノレールが向かっている、都市の頂ちよう上じよう部ぶを見上げた。

　　　　×　×　×

　モノレールは途と中ちゆうどこの駅にも停車せず、頂上部の終着駅へと到とう着ちやくした。その駅にはごく簡かん単たんなゲートしか存在せず、まるで田舎いなかの無人駅のような感じだった。

　ゲートをくぐると、目の前には左さ右ゆう対たい称しようの広い庭園と真っ白いドームがあった。

（まるで霊れい園えんみたいだ）

　西南は直感的にそう思った。その場所には何やら厳おごそかな空気が流れ、それなりに人が居るものの、都市部の喧けん噪そうとは隔かく絶ぜつされた感があった。

「西南君、行きますよ」

「う、うん」

　ラジャウも、あのケネスさえも、神しん妙みような面おも持もちでドームに向かって歩き始めた。西南はその雰ふん囲い気きで、先程の予想が当たっている事を確かく信しんした。

「西南君の星ではどうか知りませんが、アカデミーに関連する人々の多くが、太陽葬そうなんです」

　ラジャウは小声で静かに話し出した。

「太陽葬？　もしかして遺い体たいを……」

「ええ……太陽が墓ぼ標ひようなら、惑わく星せいの……いえ、この銀ぎん河が連れん盟めい宙ちゆう域いきのどこへ行っても、たいていは視し認にん出来ますからね」

　階かい段だんを上り、建物内に入ったそこは、少し薄うす暗ぐらく何もないドーム状天井があるだけだった。だがその天井には太陽光がシャットアウトされ、多くの星々が見えていた。アカデミーの太陽も、ひときわ大きな球体となって見えていた。そして恐おそらくそれが故こ郷きようの祈いのり方なのだろう、そこにいる人々はいろいろな形式で星を見上げて祈っていた。

「あっ」

　ケネスとラジャウが同時に小さく声を上げる。その視線の先には、敬けい礼れいをしながらアカデミーの太陽を見上げている、美み希きのチームメイトのミランダとカリーチが居た。彼女達を見た西南は、これが美希のための慰い霊れいだという事に気付いたのだった。

「……………」

　西南達はミランダ達の横に立ち、同じようにアカデミーの太陽に向けて敬礼を行う。

　その太陽に美希が葬ほうむられたわけではなかったが、宇う宙ちゆう船せんの事じ故こで遺体が回収出来ない場合だってある。だから遺族や友人達は、故人をそれぞれの考えで墓標となる太陽を決めるのだ。

　西南は美希に何を語ろうかと考えたが、思いっきり元気で前向きだった美希に対し、慰霊ではなく、今までの事とこれからの決意を報ほう告こくしようと決めた。

（……俺、がんばります）







　祈りを終え、西南達は外の庭園でミランダ達と、お互たがいの近きん況きようについての話をした。彼女達は西南が元気な様子であることに安あん堵どし、艦かん長ちよう就しゆう任にんをとても喜んでくれた。そして美希の父親も元気そうにグラウンド地下の修しゆう繕ぜんと、何やら研究チームに招まぬかれた事を教えてくれたのだった。

　お互いの安あん否ぴを確認すると、ミランダ達は実習訓練の用意があるとの事で、すぐさま帰って行った。西南達は、彼女達が乗ったモノレールが、視界から消えるまで手を振ふって見送った。

「忙いそがしそうだよな」

「先せん輩ぱい達はもう卒業後の具体的なプランがありますからね。実習もそれに合わせて専せん門もん的になってますし」

「ねえ、俺達もあれに乗って行けばよかったんじゃない？」

「あれは始発駅までの直通だからな。俺達は下の各停に乗るんだ」

　と、ケネス達はホーム横にある階段を降おりて行った。

　下部ホームに停車していたのは、ごく普ふ通つうの車両だった。西南達が乗り込むと同時に、ほとんど人のいない車両は動き出した。

「ねえラジャウ……魂たましいって、本当にあるのかな？」

　席に座ると西南はふと、横に座っているラジャウに尋たずねた。

「魂、ですか？」

　不思議そうな顔をするラジャウを見て、西南は魂というものの概がい念ねんが、地球のものだという事に気付いた。

「ああ……、つまり、なんて説明すればいいのかな？　人間に宿っているって、されているものなんだけど。肉体が死んでも無くならずに……」

「もしかして輪りん廻ね転生とかいった概念の？」

「そう、たぶんそれ」

「初期文明にはよくある考え方ですね。まあ、あるような無いような……」

　ラジャウにしては珍めずらしく、曖あい昧まいな言い方だった。

「？」

「西南君の故郷ではどう考えられているか分かりませんが、魂と呼よばれているのは、ここで言うところのアストラルの事でしょう」

「アストラル？」

「僕もさほど詳くわしくは知らないですし、実じつ際さい、いろいろと問題があるらしくて、あまり研究が進んでいないというのが正せい解かいなんですが……」

　ラジャウはチラッと西南を見、

「それに結けつ構こう、他の宗しゆう教きよう観かんと対立する事もあるので、説明していいものかどうか」

　ラジャウは困こん惑わく気味に言った。地球の中世にあった『地動説』と『天動説』の考え方による対立のようなものだ。

「俺は別に、そういった事はないから大だい丈じよう夫ぶ」

「そうですか」

　ラジャウは安心したように話し始めた。

「まず我われ々われの居る次元、いえ、ほぼ全ての次元にも存在するという説もあるのですが、その空間にピッタリ重なるように、アストラル海と呼ばれるモノが存在します。このアストラル海には変わった性せい質しつがありまして、我々の世界で物質が形成、あるいは生物が生まれると、それが人であれ物質であれ、アストラル海にも同じような場が形成され、繫つながるそうなのです。そしてこちら側の、例えば人が経けい験けんする事こと柄がら、感かん情じようといった記き憶おくがメモリーされるそうです」

「メモリーされる？」

「ええ、そしてこちら側の人が死ぬとその場は消えるのですが、メモリーされたモノは消える事無く、アストラル海に残るらしいのです。恐おそらく、前世とか輪廻転生という思想の原げん因いんとなったのが、アストラル形けい態たいの相そう似じによる、メモリーフィードバック現げん象しようだと思うんです」

「そのメモリーを読み取れるってこと？　別の人間が？」

「つまりだ。個こ々このアストラルには血けつ液えき型がたや遺伝子のように同じモノがあるのさ。もっとも、そのなんだ……はい、ラジャウ君続きをどうぞ」

　自分の知ち識しきを披ひ露ろうしようとしたケネスだったが、明確な言葉にまとめきれず、あっさりと逃にげ出した。

「はいはい。アストラル形態は遺伝子の塩基配列の組み合わせよりも遥はるかに複ふく雑ざつですし、今の所、法ほう則そく性というモノは発見されていないそうです。ですから似に通かよっている、といってもごく僅わずかな部分です。アストラル形態というのはアストラル海とを繫ぐアクセスターミナルのようなもので、通信で言えば周波数だと考えると分かりやすいと思います。ですから相似部分を持つアストラル同士は、ごく僅かですがメモリーを読み取る事が出来るんです。先程言ったように、アストラル海のメモリーはこちらの肉体が消しよう滅めつしても残りますから。既き視し感や前世の記憶といった類たぐいはこのメモリーフィードバックが原因です」

「とはいえモノは考えようだ。そのアストラル海が死後の世界と言えるかもしれないぞ」

「確たしかにアストラル海には、今まで生まれて来た生命全すべての記憶、個性があるというわけですから、ケネス君の言う事もあながち間ま違ちがいではありません」

「そうか……」

「とはいえ、誰だれか特定の人を甦よみがえらすのは不ふ可か能のうですがね」

　ラジャウは西南の考えを読み取ったかのように言った。

「えっ？」

「たとえクローニングされた個体でも、オリジナルと同じアストラルパターンにはならないんです。というより同じ部分は皆かい無むと言っていいくらいだそうです。それにアストラルパターンを計けい測そくするのは比ひ較かく的てき簡単ですが、問題はそれを別の肉体に再さい現げん固定するのはとてつもないエネルギーが必要なんです。どちらかというと臓ぞう器き移い植しよくをした方が、メモリーフィードバックが起こりやすいくらいなんです」

「それにアストラル海をいじると祟たたりがあるって言うからな」

「えっ？」

　その非ひ現実的なオカルトっぽい言葉に、西南はケネスの顔をマジマジと見た。だがラジャウは苦笑しながら肩かたをすくめた。

「それが冗じよう談だんじゃないんですよ」

「えっ？」

「アストラル海がどういう理由で出来たか、あるいは創つくられたという説もあるのですが、あの白はく眉び鷲羽わしゆうはアストラル海を『神を創り出すシステム』と言ったそうですから」

「神様を？」

「考えてもみて下さい。そこには宇宙創そう生せいからの全ての記憶があるんですよ。科学技ぎ術じゆつだって、現げん在ざいのアカデミーにあるものが最さい高こう峰ほうである保ほ証しようはありません。宇宙のどこか、あるいは先史文明にはもっと進んだ科学があったかもしれません。それらのメモリーがあるアストラル海は、まさに『全知』である事は間違いありません」

「確かにすごそう……だね」

「だからそのアストラル海を利用しようとする人間は数多くいます。過か去こから現在において、宇宙で起こった全ての事柄についてメモリーされているアストラル海から、自由にメモリーを読み取れれば、その利用価か値ちは計り知れません。未来だって予想ではなく、予知や予言といったレベルでの、シミュレーションすら可能と考えられています」

「……で、そういう事を考える奴やつらが、次々と不幸に見み舞まわれているんだよ」

「事の真しん偽ぎは分かりませんが、知識の集合体となったアストラル海には、何らかの意い志しがあると考える方が自然ですから…………どうしました？」

　ラジャウは苦笑している西南に気付いた。

「ごめん……その、何だか可お笑かしくなっちゃって」

「可笑しい？」

「ハハハッ。たぶん西南はもっと哲てつ学がく的というか、まあ情じよう緒ちよ的な質問のつもりだったんだな。それが思いっきり科学的な話になったから、面めん食くらってんだろ」

「ああ、なるほど」

「ごめん。せっかくいろいろと教えてくれてるのに……」

「いいんですよ。でもまあ、アストラル海に故こ人じんの意識や記憶がメモリーされているとはいえ、死というものが取り返しのつかないものだという事は変わりませんから」

「そう、だね」

「とりあえずだ。祈いのりの場での事は、俺達がＧＰの一員としての目的と心こころ構がまえを再認識した、という事でだな、次は一個の人間としての生活に戻もどろう」

「そうですね」

　何番目かの駅へ到とう着ちやくしたモノレールから、ケネスとラジャウは西南を引っ張るように降り、そして街へと向かった。

　西南はケネス達に見覚えのある喫きつ茶さ店てんへと連れて行かれた。そこはあのウィドゥーと出会った所だった。

「まずは無事な再会を祝して！」

　ケネスの音おん頭どでグラスを合わせる。

　冷たいジュースを飲みながら、西南は辺りを見回した。街まち並なみは完全に修しゆう復ふくされ、あの巨きよ大だい構こう造ぞう物ぶつに破は壊かいされた傷きず跡あとは微み塵じんも見えなかった。

「ところで西南、艦かん長ちよう業はどうだ？」

「艦長って言っても、ただの航路指し示じ役だよ。就しゆう任にん期間も艦のテスト中だけだしね」

「それでも凄すごい事ですよ。同期の出しゆつ世せ頭がしらですからね」

「あくまで研修だから、この先は分からないよ」

「謙けん遜そん、謙遜！　アイドルの一日艦長とかのイベントじゃないんだから、普通だったら研修とはいえ、艦長職なんかやらせてもらえないぞ！」

「よかったですね、西南君」

「ありがとう」

　我わが事のように喜んでくれる、ケネスとラジャウの気持ちが西南には嬉うれしかった。

「またしばらく会えないんだ。今日はパ──っと豪ごう勢せいに」

「そう！　豪勢に艦長、西南君のおごりで行きましょう！」

「えっ？」

　二人の異い常じような喜びようには、ちょっとした下心があったのだ。

「もちろん俺達も少しは出すぞ！　ここのおごりは俺達だ！」

「だけど西南には、ここぞという所でですねぇ……以前行けなかった例の……」

「そうそう！　例の『イムイム』とかな。ちなみに現在、新しん規き会員募ぼ集しゆう中ちゆうだそうだ！　しかも会員と一いつ緒しよならふたりまでついて行ける」

　ケネスは豪勢なパンフレットをドンっと机つくえに置いた。そこに書かれている入会費と年間会費を見て、西南は軽い目め眩まいを覚えた。それは入会金で高級車が、年会費に至いたっては、家が買えそうな値ね段だんだったからだ。

「あのな……そんな無茶な金きん額がく、持ってるわけないだろ。だいたい給料が出るのはもっと先なんだぞ」

「そうなのか？　西南は特別だから、もう出ているとかないのか？」

「ない！」

「チェッ……なんだ」

　一気に全身をダラーッと弛し緩かんさせ、ものすごくがっかりしたように、ケネスはパンフレットをしまった。

「じゃあ西南の給料が出るまでおあずけか……」

「冗談なんだよね……それ」

　西南の問いに答えるでもなく、ケネスは西南から視し線せんを逸そらすと、ブツブツと小声で何かを口くち籠ごもりつつ考え込み始めた。

「ところで西南君の給料っていくらなんです？」

「えっ？…………知らない。そういえば聞いてない」

「ええ？　条じよう件けんも聞かずに研修を受けてたんですか？」

「他の選せん択たく肢しなんて、無かったんだから仕方ないだろ」

「旦だんさんの給料ならこれだっせ」

　と、今までずっと無言で、存そん在ざいすら忘わすれかけていたＮＢが（もっともＮＢとは本来そのような存在なのだが）テーブルの上に乗っかり、ある金額を提てい示じした。興きよう味み深げに覗のぞき込んだケネスとラジャウは、驚おどろいたようにあんぐりと口を開けた。だがその表情には、あきらかな落らく胆たんの色が見られた。

「うそ……俺達の三倍？」

「えっ!?　そんなにあるの？」

「バカ！　そんなに、じゃなくて、たったそれだけだ！」

「そうです！　下したっ端ぱの僕達とたった三倍しか違ちがわないんですよ！」

「今後俺達は、何を生いき甲が斐いにすりゃいいんだ？　艦長になれたとしても、給料が三倍にしかならないなんて」

　ケネスとラジャウは今にも泣きそうな表情だった。

「安心しい、これはあくまで基き本ほん給きゆうやからな。上の方は、そこからいろいろな手当が付くんや。それに業ぎよう績せきによってもボーナスがたんまり出る」

「ほ、本当か？」

「まあ旦さんは研修生やから、ぜんぜん付かんみたいやけど」

「なんだ…………ああ、俺の『イムイム』は夢ゆめだったのか」

　喜んだのも束つかの間ま、ケネス達は再ふたたび崩くずれるように、イスにもたれ掛かかった。

「自分で何とかすればいいだろ？　俺は『イムイム』なんて興味はないし、それに給料が出たら仕送りもしなきゃならないから、無む駄だ遣づかいなんか出来ないよ」

「夢のない奴だな。無駄遣いは若者の特とつ権けんだぞ！」

「仕方ないだろ。家は俺の怪け我がやら被ひ害がいの補ほ償しようやらで貧びん乏ぼうだったから」

「まあ確かに、西南君の特性を考えれば仕方ありませんね」

「う～～ん……よし、じゃあ現実に戻ったところで、当初の予定通りに貧乏な学生なりの無駄遣いをするとしよう。西南はあまり学校に来られなかったから、知らない場所も多いだろ？」

「先せん輩ぱいとかに教えてもらった穴あな場ばを案内しますよ」

　立ち直りが早いのもケネス達の長所だ。グラスに残ったジュースを飲み干ほすと、ケネス達は西南を引きずるように喫茶店を出た。




　学生の楽しみ方は、宇う宙ちゆうも地球もさほど変わりはない。気に入った店をひやかし、裏うら路ろ地じにある、安くてボリュームのある店での食事や、買い食いしながらのお喋しやべり───そしてナンパだ。

　西南達は途と中ちゆう、屋台で買ったソフトクリームに似た冷れい菓かを食べつつ、迷めい路ろのような都市を移い動どうし、巨きよ木ぼくに幾いくつものテラスが設せつ置ちされた広場へとやって来た。

　近くに空いていたベンチへどっかと座すわり、虚うつろな目で機械的に冷菓をなめる。つまりナンパ失敗という事だった。

「集まる場所を間ま違ちがえたなぁ。まさか西南の……」

　そこまで言って、ケネスはため息を吐ついた。

　ＧＰアカデミーに近いこの都市は、多くの人間が西南の事を知っていた。西南が引き起こす騒そう動どうに興味は持っても、西南に近付こうとする人間はあまりいない。日が暮くれて、街が夜の顔を見せ始めれば、西南に近付く物好きな人間もいるのだろうが、残念ながら今はまだ昼前だ。

「だいたい西南！　お前はどうして、そう暗～～いオーラを出しているんだ？　だから女の子達も引いてしまうんだ」

「そうです。自分の確かく率りつの偏かたよりなんて吹ふき飛ばすような、もっと明るい笑え顔がおで接せつすれば、ナンパの成功率も上がろうというものです！」

「そうそう、何しろ西南は有名人だからな」

「……とりあえず前半の言葉には、ありがとうと言っておくよ」

　慰なぐさめの言葉の後に、下心満まん載さいの言葉が続いたのでは素す直なおに喜べない。もっとも、それを正直に口に出すのが、二人のいいところでもある。少なくとも、どんな時でもあまり深しん刻こくな雰ふん囲い気きにはならないからだ。

「まっ、しゃあないやろ。平日の昼間に暇ひましてて、金も持って無さそ～～な、ガキ三人組と遊ぼうなんて奇き特とくな人間は少ないやろからなぁ」

「うっ！」

　ケネスは正直な感想を言ったＮＢを睨にらみ付ける。

「まあ残念ながら、西南君のＮＢの言う通りですね」

「…………そうだ、この際ＮＢでもいいか」

　ＮＢを見つめていたケネスはポツリと呟つぶやいた。

「ですがケネス君、それは……」

「うっ、そうだな……それでは今までと同じだな。すまんケネス！」

「いいんですよ。やはり男は生身ですから」

「？？？」

　二人のやり取りを見た西南は、前日に天女達としたやり取りとの接点を感じた。

「ねえ、ＮＢでもいいかって、どういう意味？」

「そいつは変形機能があるんだろ？　だからパーソナルデータで変身させて………………………するんだ！」

　ケネスは肝かん心じんな部分の言葉を濁にごしたが、だいたいの意味は伝わった。

「西南君は使った事はないんですか？」

「それは……」

　西南は以前ＮＢが目の前で、艶なまめかしい雨音の身体からだに変形した事を思い出した。そして昨日も一いつ瞬しゆんだが、天女に変形した姿すがたを見たばかりだ。

「いや、使ってはいないんだけど。その……実は、パーソナルをあげるから使えって言われたんだけど…………!!」

　そう言った途と端たん、ケネスとラジャウは目の色を変え、西南に詰つめ寄よって来た。それはまるで、嬉しそうに飼かい主に飛び付いて来る大型犬のようだった。

「そ、それはもしかして雨音先生か!?　それとも霧恋先生？」

「あの二人のパーソナルなら、生身じゃなくてもいいですものね」

「違うよ、別の人だって！」

　二人を押おし返すように、西南は叫さけんだ。と、急に二人の勢いは無くなり、

「チッ、な～～～んだ」

　ケネスはそのまま溶とけるように、ベンチに寝ね転ころがり、ラジャウもがっかりしたようにベンチに座り直した。

「自分のパーソナルを使わないかって、言う人が何人かいて……俺にとって、それがちょっと不思議で……」

「適てき当とうに発散しろって事だろ。学業の邪じや魔まになるとかでさ」

「その意味は何となく分かるけど。地球でいえば、自分の写真でナニしろ、って言われてるのと一緒だからさ」

　恥はずかしそうに話している西南を、ケネスとラジャウはじっと見ていたが、彼かれ等らの目には次し第だいに、不ふ愉ゆ快かいそうな感かん情じようが浮うかんで来た。

「西南君……君が確率の偏りで、鈍どん感かんになっているのは分かりますが……自分が言っている意味分かってます？」

「えっ？」

「傷きず付ついた俺達の前でよくも……」

　ケネスは涙なみだ目めで睨にらんでいた。

「えっ??」

「クソォ～～～！　それはお前に好意を持っているからだ！　パーソナルをくれるってのは、よほどお前に好意を持ってなければ言えない事なんだ！…………俺なんか、今まで生きて来て、そんな嬉うれしいイベントなんか一度も無いんだぞ……」

「僕も、叔お母ばさんが自分の友達の人に頼たのんで……ククッ！…………同情なんか、同情なんか欲ほしくありません！」

　ラジャウは拳こぶしを握にぎり締しめ、涙ぐみ始めた。

「……でラジャウ、その叔母さんの友達って、美人？」

「パーソナルには、凄すごいデータ修しゆう正せいが……」

「そうか……分かる！　分かるぞラジャウ！」

　肩かたを組んで泣いている二人に、いや、正確にはそれに西南も加わるのだが……周りの人達の好こう奇きの視線が集中する中、西南はどう二人を止めたものか思案していた。

　　　　×　×　×

　ケネス達が泣きやみ、人の目が無くなったのは三十分ほど経たってからだった。

「まあ欲よく望ぼうの発散と、正しい女じよ性せいの扱あつかい方を学べって事なんですよ。基き本ほん的にはリードするのは男性側ですから。ただ未成年の場合、パーソナルのキャラクターには倫りん理りキャラソフトが添てん付ぷされますから……」

「ちょっと扱いが雑ざつになったり乱らん暴ぼうになると、指し導どうが入るんだぞ。学校の授じゆ業ぎようじゃあるまいし、途中でそんなの入れられたら萎なえちまう！」

「結局、パーソナルのキャラクターＡＩは、それなりに精せい巧こうにプログラムされても、すぐに決まったパターンが見えて来るんです」

「優やさしく、ムーディに、かつ気持ちよくしろって……女ってのは、自分の都合ばかりこっちに押し付けて来るんだ！　だいたい一律な価か値ち観かんばかり押し付けられたら、上達なんかするわけ無いんだ」

「だから生身の方が上達が早い、と考えられているというか……」

　と、ラジャウは西南に顔を近付け、

「まあそれは迷めい信しんのようなものです。それとケネス君の言う事は極きよく端たんですから、話半分に考えた方がいいですよ。女性用のパーソナルも、男性用と似たような倫理ソフトが入ってますからね」

「ああ、そうか。ラジャウはもう成年扱いだから……」

「ただ、やはり基本的なバリエーションというのは、単調ですから、どうしても外観データでバリエーションを付けたいんですよねぇ」

　ラジャウはそう言うと、苦笑しながら西南から顔を離はなした。つまり天女達が、自分のパーソナルを渡わたそうとしたのは、単調な基本バリエーションに飽あきないようにと、ちゃんと基本をマスターしろと言う親心（？）のようなものだという事だった。

（とはいえ、それを積極的に渡そうとするのは、ちょっと普ふ通つうじゃないのかも）

　西南は一応、そう結けつ論ろん付けた。

「……なあ、結局、西南はそのパーソナルを貰もらったのか？」

「この世界の、そういった考え方がよく分からなかったから、貰ってないよ」

「もったいない……で、くれるって言った人って誰だれなんだ？」

　寝転がっていたケネスは、興きよう味み深げな表情で起き上がって来た。

「そんなの話すわけにはいかないだろ？」

「雨音先生と、霧恋先生以外となると…………まさかアイリ理事長か？」

「えっ!?」

「おっ、正せい解かいか？　アハハハハッ！　だったらくれるって言われても断ことわるよなァ。あんなの貰ったんじゃ…………グウォッ!!」

　笑うケネスの顎あごに、ＮＢのアッパーが叩たたき込まれた。

　ドサッ！　ケネスは派は手でにベンチから後方へ倒たおれ込む。

「いきなり何すんだ！　この球体！」

「あんなのとは誰の事じゃ～～～いっ！　アイリはんは、え～～え女やで！」

「ええ女ぁ？　本気で言ってるのか？」

「ああ、ケネス君。このＮＢってアイリ理事長の工こう房ぼう作ですから、たぶん……」

　ラジャウは、ＮＢに食って掛かかるケネスを、なだめるように言った。

「うわ～～～、タチ悪っ！　自分の悪口に反はん応のうするようにしてるのか？」

「事実を言うとるだけじゃ！　アイリはんは美人で頭が良うて……」

「美人で頭が良いね……まあそれは認みとめる。確たしかにお前の言う通りだけどな……」

「その良さを損そこなって余あまりある、性せい格かくの無む茶ちや苦く茶ちやさですからねぇ」

「…………」

　ケネスとラジャウ、そして西南も一様に深く頷うなずいた。西南達の会話が聞こえていたのであろう、周囲からは失笑が洩もれ聞こえていた。その状じよう況きようとラジャウの意見に反論出来ないＮＢは、不ふ機き嫌げんそうに黙だまり込んだ。

「で、これからどうします？　もう少しがんばってみますか？」

　ラジャウは倒れているケネスに手を差さし伸のべた。ケネスはその手を摑つかんでヨロヨロと起き上がると、気け怠だるそうにベンチへ腰こし掛かけ、拗すねているＮＢをジ──ッと眺ながめ始めた。

「はあ……やっぱりこの際さい、ＮＢでもいいかな？」

「ケネス君？」

「確かＮＢには、俺とラジャウ秘ひ蔵ぞうのコレクションを多数入れていたはずだったな……よくよく考えれば、ＮＢの表面素そ材ざいは、俺様秘蔵のエロファイルに出て来る、巨きよ大だいアンドロイドエロ女じよ優ゆうと同じ素材だ」

「なるほど……普通のアレよりは遥はるかに高性能ですから……」

　二人のリビドー全開の目で見つめられ、むくれていたＮＢは、驚おどろいて後あと退ずさった。

「な、なんやお前ら……気色悪い目で見ィなや」

「じ～～～～～」

　ケネス達は更さらにＮＢに詰め寄る。

「あ～～、もう、分かった分かった。まあ、ワイは別に構へんけど……あんさんら、それでええんか？　男のプライドっちゅうもんはええんか？」

「何とでも言え！　この際、それでいい！」

「考えてみれば、最新技ぎ術じゆつをこの身で試せるんですから本望です！　ねえ、西南君！」

　二人はまともとは思えない表情で、今度は西南に詰め寄った。

「ええっ!?……いや、でもケネス達のデータは、霧恋さん達に見つかって全部削さく除じよされたんだけど……」

「なっ何ィ！　全部か!?」

「……うん。全部」

　最終的に全部削除したのは西南だが、どちらにしろケネス達が使おうとしていた、違い法ほうなパーソナルデータは、エルマがチェックした段だん階かいで削除されていたので同じ事だ。

「くっ！　じゃあ、今から俺のサーバーにアクセスして入れ直して……」

「あっ、それは無理やで。正式起動した以上、持ち主が未成年やからインストール制限かけられとるし、前に入れとった違法ソフトは全部削除対象になっとるはずや。せやけど倫理委員会推すい奨しよう、基本ソフト『こんにちわ子こ猫ねこちゃん』なら大だい丈じよう夫ぶやで」

「今いま更さらそんなもん使って何が嬉しいんだっ!!」

「ああ……終わりました」

　ＮＢの説明に、ケネスとラジャウはガックリと肩を落とし、うな垂だれた。

（天女さんのデータを削除してて良かった）

　と、その時であった。西南達のちょうど真上にあるテラスで、何やら怒ど号ごうと叫び声が聞こえ、葉は擦ずれの音が聞こえた。

　───あっ、まずい。

　西南がそう思った瞬しゆん間かん、凄すごい衝しよう撃げきを感じ西南の意い識しきは途と切ぎれた。




「…………えっ？」

　目を覚ました西南のすぐ眼がん前ぜんには、じっと自分を覗のぞき込んでいる女性の顔があった。彼女は昨日、西南の身体検けん査さを行った部屋に現あらわれた女性だったが、もちろん西南当人はそんな事を知る由よしもなく、混こん乱らんしたまま彼女から視し線せんを逸そらすように辺りを見回した。

　その結果分かった事は、自分がどこかホテルの一室のベッドに寝ねかされている事、そして自分を覗き込んでいる女性が、足をからめてのし掛かって来ている事、何やら豊ほう満まんな出っ張りが押おし付けられている事だった。

「どこか痛いたむ所は無い？」

　その女性は、右手を西南の頰ほおに当て、強ごう引いんに自分の方を向かせて言った。

「だ、大丈夫……です。それより、ちょっとどいていただけませんか？……その……」

　モジモジする西南の言葉を無視するように、その女性はジ～～ッと西南を見つめたままだった。彼女の体重のかけるポイントがまた絶ぜつ妙みようで、起き上がる事はおろか身体からだをずらす事すら出来ない。

「あの……もしかして九羅密家の方ですか？」

　とにかく何とか会話を継けい続ぞくし、突とつ破ぱ口こうを開こうと西南は必死だった。ハッキリ言って、美び貌ぼうや色気だったら、雨音や玉蓮達で多少の耐たい性せいは持っている。だが目の前の彼女の、雨音達とは異い質しつな、やわらかな肉感というか色気というか匂においといったものが、西南をとてつもなく刺し激げきしていた。雨音にはオヤジ属ぞく性せいが、玉蓮には恐きよう怖ふが、西南のトラブル回かい避ひの本能を呼よび覚さますが、彼女に関してはそれが無い。

　───天然だ……。

　西南はそう直感した。美み兎と跳とや美み星ほしが備えている、西南の危機回避のフィルターを通り抜ぬけてしまう、あの恐おそるべき能力だ。

「あ、あの！」

　少し音量を上げて声をかけるが、その女性は何やら考え込んでいるようで、全然、西南の方を見る様子はない。

「…………ん？……ああ、ごめんね」

　西南の本ほん能のうが爆ばく発はつしそうなまで高まり、泣き出しそうな表ひよう情じようになった頃ころ、ようやくそれに気付いた女性は、ゆっくりと優ゆう雅がに西南から離はなれ、近くにあったイスへ座すわった。解放された西南は、慌あわてて上半身を起こすと、薄うすくて肌はだ触ざわりの良い掛け布ぶ団とんを引き寄せつつ前を隠かくし、その女性から距きよ離りを置いた。

「あああああ、あの！　ここはどこで、貴女あなたは誰です？」

「男の子ですもの、恥はずかしがる事はないわ。そうなるような体勢だったしね」

　西南の問いを無視し、彼女はニンマリと笑えみを浮うかべて、西南の下半身を見つめた。

「クスッ、そのまま襲おそいかかって来てもよかったのに……我が慢まん強づよいのね、君。それとも私にはそこまで魅み力りよくがないのかしら？」

（絶ぜつ対たい、アイリさんか瀬戸様の関係者だ）

　西南はそう断だん定ていした。

　その女性は、西南の少し呆あきれたような表情に気付き、顔を曇くもらせた。

「……君に嫌きらわれるのは本意じゃないわ。では状況を説明しましょう」

　表情を引き締しめた彼女は、覇は気きのあるよく通る声で話し始めた。

「西南君が気絶した原げん因いんは、私をナンパして来たしつこい男を殴なぐったのが発ほつ端たんよ。あまり強く殴った覚えはないんだけど、その男がよろけて落下、君に直ちよく撃げきしたの」

「そこら辺は、何となく分かるんですけど。俺が聞きたいのは、なぜここなのか？　なんですけど……。大たい抵ていこういう場合、どこかの病院とかで目が覚めるのが、普通というか、いつものパターンなんですけど……」

「もともと、西南君にはここへ来てもらう予定だったからよ。ＮＢのチェックでは軽い脳のう震しん盪とうだったから、心配はいらないわ」

「そうですか……で、あの……ここって一体……」

　西南は視線を左右に、辺りを詳くわしく確かく認にんする。どう考えても室内装そう飾しよくは、俗ぞくに言うところの『ラブホテル』としか思えないものだった。だが、もちろんそれは地球の基き準じゆんに当てはめての事だ。

（きっと、こういうホテルもあるに違ちがいない。なにせ宇う宙ちゆうは広いからな）

「西南君が想そう像ぞうしている通りの場所♡」

　その女性は西南の淡あわい期待を打ち砕くだき、ニンマリと笑みを浮かべた。

　動けるよう回かい復ふくした（？）西南は、咄とつ嗟さに出口へと走り出そうとする。しかし、女性は、素早く反応した西南の進行方向をあっさりと塞ふさぎ、抱だきしめた。

「咄嗟の反応は合格だけど、もう少し意図を隠かくす工夫をなさい。それに最短距離を移い動どうするのがベストとは限かぎらないわよ、西南君」

　その女性は西南に息を吹ふきかけつつ、顔をすり寄せながら言った。そして再ふたたび西南が動けなくなったのを太ももで確認すると、ポイッとベッドに放ほうり投げた。

「うっ!?」

　西南はその女性が追い打ちをかけて来るものと、先さき程ほどの掛け布団を引き寄せて身み構がまえたが、彼女はそれ以上ベッドに近付くでもなく、どこかへ通信を始めた。

「……そちらの状況はどう？」

『目標の全すべてがエリア内に入りました。これから檻おりのドアを閉しめます。それから、もう一つの方もエサに食い付いたそうです』
















「珀はく蓮れんさん？」

　音声のみだったが、その声は珀蓮のものだった。彼女と通信しているのならば、変なトラブルに巻まき込まれたのでは無い、そう判はん断だんした西南は、安あん堵どのため息を吐ついた。

「了りよう解かい。後はよろしくね」

　その女性は通信を切ると、少しムッとしたように西南を見た。

「そう安心した顔をされると、ちょっと腹はらが立つわね」

「えっ？」

「だってそうでしょう？　部屋に私と二人っきりというのは変わらないのに、そんな緩ゆるんだ顔されたんじゃね」

　その女性は乱らん暴ぼうに西南の横に寝ね転ころがると、西南を挑ちよう発はつするようなポーズをとった。

「さあ、どうする？」

（しまった！　これがもしアイリさんだったら、絶対にヘソを曲げる状況だ。その同類の人なら、同じ反はん応のうをしてもおかしくないんだった）

　その時、西南は自分のミスに気付いた。しかもこの場合、ちょっと子こ供どもっぽい反応をするアイリと違って、彼女の色いろ香かはまさに〝匂い立つ〟という表ひよう現げんがピッタリなのだ。それは砂さ漠ばくで何日も水無しで放ほう浪ろうし、意識が朦もう朧ろうとした時に見えたオアシス、と言った感じである。

「あああああ……あの……」

　水を求めて突とつ進しんしたい───そんな衝しよう動どうを必死で堪こらえる。

　今まで西南にこの手の仕し掛かけをした人間は、その行動に、どこかからかっている部分が見えていたが、彼女の場合は、その部分が天然で、西南の危機回避の本能を鈍にぶらせてしまう。恐らく彼女が寝ている体勢の今なら、ドアまで逃にげ出せるのだが、西南の頭にはその考えが浮かんで来ない。

「フフッ。その顔に免めんじて許ゆるしてあげましょう」

　赤面し、汗あせびっしょりとなった西南の顔を見て満足したのか、その女性はスッと起き上がると、そのまま部屋を出て行った。

「……ふうっ」

　よく分からないが危機が去った事だけは確かだった。だが西南の中には、安堵すると同時に、残念に思う気持ちも混こん在ざいしていた。

　自分を落ち着かせようと西南は大きく深しん呼こ吸きゆうをした。そしてようやく気持ちが落ち着きかけた時、西南は自分が置かれた状じよう況きようが、まったく分からない事に気付いた。

「俺は、これからどうすれば……」

　先程の女性が出て行ったドアの方へと向かおうと、西南が顔を上げた目の前に、いつの間に居いたのか、翠すい簾れんがちょこんと座っていた。

「うっ！　うわっっっっっっ！」

　驚おどろいて飛び退のく西南は、そのままの勢いでベッドから落ちてしまった。幸い、床ゆかにはふかふかの毛皮状のカーペットが敷しかれていたため、多少の衝撃はあったものの、痛みは感じなかった。

「大丈夫ですか？」

　ベッドを乗のり越こえるようにやって来た翠簾は、心配そうに西南を覗き込んだ。

「あっ、いや大丈夫です。ちょっと油断……じゃない、突とつ然ぜんだったもので……」

「すみません、驚かしてしまって。何度か声はおかけしたのですが……」

「いいんです。俺もいろいろとよく分からない状じよう態たいで、動どう揺ようしていたものですから。それより翠簾さんはいつからここに？」

「西南様がお目覚めになった時からずっと」

「ずっと？」

　西南はここで目を覚ましてからの記き憶おくを何度も辿たどったが、そこに翠簾の姿を見み出いだす事は出来なかった。

「……ずっと？」

「はい、ずっと……その……」

　翠簾は少しはにかむように、折り畳たたんだ西南の制服を見せた。

「浴室の方で洗せん濯たくをしていましたので……」

　それを見て初めて、西南は自分が浴衣ゆかたのような物を着ている事に気付いたのだった。

「その……少しでも楽な方が良いとの事でしたので……。制服は、機能に少し障しよう害がいが出ていたらしく、アイスや埃ほこりや血や汗や、コロンや整せい髪はつ剤ざいとか、諸もろ々もろの物で汚よごれていましたので、簡かん単たんですが洗濯をいたしました」

　翠簾は恥ずかしそうに言うと、折り畳んだ制服をそっと西南の前に置き、洗面所の方へ入ってドアを閉めた。

　　　　×　×　×

（ふう、危あぶない危ない）

　先程まで西南と一いつ緒しよにいたその女性は、逃げ込むように別の部屋へ入ると、大きく息を吐き出しながら壁かべにもたれ掛かかった。その顔は紅こう潮ちようし、玉のような汗が滲にじんでいた。その動揺は先程の西南より強い反応だった。

「この女ァ、私をのけ者にして何をしていた？　さあ吐け、吐かないか～～!!」

　アイリ声のＮＢは、その女性に突進して来ると、顔をくっ付けるように耳元で怒ど鳴なり声を上げた。

「何もしていませんよ」

「噓うそよ噓！　何が『でも、それは霧恋さん達の役やく割わりでしょう？』よ！　皆みなさ～～～ん、九羅密美み守かみは若い身体からだなのをいい事に、生徒に手を出す放ほう蕩とう教育者なんですよォ」

　部屋の奥おくで聞き耳を立てているであろうオペレーター達に向かって、ＮＢアイリは大声で叫さけんだ。

「ええい！　言い付けてやる！　瀬戸様にも、美兎跳ちゃんにだって、アンタの弟にだって霧恋ちゃんにだって、みんなに言ってやる！」

（どうせなら、我が慢まんしないで行くところまで行っちゃえば良かったのかしら？）

　彼女『九羅密美守』は、まだ残り火のように燻くすぶっている、心と身体の疼うずきに酔よいしれながら思った。それはちょっとした好こう奇き心しんで面会した、あの『ウィドゥー』に〝感かん染せん〟させられた、西南に対する疼きだった。

　美守の場合、それをちゃんと認にん識しきしているため、精神の専せん門もん家かに治ち療りようを受ければ、すぐにでも無くなってしまうものだが、ウィドゥーに興きよう味み本位で面会した自分への罰ばつ、それ以上に、ウィドゥーという存そん在ざいを消したくないという思い、そして何より『心地ここちよい』という想おもいから、彼女はあえて自分の中にあるそれをそのままにしているのだ。

「……美守様～～～」

　美守が意識を他に向けている間にＮＢの声は、弱々しいモノへと変わっていた。一いつ瞬しゆん、アイリの罠わなかとも思ったが、変形を始めたＮＢに気付いた美守は、慌あわててシークレットフィールドを張った。

「よくアイリ様の接せつ続ぞくを遮しや断だん出来たわね？　でもその姿すがたをあまり人前にさらしちゃまずいわよ、キルシェさん」

　涙なみだを溜ため、すがるような目で見上げているのは、キルシェの人型をしたＮＢだった。

「本当に西南さんと……西南さんと…………」

「なるほど、アイリ様がさっさと交代したはずだわね」

　つまり『押おしてもダメなら引いてみな』である。アイリはキルシェ相手なら、美守が本当の事を話すと思ったのだ。実じつ際さいキルシェの仕草と表情は、犬いぬ猫ねこ好き人間の前に居る子犬子猫のそれと同じだからだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、安心なさい。何もやましい事はしていませんからね」

　美守は優やさしくキルシェの頭に手を置いた。その瞳ひとみは校長時の、あの優しげで穏おん和わなモノだった。

「……はい」

　キルシェは美守の言葉を素す直なおに信じ、安心した子供のように頷うなずいた。そのあまりの可愛かわいらしさに、美守はキルシェの頭をしばらく撫なでていた。

（でもキルシェ……今は西南君の争そう奪だつ戦せんに参加するつもりはないけど、その争いに決着がついたもっと未来において、彼と道が交わる事を避さけるつもりは無いのよ）

　そう心の中で呟つぶやいた。

（おそらく西南君なら、私やアイリ様のような、高レベルの調整を施ほどこされるのは間ま違ちがいないでしょうしね……）

　そうなれば、少なくとも数万年という途と方ほうもない時を生きる事となる。その時の積み重ねの中で、人との繫つながりの形けい態たいはいろいろと変化する。もちろん別べつ離りも有り得るが、恋こい人びとから夫ふう婦ふ、そしてそれ以上の結びつきを持つ事もある。一心同体となり、互たがいを確かく認にんする事が不要になってしまう事だってあるのだ。それは天女が、西南に説明しようとしていた事だった。

（どちらにしろ、今はこの状況を見物する側だしね）

　と、そんな事を考えてる美守を、キルシェはまだ涙の滲にじんだ目で見上げ、

「あの、美守様。実は少しご相談があるんですが……」

　困こん惑わく気味に話しかけて来たのであった。

　　　　×　×　×

「おのれ、あの女め狐ぎつね～～～！」

　アイリは理事長室の机つくえを叩たたきながら怒ど鳴なった。

「キルシェ如ごとき小こ娘むすめに期待した私がバカだったわ！」

　苛いら立だたしげにモニターを覗のぞき込んでいる母親を横目で見ながら、水みな穂ほは赤面しつつ鷲羽と通信をしていた。

『ふむ、なるほどねえ。西南殿どのを使った囮おとり捜そう査さで隙すきを作っておいて、入り込んでいるであろうスパイに、西南殿の家族情じよう報ほうをリークさせたわけね』

　ちょっと批ひ難なんめいた口調で鷲羽は言った。それはアイリが計画が早まった事を鷲羽に伝え忘わすれていたからだ。しかも本来ここで鷲羽と通信をして、平身低頭しているのは、水穂ではなくアイリであるべきなのだ。

『ふん』

　鷲羽は右の親指を立てると、それを下に向けた。

　ゴンッ！　と、どこから出て来たのか、大きな音と共にアイリの頭に、釣つり鐘がねほど厚みのある重そうな金タライが直ちよく撃げきし、そのままアイリは気を失って、机に突つっ伏ぷした。

「お手数をおかけします」

　水穂は一礼した。

『うむ、スッキリ♡』

「……そういうわけですので、申し訳わけありませんが、西南君のご家族の警けい護ごと、敵てきの迎げい撃げきをお願いしたいのです」

『そいつはちょいと手て加か減げんが難むずかしそうだね。一気に叩き潰つぶしちゃう方が、よほど簡かん単たんなんだけど……。魎りよう呼こは使わない方がいいかねえ？』

「人選はお任せいたします」

『フッ、まあせいぜい楽しませてもらうわよ』

「……そういえば、肩かたに居いた子はどうしていますか？」

　水穂は以前、鷲羽が肩部分をクリスタルに変質させ、ウィドゥーのアストラルを封ふうじていた事を思い出した。

『ああ、卵らん殻かくの中で最終段だん階かいに入っているよ』

「早いものですね、この前まで鷲羽様の肩に居たのに」

『彼女と相対するのは骨ほねだったけど、でももう少し話していたかったわ……滅めつ多たに出会えないサンプルだったしね』

　鷲羽は残念そうに、クリスタル化していた肩を撫でた。

『本体の方も、培ばい養よう槽そうの方で第三段階の成長が終わっているからね。例の試作艦かんのテストデータが出で揃そろい次し第だい、最終調整を加えれば……いつでも引き渡わたし可能よ』

「!!」

　水穂は全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。伝説の哲てつ学がく士し、白眉鷲羽の新造艦───樹じゆ雷らいの皇おう家けの船と同等の力を持ち、単艦で樹雷本星に侵しん入にゆうし暴あばれ回った『魎りよう皇おう鬼き』の姉妹艦が生まれようとしているのだ。

「本当に大丈夫なんですか、瀬戸様ァ？」

　水穂はため息混まじりに独りごちた。

『ククク、最高の船を造ってちょうだい、って言ったのは瀬戸殿どのだからね』

『みゃあ！』

　と、鷲羽の肩に乗って顔を出したのは魎皇鬼だった。

『何だ？　どうしたんだい？』

『ミャアミャア！』

　魎皇鬼は何やら嬉うれしそうに、鷲羽に一いつ生しよう懸けん命めい話しかけていた。

『ふんふん……そうかい、あの子に挨あい拶さつをしてたの』

「あの子？」

『ん？　ああ例の卵殻だよ。魎皇鬼にとっちゃ、妹にあたるからね……さて、どういう子に育つのやら』

　魎皇鬼を抱だきかかえながら、鷲羽は笑った。

「できれは、素直ないい子に育ってくれると嬉しいのですが……」

『素直な、いい子ねえ』

　それはつまり、樹雷にとって都合よく動いてくれる、という意味だ。鷲羽はちょっと嫌いやみも込め、意味ありげに微笑ほほえんだ。

「エエッ!?　だって西南君、ただでさえいろいろトラブル引き寄よせるんですもの……これで船が暴あばれん坊ぼうなんかになったら……」

『瀬戸殿、喜び宇そ宙ら駆かけ回り、水穂殿は尻しりぬぐいで、てんてこ舞まい♪　ってとこ？』

　童どう謡ようの韻いんを踏ふんだ、的てき確かくな喩たとえを言われ、水穂は小さく頷いた。

「ますますお嫁よめに行けなくなっちゃいます」

『不思議だよねぇ。本当に嫁に行きたいと思っているのかい？』

　水穂は鷲羽から見ても良りよう妻さい賢けん母ぼの資し質しつを持っている女じよ性せいだ。有ゆう能のうで気だても良く、柔やわらかな物もの腰ごしで男性にも女性にも好かれるタイプだ。だがやはり瀬戸の副官という立場がネックとなって中ちゆう途と半はん端ぱな男は近付けず、有能な男からは尊そん敬けいの念を持たれてしまい、一人の女性として見られないのだ。とはいえ水穂の方から近付く事は出来るはずなのだが……。

「もちろんです！　暇ひまな時はちゃんと婚こん活かつをしていますし」

『で、暇な時ってあるのかい？』

「…………ありません」

　鷲羽の問いに、水穂は小さく呟いた。

『でも五千年、嫁とつがなかったのも居るんだしさ』

「そんな特とく殊しゆな例を出されても、慰なぐさめにはなりません！」

『アハハハ、それもそうだ。でもそろそろ水穂殿の後こう継けいも育ってるんじゃない？　何も一人で瀬戸殿の面めん倒どうを見る必要もないんだし、辞やめるって言って放ほっぽり出しゃ、瀬戸殿の方で何とかするだろ？』

「後継の娘こ達の苦労を考えると、そんな無責任な事は……」

『それを迷めい惑わくがるようなのは、ハナからあそこへは入れないだろ？　まあ、それくらい気楽に考えればいいって事さ』

「玲れい亜あちゃん家ちに男の子が出来たら、貰もらえませんかねえ？」

『その子は人柱に決定しているからねぇ』

「うっ、そうでしたね……申し訳ありません、何だか愚ぐ痴ちになってしまいまして。西南君がアカデミーに来て、本当に激げき変へんというのがピッタリの状じよう態たいなんで」

『敵さんの処しよ理りはちゃんとやっておくから、まあ、元気をお出し』

『ミャア』

　鷲羽は魎皇鬼の前足を摘つまんで、バイバイの仕草をさせ通信を切った。魎皇鬼に今までの会話が理り解かい出来ているとは思えないが、その満面の笑みは水穂のちょっと沈しずんだ心をほんのりと温かくしてくれた。

　　　　×　×　×

　先さき程ほどの部屋では、キルシェの形をしたＮＢと美守が、ソファーに向かい合うように座っていた。

「そう、お父さまから公開メールがね」

　公開メールというのは、伝言板のようなモノだ。通信先が分からない時などに、本人しか分からないようなプロテクトをかけて掲けい示じするのだ。

「はい。〝もう自分の好きに生きろ〟と……だから……」

「だから？」

「一度お会いして謝あやまった方がいいかと思いまして」

　神しん妙みような口調のキルシェを前に、美守は視し線せんを逸そらしつつ考えていた。

「公開メールにプロテクトはかかっていたの？」

「いいえ、オープンのままで、父のＨＰにありました」

「なるほど」

　アイドルだったキルシェが失しつ踪そうしてから、巷ちまたでは多くの憶おく測そくが流れ、その原因について大だい論ろん争そうが巻まき起こっていた。だがほんの数日を待たずして一つの結論が導みちびき出された。それはキルシェのマスター、父親が『自分の嫁』にしようとして逃にげられた、である。オープンのメールは、世間の批難をかわすための所有権放ほう棄き宣せん言げんであった。

（アイリ様の情報では、また新たなＡＩの構こう築ちくを始めたみたいだから……）

　チラッとキルシェを見る。

　───世せ俗ぞくにまみれ、純じゆん粋すいでなくなった……つまり他人に奪うばわれた女には興きよう味みが無くなったって事よ───

　アイリが笑いながら言っていたのを思い出す。もちろんそれがそのまま、キルシェのマスターの人間性全すべてを表すものではない。大いなる成果と、愛する対象を失った故ゆえの、彼なりの精神安定を図はかる方法でもあるのだ。

　とはいえ、事実をありのまま伝えるのは良くないと判はん断だんした美守は、言葉を慎しん重ちように選びつつ、

「キルシェ……。子こ供どもはね、いつか親元から離はなれて行かなければならないの。貴女あなたのお父さまの言葉は、もう二度と戻もどって来るなという意味よ」

「えっ!?……父は、私の事をまだ怒おこっている、という事ですか？」

「一度巣す立だったからには、自力で生きて行かなければならないわ。すぐに挫くじけて戻って来るようじゃ、ダメって事よ。もちろん貴女のお父さまも、貴女が出て行った事に納なつ得とく出来ているわけじゃない。それを受け入れるのはものすごく時間のかかる事なの。だから貴女はお父さまの気持ちを乱みださないように、ふり返らずに前だけ見ていなさい」

　美守の言葉を受け、キルシェは長い間考えていた。そして……、

「……分かりました。ありがとうございます」

　何か吹ふっ切れたような、意い志しのある口調でそう言った。

「ところでキルシェ、今度はこっちから質問したいのだけど、いいかしら？」

「は、はい。何でしょうか？」

　キルシェは緊きん張ちようした面おも持もちで顔を上げた。

「西南君との生活はどう？　今は何をしているのかしら？　まあ、ちょっとした興味だから、言いたくないのなら無理をしなくてもいいのよ」

「あっ……えっと……今は、毎晩お付き合いしていただくのは止やめてるんです」

「何かあったの？」

「いえ、西南さんはいつも優やさしくして下さいますし、私も本当に楽しくて……でも」

「でも？」

「それは西南さんにとって無む駄だな時間なんじゃないかって、思うようになって……」

　キルシェは少し考え込むように下を向き、そして意を決したように美守を見た。

「私は西南さんのＮＢでもあります。西南さんの為ために、もっと他ほかにいろいろする事があるんじゃないかって、思い始めたんです。幸い、このＮＢはとても高こう性せい能のうなので、資料も充じゆう実じつしていますし、高度な資料を保ほ存ぞんしている場所へもアクセス出来ます。だから……」

「西南君のためにいろいろと勉強している、と？」

　それは将しよう来らい、西南と現げん実じつ世界で生きて行こうと行動しているという事だ。

「それにちょっと、ずるいような気もして……も、もちろん、時々お会いしてお話ししていますけど……」

　キルシェは恥はずかしそうに言った。

「それは、とてもいい考えよキルシェ」

　美守は西南との道が交わる地点が遠くなったと感じつつも、感心したように頷うなずいた。自分に無い愛らしさを持つキルシェに、ちょっぴり嫉しつ妬とを感じた美守は、それ以上の会話を避さけるかのように、作戦の進行状じよう況きようをチェックした。

　西南に引き寄せられて来た目標は、全部で三十五名。その全員が確保されていた。

「丁度いいタイミングね。じゃあキルシェはそろそろ西南君と一いつ緒しよに、外周リングのドックへ戻ってちょうだい」

「はい、了りよう解かいしまし……ああっ!!」

　と、キルシェが起動した監かん視しモニターには、抱き合う翠簾と西南の姿すがたが映うつし出されていた。次の瞬しゆん間かん、キルシェと美守は部屋の外へと駆けだしていた。

　　　　×　×　×

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　何かにつまずいて倒たおれ込んで来た翠簾を、西南は受け止め、そのまま一緒にベッドに倒れ込んだ。キルシェと美守が見たのはこの瞬間だった。

　先程の美守とは違ちがい、今回は意図ではなく事故である。普ふ通つうであれば、お互たがいが慌あわてて離れてお終しまい───のはずだった。しかしこの時は、球体へと変形したＮＢと美守が乱らん入にゆうして来た後でも、二人は……正確には、翠簾は身をすり寄せるように西南を抱き締しめたままだったのだ。

「だっ、旦だんさん！　ワイの居ないところで何ちゅう羨うらやましい事を！」

　ＮＢが叫さけんでも、西南は顔を赤くしたまま翠簾をじっと見ていた。

「？」

　美守はいきなりＮＢを摑つかむと、ポイッと軽く西南と翠簾の間に放ほうり込んだ。と、いきなり正気に戻った西南は、慌てて翠簾から離れようとした。だが翠簾の腕うでや足が絡からみ付き、身体からだを離す事が出来ない。

「翠簾……さん？」

　その時になって西南もＮＢも、そして美守も翠簾が恥ずかしさのあまり、気を失っている事に気付いたのであった。

「やれやれ、とりあえず彼女のことは任まかせて、西南君はそろそろ戻りなさい」

「あ、あの……翠簾さんの事、よろしくお願いします」

　西南は美守に一礼すると、ＮＢと共に部屋を出て行こうとした、が……

「そうだ！　あの、貴女のお名前を……伺うかがっていないんですが」

　西南は急に振ふり向くと、美守に向かってそう言った。

　本心を言えば、もっと色気のある状況で、思いっきり西南の反応を楽しみつつ教えたかったのだが、ここで名前を言わなければ、アイリやキルシェ、それに今この部屋を監視しているであろう者達、場合によっては情じよう報ほうを手に入れた霧恋達に、妙みような疑ぎ念ねんを抱いだかせる事になる。美守は少し迷まよっていたが、ニッコリと西南の方を見て、

「どうせならもっと面おも白しろそうなタイミングで言いたかったんだけどね。……私の名前は九羅密美守よ」

　美守はごく明るい雰ふん囲い気きでそう言った。

「九羅密、美守!?　で、でもそれって……」

「こちらが私の本当の身体なの。アイリ様や瀬戸様を見れば分かるでしょう？」

　手を広げ胸むねを張り、美守は自分の肉体を、誇ほこるかのように西南に見せつけた。

「あ、いや、そうなんですが……」

　西南は真っ赤になり狼ろう狽ばいした。美守の言動は、普ふ段だんの穏おん和わで理性的な、理想とも言える教育者、あの美守からは想そう像ぞうもつかないものだった。

「がっかりしたかしら？」

「そんな事は……ありませんが、その……それを言うんだったらアイリ様だって」

　それは公こう務むとプライベートは別だという意味だった。それを聞いた美守は嬉うれしそうに、大声で笑った。

「アハハハハ～～～、そう思ってくれるのならありがたいわ。ねえ、西南君は生体強化した時、以前の身体と比くらべてどう思ったかしら？　病気や怪け我がをして治った時は？　それと同じでね、年とし寄よりの身体からこの身体になると、どうしてもテンションが上がっちゃうの」

「何となく、分かります」

「フフッ、でも、この事はみんなには内ない緒しよよ」

　美守は自分の口に人差し指を当て、ウインクをした。それは魅み入いられるほど艶あでやかな姿であった。

「ほら旦さん。行くで」

「う、うん」

　西南は美守の艶やかな姿に、後ろ髪がみを引かれつつ、ＮＢに押されて部屋を出た。




　ＮＢと共に、気を失った公園へ帰って来た頃ころには、もう陽ひは傾かたむきかけていた。そしてベンチでは、ケネスとラジャウが疲つかれ切った表情で夕日を見つめていた。

「その様子やと、ナンパ失敗玉ぎよく砕さい状じよう態たいやな」

　無む神しん経けいな口調で、ＮＢは二人の傷きず口ぐちに塩を塗ぬりつけるような言葉を吐はいた。

「西南君はいいよな……麗うるわしきお姉様とお楽しみで」

　夕日を見たままケネスはトゲのある口調で言った。いつもならば、何があったかを根ね掘ほり葉は掘ほり聞くのだろうが、よほど疲れているのか、ケネスだけでなく、ラジャウも無言のまま力なく座すわり込こんでいた。

「別に何かあった訳わけじゃないよ。ずっと気を失ったままだったんだから、なあＮＢ」

「まあ、そういう事や。せやから元気だし」

　ＮＢがそう言った時、街全体に鐘かねの音が鳴り響ひびいた。それはこの地区が夜の部へと突とつ入にゆうした合図だった。この瞬間からゆっくりと、夜のお祭まつり騒さわぎが始まるのだが、今日の西南達にとっては、休日の終わりを意味していた。

「ああ、せめて西南がもう一晩、休きゆう暇かを取れさえしてたら、俺達の外がい泊はくの理由になったのになあ……」

　艦かん長ちようである西南が申しん請せいすれば、寮りようの方もケネス達の外泊許きよ可かを出す。しかし西南の休暇は今日の夕方まで。当然、ケネス達は寮へ帰らなければならない。

「仕方ありませんよ。次は西南君がもう少し長く休める事を願いましょう」

「下手すりゃ研けん修しゆう期間が終わってから、なんて事になったりな」

　街灯の灯ともり始めた街を見上げながら、西南達は駐ちゆう車しや場じようへと向かった。朝来たのとは逆のルートを使い、西南は一時間もしない内に外周リングの宿しゆく舎しやへと戻って来た。

　居い間まに入るとブラインドが自動的に開き始め、西南は光に照らし出されたソファーに倒れ込んで、大きく伸のびをした。何気なく見た時計は、まだ夕方前だった。

「……食事にはまだ時間があるな」

「時差があるよって、調整するか？」

「いいよ。もともとこちらの時間で慣なれてるんだから」

　上半身を起こした西南の目には、ブラインドが完全に開き、明るく照らし出された広い居間が映っていた。それは雨音の家には劣おとるものの、それでも豪ごう華かで広い空間だった。

「……何だこの部屋？　ＮＢ、ここって俺の部屋で間ま違ちがいないのか？」

「旦さんは艦長やさかいな。これ位、普通やで」

「俺……こんな贅ぜい沢たくして大丈夫なのかな？」

　今の艦長職は、あくまで研修中の特例だ。普通に考えれば、ＧＰアカデミーを卒業すれば、一兵卒からやる事になるのは間違いない。

「一いつ般ぱん隊員の部屋にしてもらった方がいいかもな」

「守蛇怪はテスト機き密みつ艦かんや。監視に護ご衛えいも必要やからな。まあ旦さんを他の人から隔かく離りしとるとも言えるわ」

「贅沢な檻おりだよな」

「そない気になるんやったら、狭せまい所へ行っても大丈夫なように、出来るだけ、物を増ふやさんようにしぃ」

「……そうだな。とりあえず、夕食前にお風ふ呂ろに……!!」

　ソファーから立ち上がった西南は、シャッターが開いた窓まどの景色を見て絶句した。

　前日泊とまった時は、窓のシャッターを開ける事もなく、そのまま寝しん室しつへと直行して眠ねむっただけだったため、自分にあてがわれたのが、どんな場所なのかを認にん識しきする余よ裕ゆうも無かったのだ。

「え、ＳＦの世界……」

　真っ暗な宇う宙ちゆうに巨きよ大だいな外周リングが交差し、眼がん下かには階かい層そう状じようの建物や、水路に滝たき、多くの木々や花が咲さき乱みだれていた。一体どれほどの時をかければ、地球にもこのような景色を造つくり出せるか想像もつかなかった。西南がアカデミーへ来た時は、都市の巨大な構こう造ぞう物ぶつを見上げる感じだったが、今度は一種、理想的な宇宙での生活の場を、高い山の頂ちよう上じようから見下ろす感じであった。

　もちろんその絶景は、広い浴室からも眺ながめる事が出来たため、思わぬ長湯をしてしまった西南は、ガウンを羽は織おったままベッドに突つっ伏ぷした。

「大丈夫か、旦さん？」

「……うう……贅沢酔よいだ」

「どういう酔いやねん」

「でも今日はいろいろとあったな……まさか美守校長があんな……」

　西南はベッドに仰あお向むけに寝ね転ころがりながら、美守の姿し態たいを思い出した。若く美しく生気に満ちた姿と、いつも見慣れた校長の姿───年ねん齢れいのまったく違う姿に共通点は無いも等しいが、思い起こせば、僅わずかに微笑ほほえんだ時の瞳ひとみがよく似にていた。

「美守はんも言うてたやろ？　旦さんの生まれた星とは違って、ここではあまり外見というのは、歳としとは関係ないさかいな。望めばどんな容よう姿しにも、性せい別べつだって変えられる。もっともここ数百年は、生まれたまま成長するというのが、流行というか一般常識になっとるさかいな。若年固定するんは、美守はんやアイリはんのような仕事で必要か、変態か田舎いなかモンだけや」

「ふ～～～～ん。そうなのか……」

「旦さんもそのうち若年固定の話があると思うで」

「俺が？」

「判はん断だんや行動、戦うのに向いた年齢というのがあるやろ」

「ああ、なるほど……」

「それより旦さん、翠簾はんと抱だき合おうたとき……何考えてたんや？」

「えっ!?」

　翠簾が倒たおれ込んで来た後、西南が動けなかったのは翠簾が手足をからめて来たからだけではなかった。もちろん翠簾があのような行動を取る事自体、意外で面食らったが、西南が驚おどろいたのは他ほかに理由があった。

　翠簾というのは驚くほど存そん在ざい感が無い。影かげが薄うすい、というのとは違ちがい、そこにいるのは認識出来るが、人の気配や熱と言ったものが無いのだ。まるで見ていない、点つけっぱなしのテレビのような感じだ。

（……だけどあの時）

　西南はジッと自分の手を見つめた。

（あの時に感じた手て触ざわりとか、熱とか息づかいとか心しん臓ぞうの音とか、匂においとかは……）

　西南の手に残る感かん触しよくはまさに人間のものだった。普段、あまりにも希き薄はくであるが故に、その不意打ちは途と轍てつもなく生々しく衝しよう撃げき的だったのだ。しかもさすが瀬戸の女官だけあって、他の娘むすめ達に負けないプロポーションの持ち主だったのである。

「ええ身体やったんか？」

　赤くなってモジモジし始めた西南を見て、ＮＢはポツリと言った。

「う、うるさいな。お前には関係ないだろ!?」

「まあええわ。詳くわしい事は後で聞けるさかいな」

「後でも今でも言うつもりはないぞ！」

　ガバッと起き上がり、ＮＢを睨にらみ付けた西南の目の前に、モニターに映うつった霧恋が表ひよう示じされた。

『西南ちゃん。そろそろ夕ご飯の時間だけど……その前にちょっと聞きたい事があるんだけど、いいかしら？』

　ニッコリと微笑む霧恋の後ろには、困こん惑わく顔でソファーに座っている翠簾が居た。

「あ～～～～…………ちゃんと説明させていただきます」

　西南は観念したように答えた。







　　３「憂ゆう鬱うつ」







　その日、リョーコ・バルタの海かい賊ぞく艦かんはアカデミーからそう遠くない宙ちゆう域いきにある、民間の整せい備びドックで定期整備を行っていた。

　鉄道にそれぞれに駅があるように、宇う宙ちゆう航路にも無数の中ちゆう継けい地点がある。そして急行や快かい速そく、そして各駅停車をする列車があるように、ここはメイン航路上にあるとはいえ、ＧＰや大手の定期便は素す通どおりしてしまう小さな中継地点であった。

「艦長、整備は予定時じ刻こくに終しゆう了りようを……」

　艦長室に入って来た副長は、それだけ言うと、難むずかしそうな表ひよう情じようをしているリョーコに気付き、報ほう告こくを止やめた。

「どうされました？」

「……えっ？　ああ、例の新型艦について考えていたところなの」

「先日、スパイから情報が来た、山やま田だ西せい南なが艦長をしてる艦の事ですね」

「ええ」
















「それにしてもまあ、よくもそのような情報が手に入ったものですね。製せい作さくはあの、柾まさ木きアイリの工こう房ぼうなのでしょう？」

「手に入れたのか？　入れさせられたのか？」

「意図的だと言うのですか？」

　副長は、まさか？　という表情を見せた。それを見たリョーコは苦笑した。

「この艦は確たしかに、画期的と言うべきモノよ。さすがアカデミーの哲てつ学がく士しね。しかも大量生産品と考えれば、費用対効果コスト・パフオーマンスは途と轍てつもないわ」

　と、モニターに『守かみ蛇だ怪け』の立体図が映し出される。

「でもこの艦は、単艦行動をするためのものじゃないの……もちろんその能のう力りよくは十分に備そなえているけど、本来、艦隊行動時の戦せん闘とう機と駆く逐ちく艦かんを合わせたような艦なの」

「確かに、少し小型の艦ですね」

「ダ・ルマーギルドが供きよう給きゆうしている汎はん用よう艦かんと比くらべても三十％、我わが艦の二十五％程ほどしかないわ。問題は守蛇怪がこのサイズと形けい状じようで完結している事なの」

　リョーコの言葉に、副長は少し不思議そうな顔をした。

「これを単艦で使うプランがなかなか難しくてね。襲しゆう撃げき時はこのままでいいけど、いざ、戦利品を手に入れた時が問題ね。ほら、たいていの積み荷はコンテナユニットごと切り離はなされるでしょう？　守蛇怪に、ＧＰで一般的に使われているコンテナサイズを連結しようとすると……」

　守蛇怪の横にコンテナが映し出される。それは長さで守蛇怪の倍ほどあった。

「こいつは……牽けん引いんは少し難しそうですね」

　コンテナも空の状じよう態たいから満まん載さい、内容の比ひ重じゆうの問題もある。守蛇怪の能力ならば十分、それを抱かかえて超ちよう空間ジャンプは可か能のうだが、これだけのサイズ差がある場合には、ある程てい度ど正せい確かくな重量配分を計けい測そくしなければ、安全で正確な超空間ジャンプは難しい。しかも獲え物ものを手に入れたとしても、追つい撃げき艦かんや増ぞう援えんが来る可能性は高い。だからコンテナの計測は、短時間の内に終わらせなければならない。

「ＧＰだけでなく、一般が使うコンテナも、約八十％がこのサイズだもの。それと、少し特とく殊しゆな艦体形状に合うエンジンが無いのも問題ね」

　守蛇怪の設せつ計けい図ずには、エンジンのデータは無かったのだ。

「さすがにエンジン部分の設計図は持ち出せなかったから、こちらが手に入れられる物で代用しなければならないんだけれど……この空間に入る物だと、戦闘は少々、厳きびしいかもしれないわね」

「内部構造にはまだゆとりがあるようですから、もう少し大型の物が入れられるのではないですか？」

「そうなると、ますます単艦での行動は無理だわ。だって艦は私達の生活の場でもあるんですもの」

「生活用のユニットを接せつ続ぞくして、仕事の時だけ切り離す」

「ふむ、当然そうなるでしょうけど、まず建造コストが跳はね上がるわ。人員も、極きよく端たんに言えば二隻せき分必要になる。あまり長期間の稼か働どうは難しくなるし、そうなると仕事の幅はばは狭せまくならざるを得ないでしょうね」

　漁業で言えば近海での操そう業ぎようのみ、遠洋漁業は出来ないという事だ。

「結けつ構こう厄やつ介かいですな……。使用出来るのは規き模ぼが大きい海賊か、小物狙ねらいの海賊かになってしまいますね」

「守蛇怪は画期的な艦だけど、技ぎ術じゆつ的にはさほどめぼしい物は無いの。その強度やバランスは途轍もなく素す晴ばらしいけど、このサイズと形状でなければ意味がないわ」

「設計技術の応用が利きかないという事ですか？」

「ええ、少しでもサイズを変へん更こうするだけでも、最悪、根本的な設計自体を変える必要が出て来るわ。簡かん単たんな試算も行ったけれど、僅わずかなサイズ変更をするだけで、市場に出回っている連れん盟めい基き準じゆんサイズのパーツが使えなくなるの。全部改かい造ぞうするか特注するしかないわ。市し販はん品を使えなければ、大量生産艦としての意味が薄いしね。結局、私の艦のような特注品になっちゃうわ」

「高こう価かなオモチャになってしまうわけですね」

「もちろん、今の守蛇怪のスペックを維い持じしようとすれば、だけどね。でも……」

　そう言うと守蛇怪の立体図を複ふく雑ざつそうな目で睨み付ける。

「だけどこの形状のままであれば、かなりの高出力のエンジンを載のせても耐たえられるわ。そうね……『ダイダロス』の出力でも軽く耐えられるわ」

「それほどまで!?　ですか……。なんとか使いやすいサイズにならないのですか？」

「今のところその答えは見つけられないわ……フフッ、まるでタチの悪いパズルみたいにね。どちらにしろ我われ々われが有する技術では、ダイダロス級の出力を持つエンジンを、この艦に搭とう載さい出来るほど小型化できない。でもアカデミーなら小型で高出力のエンジンや空間圧あつ縮しゆく技術がある……」

「なるほど、完全に宝の持ち腐ぐされになるわけですね。そういった技術の入手は出来ないものですか？」

「そちらのガードは途轍もなく堅かたいわ。今のところ、取っ掛かかりすら見つけられていないのよ。たとえその情報が入手出来たとしても、それを製造する技術と、それを製造するためのプラントを造つくる技術も必要になるわね」

「大量生産品ならば、そのうち、中古や横流し品が、こちらにも流れて来るのでは？」

「樹じゆう雷らいの次期主しゆ力りよく艦かんよ。あまり期待は出来ないわね」

「……敵てきにとっては有ゆう効こうで、こちらにとっては使えない艦……厄介ですね」

「そうね……いえ、もっと厄介になる可能性もあるわ」

　リョーコの表情がさらに厳しいものとなる。

「と、いうと？」

「忘わすれたの？　樹雷にはとんでもないエネルギージェネレーター兼けんコンピューターユニットがあるでしょう？」

「皇おう家けの樹き……。しかしそれはあまりにも……ダイダロスの比じゃありませんよ」

「上位世代なら無理でしょうけど、下位世代、第四世代以い降こうなら搭載するには十分じゃないかしら？　樹雷の公表では、第四世代以降はあまり結実する可能性が少ないと言っているけど、本当かどうか怪あやしいわね。私は結構な数があると思っているけど」

「これは急ぎ、上じよう層そう部ぶへ知らせる必要が……」

「もう少し相手の意図を調べる必要があるわ。それにせっかく山田西南君がバグチェックをしてくれているんだから、それが終わってからでも十分よ。こういう大量生産の艦は、マイナーチェンジでがらりと設計が変わる可能性もあるもの。それより我が艦の整備が終わり次し第だい、試運転も兼かねて一仕事しましょう。私も久ひさ々びさに身体からだを動かしたいしね」

　リョーコは気分を切り替かえるように言うと、大きく伸のびをした。

「仕事の参加依い頼らいが数件けん来てますので、後でチェックしておいて下さい」

「わかったわ」

　その十数時間後、リョーコ・バルタは、ある合同海かい賊ぞく艦かん隊たいと共にＧＰの輸ゆ送そうキャラバンを襲撃していた。

「前方空間にエネルギー反はん応のう感知！」

　海賊達は襲撃する相手によって、いくつかの海賊が集まって艦隊を編制する事がある。そして大たい抵てい、獲物の情報を摑つかんだ海賊がその集団の頭を務つとめるのだ。そのため今回リョーコにはこの艦隊の指し揮き権けんはなかった。

　ただ、それだけの規模の輸送キャラバンとなると、正規の護ご衛えい艦かんが付く事も多いため、なかなか襲撃が行われる事は無かった。海賊達にとって幸か不幸か、西南の海賊大量捕ほ縛ばくによる好景気で、物流が増ぞう加かし、護衛艦の数が足らなくなっていたのだ。

「中型の民間輸送艦が三十、護衛艦二、確かく認にん！　指揮艦ならびに僚りよう艦かん五、攻こう撃げきを開始しました」

　今回の海賊艦隊は二十。奇き襲しゆうで護衛艦を撃げき沈ちん、あるいはそれなりのダメージを与あたえれば決着はつく───副官の報告を聞きつつリョーコはそう考えていた。

「輸送艦が分ぶん離り！　偽ぎ装そう艦です！」

「何!?」

「艦かん影えい確認、守蛇怪です！　守蛇怪、ジャンプ！」

　副官の叫さけびにも似にた言葉をリョーコが認にん識しきした次の瞬しゆん間かん、守蛇怪は極ごく短たん距きよ離りのジャンプを終え、襲撃の為ために先行している艦隊の側面へ現あらわれた。

　　　　×　×　×

「三時方向に敵！　回かい避ひを！」

「バカ野や郎ろう！　そのまま最大船速で突つっ込こめ！　並へい走そうしてなきゃ、そうそう当たりゃしねえ！」

　だが次の瞬間、指揮艦のブリッジを大きな衝しよう撃げきが襲おそった。

「バカな！　どこをやられた!?」

「エンジンブロックに直撃！　危あぶねえ、最終装そう甲こう手前まで貫かん通つうしてやがる」

「奴やつはどこへ行った？」

「後方の待機艦隊の方です！　こちらはこの艦以外、全艦メインエンジン部分をやられて推すい力りよくが落ちてます」

「あの一瞬でか!?」

「頭かしら！　護衛艦が発はつ砲ぽう！　二秒後に着ちやく弾だん！」

「回避急げ……うわっ！」

　守蛇怪の奇襲に気をとられた次の瞬間、護衛艦だけでなく、輸送艦も海賊艦に攻撃を始めたのだった。海賊の指揮艦に先程以上の光と衝撃が襲った。

　　　　×　×　×

「守蛇怪接近！」

「指揮艦から解隊信号は？」

「出ていません」

「そう……」

　リョーコは不満げな表情を隠かくさなかった。艦隊を組んだ以上、指揮艦の命令は絶ぜつ対たいだ。だがその指揮艦は本隊と切り離され、敵の集中砲ほう火かを浴びている。今の位置関係だと動けなくなった僚艦が邪じや魔まで援えん護ご射しや撃げきも出来ない。こちらの攻撃が当たらない位置に移い動どうしようにも、守蛇怪が近付いて来ている。

（恐おそらく移動しようとする艦から攻撃を食くらう）

　そしてすでに移動しての援護も、意味が薄うすくなりつつあるのだ。艦隊行動の訓練が出来ていない海賊達の、現げん在ざいにおいて最善の方ほう策さくは、艦隊を解隊し、各艦の判はん断だんで逃にげる事の出来る状じよう況きようをつくる事だった。

「防ぼう御ぎよを優ゆう先せん！　迎げい撃げきは考えるな！」

「指揮艦から解隊信号！」

「遅おそいわよ！　初撃をかわしたら緊きん急きゆうジャンプ！」

「来ます！」

　守蛇怪は芸術的とも言える、こまめなジャンプで海賊艦の攻撃を回避しつつ、突っ込んで来た。

「衝撃に備そなえろ！」

　守蛇怪の攻撃がリョーコの艦を大きく揺ゆらし、艦のあちこちから悲鳴のような損そん害がい警けい報ほうが鳴り響ひびいている。

「超ちよう空間ジャンプ、行けるか!?」

「ちょっと待って下さいよ……」

　場数を踏ふんでいるオペレーター達が、冷静かつ迅じん速そくにジャンプ時の被ひ害がいを抑おさえるため、破は損さん箇か所しよを寸すん断だんして行く。そして回線を迂う回かいさせつつ、超空間ジャンプの為のエネルギーをかき集めた。

「守蛇怪、第二波来ます！」

「艦長、ジャンプ行けます！」

「ジャンプ！」

　リョーコの合図と共に、リョーコ艦は超空間へと消えた。守蛇怪の第二波が通つう過かしたのはその一瞬後であった。




「幸い、艦の被害は一日もあれば修しゆう復ふく出来るものでした……」

　リョーコの艦は昨日整せい備びを行っていた民間ドックに、再ふたたび収しゆう容ようされていた。

「……しかし無事に逃げ出せた僚艦は、この艦を含ふくめ四艦だけのようです」

　リョーコの私室で、副官は報告を終えると大きくため息を吐ついた。

「それにしても、まさかいきなり遭そう遇ぐうするとは……それにしてもとんでもない性せい能のうの艦ですね。あれなら多少、エンジン性能を落としても使用に耐えるのではありませんか？」

「……見てご覧らんなさい」

　リョーコは先程の戦せん闘とう記録を拡かく大だい表ひよう示じした。守蛇怪の指揮艦隊への攻撃は、すべてエンジンユニット付近へ直撃していた。

「ほう、敵ながら見事なものですね。あの難むずかしい状じよう況きようで、ほとんど外さないとは……」

「問題は、守蛇怪の搭とう載さい武ぶ装そうの威い力りよくレベルです。ほらこれが各艦の装甲スペック」

　リョーコは次々と、各艦の詳くわしい被ひ弾だん状況のデータを入力して行った。

「これは……。思ったより威力がありませんね……いや、この艦の規き模ぼからすれば、それでもかなりの威力ですが、しかし……？」

「攻撃を受けた印象と違ちがうのでしょう？　それは被弾場所が全部、急所だからよ。守蛇怪の操そう舵だは柾木霧きり恋こ、砲ほう撃げき手は雨あま音ねカウナック。他ほかにもあの艦に乗っているクルーは……たぶん鬼おに姫ひめの部下達ね」

「あの能力は搭乗者のもの、と言うわけですか？」

「貴方あなたはどう思う？　若い頃ころに樹雷の艦隊と遭遇した事があるのでしょう？」

「は、はあ……」

　それは今、思い出しても身の凍こおる思い出だった。百隻せきを超こえる海賊艦隊が、たった二十一の樹雷艦に完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされたのだ。しかも指揮艦を除のぞく全艦が守蛇怪クラスの小型艦だった。

「最初に突とつ入にゆうして来た指揮艦が、こちらの動きを分断、五艦をチームとした四チームにこちらは各個撃破されて行きました。鬼姫の部下が乗っていたのは指揮艦でしたから……確かに守蛇怪からは似たような……いえ、それ以上のプレッシャーを感じましたね」

「守蛇怪の攻撃力や運動性能は、データから推すい測そくされるスペックの範はん囲い内だわ」

　リョーコは事も無げに言ったが、それは守蛇怪の設せつ計けいデータがあればこそ言える事で、それがなければ、戸と惑まどうほどの性能なのである。

「つまり、あれは守蛇怪の性能限げん界かいを超こえているということですか？」

「あんな操そう縦じゆうや射しや撃げきが出来る人間が、そうそう居いるとは思えないわ。つまり最初の予想通り単艦行動ではなく、艦隊行動を考えて設計された艦なのよ。とはいえ今の守蛇怪は、単艦での行動テストを行っているから、バランスの取れた装備構こう造ぞうをしているけど、攻撃特化されれば、威力はもっと上がるわね。それが艦隊の利点ですもの」

　配備される新型艦がどれほどの力を持つかは分からないが、たとえ性能限界が守蛇怪よりは低くても、三十もの海賊艦を翻ほん弄ろうする艦が集団で襲って来る。しかもコンビネーションによる戦闘に、定てい評ひようのある樹雷が使用すれば、どれほどの力を発揮するか想そう像ぞうもつかない。

「私が昔遭遇した樹雷の小型艦は、守蛇怪とは比くらべものにならないくらい、スペックは下です。あの時の小型艦が守蛇怪と同じならば、四チームが二チームでも、あの時の艦隊は全ぜん滅めつするでしょう……やはりすぐにでも、守蛇怪のデータを上じよう層そう部ぶへ送るべきです！」

　その重大性に、青ざめた副官はすがるような目でリョーコを見た。

「…………」

　その言葉にリョーコは、ふと何かが引っ掛かかって考え込んだ。

「艦長？」

「引っ掛かるの。何か気に入らないのよ」

　リョーコは苛いら立だたしげに立ち上がると、腕うで組ぐみをしてウロウロと歩き始めた。

「エルマが守蛇怪の最終チェックへ呼よばれてから、山田西南の護衛による警けい備びの変へん更こうによる監かん視しの隙すき……。どれもこれもタイミングが良すぎるわ。もちろん大量生産の汎はん用よう艦かんであれば、ある程度の情じよう報ほうが漏もれるのは時間の問題……」

「……エルマは、どう言っているのです？」

「他国の恐きよう怖ふ心しんを和やわらげるために、少しくらい情報が漏れるのは計算済ずみ、だそうだけど……。まあスペックダウンした艦を、他国にも供きよう与よするつもりもあるんでしょう。けどそれはあくまで同どう盟めい国こくだからよ。私達は明らかに敵てきだしね」

「エルマの事が知られている、と考えているのですか？」

「なにしろ相手が相手だしね…………ねえ、守蛇怪の外装データを手に入れると、上層部はどう動くのかしら？」

「考えたのですが、この艦の利点を生かすなら、まずダイ・ダルマーで使うのではありませんか？　あそこならば護衛用の艦隊がありますし……」

「そうね、それが一番の使い道……!!　そうか、それなんだわ！」

　急にリョーコは副官の方を向いて指さした。

　手に入れた情報の使い道が見えた事に喜んだ副長だったが、リョーコの不ふ機き嫌げんそうな表情は、それが間ま違ちがいである事を告げていた。

「守蛇怪は特とく殊しゆな形状工作をしなければならないパーツが多くて、専せん用ようの精せい密みつ加工機器がたくさん必要になるわ！　もちろん新型となれば、別に珍めずらしい事じゃないけれど……」

　リョーコは素す早ばやく、それらの機器を製造するメーカーをチェックした。

「やっぱり……」

　リョーコが睨にらみ付けるモニターには、その機器類製せい造ぞうのメーカーが表示されていた。

「……たった五社、ですか？」

「それだけじゃないわ……使用する建材だってそう。各部に使われている多種多様の合金も、それぞれが扱あつかう業者数は限かぎられているわ」

「もしそこを重点的に監視されれば……」

　巧こう妙みように張はり巡めぐらされた網あみに気付いた副官はゾッとした。相手が樹雷、鬼姫ならば尚なおのことだ。

「造つくるモノが分かっているんですもの……材料の入荷や製品出荷量の変動などから、すぐさまこちらの行動は知られてしまうし、監視条じよう件けんがこれだけ狭せまいのなら、どんなに移送偽ぎ装そうしようとも、結局、いつかはダイ・ダルマー……ギルドの本ほん拠きよ地ちを突つき止とめられてしまうわ」

「つまりこの艦のデータが囮おとりというわけですか？　それにしても最さい新しん鋭えいの次期主しゆ力りよく艦かんのデータを囮に使うとは……しかし、どちらにしろ、判断は上層部に委ゆだねるしかないと思いますが？」

「このデータは破は棄きします」

「しかし、それが知られたら、艦長の立場が！」

「もともと哲てつ学がく士しの仕事は、散らばった技ぎ術じゆつを組み合わせて、新たな使い道を創そう造ぞうする、いわばコーディネーターのようなもの。樹雷次期主力艦……使われている技術にさほど価か値ちはないけど、出来上がったのは画期的な艦。さすがに柾木アイリね」

「艦長？」

　言葉の意図が読み取れない副官は、困こん惑わく気味にリョーコを見つめた。

「分からない？　守蛇怪は相手にとっては、さほど重要なデータじゃないのよ。それを気付かせないようにしたのが、先程の戦闘なんだわ」

「……確かに、あれを見せられれば、多少使い勝手が悪かろうとも、何とかして使いたいと思いますが……」

　護ご衛えいがたった二艦、もちろん輸ゆ送そう艦の攻こう撃げきもあったにしろ、戦闘用海かい賊ぞく艦三十を全滅に近い状じよう態たいに追い込んだのだ。

「貴方も知っているでしょう？　ダ・ルマーの幹部には、樹雷に滅ほろぼされたギルド出身者が少なくない。樹雷の鼻をあかす事が出来るなら、多少のリスクは覚かく悟ごしてでも実行に移うつそうとする可か能のう性せいは高いわ……」

「面子メンツの問題ですか……確たしかにその可能性は高いですね」

　ダ・ルマーギルドは総そう帥すいダ・ルマーが一代で築きずき上げたものだ。勢いはあるが、いろいろな思惑おもわくで寄より集まった集団であるため、そこに統とう一いつされた意思のようなものはない。総帥ダ・ルマーのカリスマ性も、あまりにも巨きよ大だい化したギルドの前に、最近は薄れがちになっていた。今、組そ織しきを維い持じしているのは派は閥ばつとその頭首幹部の思惑でしかなく、組織として盤ばん石じやくなモノがあるわけではなかった。そのような組織内で自らの地位の安定を求め、総帥ダ・ルマー自身がその力を求めようとする可能性も高かった。

「それにリスクを面おも白しろがる奴やつもいるしね」

「タラント……」

「山田西南による海賊の大量捕ほ縛ばく以後、戦力不足は結けつ構こう深しん刻こくよ。それが慎しん重ちようになる方向へ向かえばいいけど、新型艦の建造で戦力拡かく大だいの方向へ向かったら組織は分ぶん裂れつするわ」

　リョーコの言葉に、ついには諦あきらめたように、副官はため息を吐ついた。気付いている者は少ないが、ダ・ルマーギルドを支ささえているのは、本拠地であるダイ・ダルマーが一度として捕ほ捉そくされた事がないという、神しん秘ぴ性であった。

「考えてみれば……あの時、山田西南を始末するべきだったのかもしれません」

「こちらが浮うき足立って平常心を失えば、あの子のいいカモにされちゃうわよ」

「本当に厄やつ介かいな相手ですな」

「その力に一番振ふり回されているのは、彼自身よ。エルマの報告にあったんだけれど、山田西南の一日を記録したデータを、危き険けん対たい策さくの専せん門もん家かチームに見せたら、血相を変えたって話よ」

「それほど酷ひどいものなのですか？」

「あまりに凄すごいんで、最初はやらせかと思ったそうよ。でも意図的にやろうとしても不可能だと気付いて、それで本物だと結けつ論ろん付づけたの。彼の日常って、結構いろいろと運が悪い部分があるんだけど、でも驚おどろくほど被ひ害がいは少ないの」

「どういう意味ですか？　専門家が血相を変えたと……」

「彼の何気ない行動をいろいろと細かく分ぶん析せきして、その結果を予よ測そくすると……たった一日の中で、軽けい傷しよう化かする事例が八五六一件、重傷化するものが六八八件あったそうよ」

「…………」

「それを本人も意い識しきしていない内に全部、回かい避ひしているの。でも逆ぎやくに、事故など起こりそうにない部分で怪け我がをしたのが三二件あったそうよ」

「……どう表ひよう現げんすればいいのか、判わかりかねますが……凄いですね。我われ々われはその悪運に捲まき込まれただけなのですね」

「そうなるわ。極論、近付かないのが一番と言う事よ。まあ話は逸それたけれど……実じつ際さい、ギルドに一番必要な汎用艦は『ダイダロス』かもね」

「艦長！」

「……ごめん」

　リョーコは父親に叱しかられた子こ供どものように神しん妙みような表情で謝あやまった。ダイダロスに関しては、ギルド内では不ふ可か侵しんが暗あん黙もくのルールだったからだ。ダイダロスの大量生産化は多くの幹部が提てい唱しようして来たが、その度たびにそれを提唱した幹部がＧＰに捕縛、あるいは謎なぞの事故で死し亡ぼうして来たのだった。

「いっその事……」

　リョーコはある可能性を口にしようとしたが、それが実現が限りなく不可能な事であるため、大きく頭を振ってそれを止めた。

「とにかく、仕事をしましょう。予定外の出費もあった事だし」

　リョーコは努めて明るく言った。だが……。

　　　　×　×　×

　リョーコ艦のブリッジは静かな緊きん張ちように包まれていた。

「ジャンプアウトの振しん動どうを感知しました！　至し近きんです！」

　オペレーターの声に、予想屋の表情が緩ゆるんだ。航路を決定する艦長にはいろいろな癖くせがある。もちろんパターン化しないように工く夫ふうをしているのだが、長い間事じ故こや海賊被害に遭そう遇ぐうしない艦長は、航路設定が次し第だいに単調になって行く事がある。そういった情報を収しゆう集しゆうし、航路を予想するのだ。だがジャンプアウトの瞬しゆん間かんに遭遇する事は滅めつ多たにない。

「よくやったぞ！　艦長、エネルギー質しつ量りよう比ひから、目標のＧＰの貨物船に間違いないようです！」

「よし、捕ほ獲かく準じゆん備び！」

　リョーコが副官の報告を受け、緊張の中にもにこやかな笑みを浮かべてそう言った次の瞬間、目標のＧＰ艦の次にジャンプアウトして来たのは守蛇怪だった。

「か、守蛇怪!?」

「艦長！　重量振感知、他ほかにもジャンプアウトして来ます！」

　驚くリョーコの声と重なるようにオペレーターが叫さけび、リョーコ艦の前方に次々と、同じ目標を追って来た海賊艦がジャンプアウトして来たのだった。

　　　　×　×　×

「どうして？　なぜ？　念には念を入れて情報収集して、山田西南の絶ぜつ対たいに、居いない宙ちゆう域いきを慎重に選んでいるのに……」

　リョーコ・バルタの声にはもう力は無く、憔しよう悴すいしきったようにイスに深々ともたれ掛かかっていた。

　この一ヶ月、修しゆう理りのために民間ドックに入るのはこれで五度目。そしてその全すべてが守蛇怪と遭遇した時の戦せん闘とうが原げん因いんだった。

「……幸い、今回の損そん傷しようも全て、軽けい微びなものですから、今日一日あれば修理は完かん了りようするとの事です」

「幸い？」

　珍しくリョーコは不機嫌そうに副官を睨にらんだ。

「申し訳わけありません、失言でした」

「いいわ……修理屋のオジちゃんに『ツケでいいから』って優やさしく言われるより全然、マシだから」

「……はあ」

　リョーコの言葉に副官は、一瞬、次の用件を切り出そうか迷まよったが、このまま停てい滞たいした空気のままでいるのもよくないと考えたのだ。

「実は、その修理屋から仕事の依い頼らいが……」

「仕事？」

「ええ、その…………ＧＰの輸送クルーのバイトです」

「……………」

　リョーコは本当に悲しかった。ここに誰だれも居なかったら、大声で泣き喚わめきたいほど切ない気分だった。それを誤ご魔ま化かすためにリョーコはイスから勢いよく立ち上がると、クッションを摑つかんであちこち振り回し叩たたき付け始めた。

「お金くらいあるわよ！　この程てい度どの修理だったら百回でも二百回でもキャッシュで一いつ括かつ払ばらい出来るくらいあるわよ！」

「艦長、つまり修理屋の言いたい事は、ツキが戻もどるまで休んだら、という事かと」

　副長のその言葉に、リョーコの動きはピタリと止まった。

「そうね。それも一つの解かい決けつ方法よね。でも………ＧＰのバイトというのはちょっとシャレがきつ過すぎるわよ」

「あちらさんは今、景気がいいですから」

　意外な話だが、海賊達も素す性じようを隠かくしてＧＰで働く事もある。もちろん宅配便業ぎよう務むに限かぎっての事だが、ある程度素性が怪あやしくても、一度登録して勤きん務む態たい度どが真ま面じ目めなら、その後はあまり素性に関して詮せん索さくはされない。昇しよう給きゆうもあるし金払いも良いバイト先だ。海賊の中には、そのまま就しゆう職しよくしてしまう者も居る。

「私達がこのざまですものね。いいわ、ＧＰの偵てい察さつ目的で許きよ可かしましょう。がんばって働いて、少しでもＧＰからお金を取って来てちょうだい。………ん？」

　と、リョーコは直通の通信が入っている事に気付き、副官に目で出て行くよう合図を送った。

「では、失礼します」

　一礼して副官が出て行くと同時に、部屋はシークレットウォールが張られ、真っ暗な空間へと変わり、コマチ・京キヨウが現あらわれた。

「リョーコ、緊きん急きゆうの幹部会が招しよう集しゆうされた。三時間後だ」

「もしかして……」

「あのボーヤの事だろうね」

　それだけ言うと、コマチの姿すがたは消えた。

　　　　×　×　×

「……ん？　どうした？」

　リョーコの部屋から出て来た副長は、ブリッジ要員のランバがこちらの様子を窺うかがっているのに気付いた。

「！」

　いったん逃にげだそうとしたランバだったが、数歩走ったところで立ち止まり、身体からだを震ふるわせながら副長の方を見た。そのただならぬ様子に、驚きつつも副長は柔やわらかな口調で声をかけた。

「どうしたのだ、何があった？」

　その優しげな言葉に、ランバは涙なみだを浮かべて、その場にくずおれた。







　その空間は満天の星が映うつし出され、宇う宙ちゆうに浮いているようであった。そこには大きくＵの字を描えがくようにギルドの幹部達の立体映えい像ぞうが並ならんで立ち、その前方に議長、そしてその後ろには巨きよ大だいなシルエットの総そう帥すいダ・ルマーが居た。

「被害は減るどころか、増ふえる一方のようだな？」

　ダ・ルマーの重々しい破われ鐘がねのような声が響ひびく。少し衰おとろえたとはいえ、さすがに総帥の威い厳げんはまだ十分にあった。

「はい……いろいろ対策は立てているのですが……なにぶん、海賊を引き寄せる力などという、不ふ確たしかなモノ故ゆえに、その……」

　西南対策にあたっていた幹部は小役人のように、噴ふき出る汗あせを拭ぬぐいつつ言った。

「まるでオカルトだが、九く羅ら密みつ美み兎と跳との例もある」

「そういえば山田西南については、タラントも動いていたはずでは？」

「ふむ、何やらずいぶん派は手でにやっていたと記き憶おくしているが」

　幹部達はダ・ルマーの追つい及きゆうをかわすかのように、普ふ段だんであれば絶対言わないような、侮ぶ蔑べつに近い口調で、嘲あざけるような表情を一いつ斉せいにタラントの方へ向けた。

「？」

　リョーコは一瞬、そこにいるのがタラントであると分からなかった。いつもであれば、重要な席に参加するのに相応ふさわしくない薄うす手での服を着、その場を小こ馬ば鹿かにしたような傲ごう岸がん不ふ遜そんな態たい度どのタラントが、黒いプロテクターを纏まとい、まるで幹部の前に呼よび出された一兵卒のように縮ちぢこまっていた。

『誰かに手て酷ひどくやられたらしいよ』

　個こ人じん通信で話しかけるコマチの言葉で、リョーコはタラントのプロテクターの意味に気付いた。

『一体、誰が奴やつをそんな目に？　もしかして鬼姫？』

『鬼姫なら、奴を生かしておくはずはないだろうね。情報では、奴のダイダロスが大たい破はさせられたそうだけど、致ち命めい傷しようは無かったそうだ。まるでいたぶるように急所を外していたらしい』

『ダイダロスを!?　だがそんな事が出来るのは、樹雷しか……』

『まあ、それが誰かとは分からないが、あまり出会いたくない相手なのは確かだね』

　コマチとの話に集中している間も、幹部達のタラントへの嘲ちよう笑しようは続いていた。

「聞いた話では、山田西南の生まれた星へ行ったそうだな」

「ほう、ではお得意の人質の捕獲に失敗したというわけだ」

「こちらの情報員を犠ぎ牲せいにしてまで手に入れた情報なのにな」

「クッ……」

　幹部達の嘲笑に耐たえているかに見えたタラントは、自分をこんな目に遭あわせた者達の幻げん影えいに怯おびえていた。そして山田西南の存そん在ざいは、その時の記憶をフラッシュバックさせる。屈くつ辱じよく、怒いかり、怯え───彼の中では全ての元げん凶きようが山田西南に帰結するのだ。それを排はい除じよするためには、幹部達の嘲笑などどうでもよかった。

「議長！　僭せん越えつではありますが……」

　と、タラントの横に控ひかえていたまだ年若い男が声をあげた。普ふ通つう、幹部会議に他の者は入る事が出来ないが、幹部の代理、あるいは補ほ佐さが必要な場合は許可された。だがこのように直ちよく接せつ発言をする事は珍めずらしかった。

「いいだろう。発言を許可する」

「ありがとうございます。こうなった以上は、直接、山田西南に手を下すのが一番かと思います」

　その男の発言に、一斉に幹部達の反発の声が上がった。

「バカな！　奴の周りにはアカデミーと樹雷の手の者が居る。それをどうやって暗殺をしようというのだ？」

「奴に関かかわって捕とらえられた者が、どれほどの数に上るか知っているだろう？」

「出会えば全ぜん滅めつというタラントの『死神』伝説を山田西南に破やぶられたのは、つい最近の事だろう？　それを忘わすれたのか？」

「それとも銀ぎん河が連れん盟めいと全面戦争でもしろというのか？」

「何か策さくがあるのか？」

　と、議長は幹部達の発言を制した。

「リョーコ・バルタ様です！」

　その言葉に一同からどよめきが起こった。

「ふざけるなっ！　自分の私し怨えんを他人に押おしつけるなど、みっともないぞ！」

　だがタラントの部下は、コマチを無む視しして発言を続けた。

「リョーコ殿どのには切り札がおありでしょう……エルマというね……」

「!!　それは貴き様さまが知っていいレベルの情じよう報ほうではないぞ！」

　コマチは血相を変えて怒ど鳴なった。エルマの事は、上じよう層そう部ぶの一部しか知らない超ちよう極ごく秘ひ情報だった。

「もうよい！　やめよ！」

　と、議長はタラントの方を一いち瞥べつし、次にリョーコの方を見た。

「確かに一番確かく率りつの高い方法ではある。どうかね、リョーコ・バルタ？」

「エルマにやらせましょう」

　その言葉と共に、総帥ダ・ルマーのシルエットが立ち上がった。

「リョーコ・バルタ……期待しておるぞ」

　ダ・ルマーは重々しい声でそう言うと、消えた。

「はっ！」

　　　　×　×　×

　リョーコ艦かんの艦長室に明かりが灯ともり、シークレットウォールが解かい除じよされた。そこにはリョーコの他にコマチの立体映像と副官が立っていた。

『タラントが恥はじをさらしてまで出席したのは、やはり裏うらがあったか……』

「申し訳ありません。私の監かん督とく不行き届きで……」

　副長は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　幹部会議が始まる前、副長はランバから驚おどろくべき事実を知らされた。彼が以前からタラントのスパイをしていたというのだ。もちろん自分の意い志しではなく、家族を人質にとられての事だった。

　当初は、ほとんど情報の要求もない状じよう態たいだったが、この数日で事情が変わった。リョーコ達の家族が住む小型のコロニーが乗っ取られ、ある人物と他数名が連れ去られたのだ。詳くわしく調べた結果、ランバと同じく数名の者がスパイとなり、情報を複ふく数すうに分散して収しゆう集しゆうされていたのであった。

『ギルド員のコロニーを襲おそうとは……』

「たぶん、私を脅おどす決定的な情報が無かったからでしょう。新型艦のデータを破は棄きした事は、今の段だん階かいではどうとでも言い訳わけが可か能のうですし」

『だとしたら、あいつもずいぶん焼きが回ったもんだ。エルマの情報に対するペナルティーは不問にされたわけではない。もう少し待てば勝手に自滅するパターンだが……』

「コマチ様、タラントのバックはあまりにも未知です。たとえ自滅するにしても、周りの被ひ害がいが大きくなる可か能のう性せいがあります」

『そうだな。面子メンツを守るためには、家族すら手にかける男が、あのような失態を晒さらしたのでは、もう形なり振ふり構かまわない、ということか』

「だがもし、他に急がなければならない理由があるのだったら？」

　そうポツリとリョーコは呟つぶやいた。

『何か心当たりでも？……連れ去られた者達に関係が？』

「それは……」

　リョーコは何かを隠かくすように、言い淀よどんだ。

『まあいい。まだまだ奴を軽く見るのは危き険けんだな。だが奴の力を削そぐチャンスであるのも確かだ。問題は、エルマが使命を果たせば人質が帰って来るか、だが……』

　コマチの言葉に、リョーコの表情が歪ゆがんだ。人質が帰ってくるか来ないかは、タラントの気分次し第だいだが、リョーコは人質達が帰って来ない事を確かく信しんしていた。

「会議の場で宣せん誓せいしたからには、使命を全まつとうしなければなりません」

　使命を全うしなければ、今度はクルー達に被害が及およぶのだ。

『幹部の何人かには極ごく秘ひ裏りにあたっている。なあに、今のタラントの状態なら、協力をしてくれる者も多いだろう』

「お願いします」

　リョーコと副長はコマチに向かって深々と頭を下げた。

「それから……クルーとその家族の事を……」

『分かっている。これ以上、奴の好きにはさせないさ。すぐにでも全員、ダイ・ダルマーへと避ひ難なんさせてくれ。後は私が責任を持つ』

　そう言うとコマチの立体映像は消えた。

「エルマの事について……タラントはどこまで把は握あくしているのでしょう？」

　リョーコは崩くずれるように、イスに腰こし掛かけた。

「フオ・バルタ様をチームごと連れて行ったのよ……全部、知っているのでしょう」

「やはりタラントの目的はフオ様の……」

「ええ、あの方の技術はアカデミーにも劣おとらない……何しろ、あの白はく眉び鷲羽わしゆうの教え子だった方ですものね。エルマがアカデミーでアイリの秘ひ書しよとなれたのは、幼おさない頃ころよりフオ様に教育を受けたからよ。でも……」

「リョーコ様を追い落とせるチャンスを窺うかがっていたのでしょう。タラントという男は、ただ粗そ暴ぼうな男ではありませんから」

「私を追い落として何の意味がある？　バルタを名乗っていても、私はバルタギルドとは何の関係もない」

「タラントの思惑おもわくなど、普通の者には……。ただ気に食わない、それだけで理由としては十分なのでしょう。それに、山田西南の家族を人質に取ろうとして、あれだけの被害を負ったと考えれば、山田西南という存在自体を、許ゆるせないのかもしれません」

「そう……かもね。今日は疲つかれた……少し眠ねむる」

　そう言って立ち上がると、リョーコは寝しん室しつへと続く螺ら旋せん階かい段だんを上って行った。

　うっすらとした間かん接せつ照明に照らされた寝室は、広い屋根裏部屋と言った感じだった。リョーコは気け怠だるそうに、マントとプロテクター、ブーツや手て袋ぶくろを脱ぬぐとランドリークローゼットの中へ放ほうり込んだ。そして最後にピッタリとしたボディースーツを脱ぬぐと、
















「くそっ！」

　そう叫さけびつつ、ランドリークローゼットへ叩たたき込んだ。リョーコの前へ現あらわれたクローゼットケースのガウンを取る事もなく、彼女は全ぜん裸らのまま一番奥おくにある、六畳じようはありそうな大きなベッドへ倒たおれ込んだ。

「……ふう……」

　と、大きく息を吐はいた。締しめ付けていた服を脱ぎ、一番安らげるベッドに寝ねころんだリョーコは、少しだけ気分が落ち着いた。そしてボンヤリと、眼がん前ぜんの大きな出で窓まどに飾かざってある、クルーやその家族、リョーコの知り合い達と撮とった写真を眺ながめた。

「…………山田、西南」

　リョーコはふと、その中の一枚まいに目を留め、それを凝ぎよう視ししたまま、動物のように四よつん這ばいで出窓に近付いた。それは以前、アカデミーに来る途と中ちゆうの西南やアラン達と写した、あの集合写真だった。異い様ようなまでにはしゃぐクルー達に混まじって、居い心地ごこち悪そうにしている西南と、彼を見ながら苦笑してるリョーコ。

「……あっ」

　その時リョーコは、そこに飾られている写真の中で、西南との写真が一番、自分の感情を表に出して、自然な表情をしているのに気付いたのだった。艦長となり、多くの守らなければならない存そん在ざいを持ち、リョーコはいつもプレッシャーと戦ってきたのだ。

　と、見つめる西南の姿すがたがみるみる滲にじみ始める。

　パタン───リョーコは西南との写真を伏ふせると、ベッドに顔を埋うずめて泣き出した。

「うっ、うぁっ……ううう……」

　その涙なみだの意味が、今のリョーコにはよく分からなかった。







　　４「初月給」







「全ぜん艦かん沈ちん黙もく、周囲に異常ありません」

「警けい戒かいレベルを３から２に移い行こうします」

『守かみ蛇だ怪け』のブリッジにオペレーターの落ち着いた声が響ひびき、投とう影えいされた宇う宙ちゆう空間には大たい破はした海かい賊ぞく艦が三艦、多くの残ざん骸がいに囲まれて漂ただよっていた。と、その向こうに守蛇怪の要よう請せいを受けたＧＰ艦がジャンプアウトして来た。

『こちらＧＰ３３２７１６５、レスター、任にん務むの引き継つぎを行います』

　顔見知りとなった、ＧＰ艦の女じよ性せいオペレーターが笑え顔がおで言った。ＧＰ艦からはすぐさま戦せん闘とう機が発進し、海賊艦の周りを周回し始めた。そして海賊艦との投とう降こう確かく認にんの通信が交わされ、ＧＰ艦から移送用の小型艦が発進した。

「海賊艦に異常なし。投降者の収しゆう容よう作業終しゆう了りようしました」

「レスターが現げん場じよう調ちよう査さへ移行しました」

　オペレーターの報ほう告こくを聞いた西せい南なは、小さく安あん堵どのため息をついた。

「３３２７１６５、レスター、後はよろしくお願いします」

『お疲つかれ様さまでした』

　レスターの女性オペレーターと短いやり取りをし、守蛇怪は現場を後にした。

「警戒レベル解かい除じよ、通常モードへ移行します」

　霧きり恋この声でブリッジは緊きん張ちようから解かい放ほうされた。

　　　　×　×　×

　守蛇怪の食堂では、アラン達が携けい帯たい端たん末まつを手に、給きゆう与よの確認をしていた。

「うおおおおお、すげえ！　さすがに俺おれ達たち大だい活かつ躍やくしてるだけあって、給料も大おお幅はばにアップしてるぞ」

「よーし！　これからパーッと遊びに行くか！」

「おいアラン、バリー……借金で引かれた残ざん額がくの方を見てみろよ」

「なっなななな、なにィ～～～～～！」

　アランは先さき程ほどと同じようなテンションで、今度は怒ど鳴なった。

「なんだこりゃ？　ほとんど残ってないじゃないか！」

「ああ懐なつかしい数字だ……覚えてるか？　これって初任給と同じ額だ。ハハハ」

「ふざけるな！　俺達が危き険けんを顧かえりみずに戦った結果の金だぞ！　それを勝手に借金に充あてやがって」

　アランにとって給料というのは、全部、自分の好きな物に使えるお金の事だった。生活費、公共料金、税ぜい金きんの為ための分が必要だという考えが欠落しているのだ。まさに子こ供どもの小こ遣づかい感覚だ。

「仕方ないだろ？　借金があるのは事実だし」

「仕方なくない！　考えてもみろ。この金額ならほんの数年で借金は完かん済さいだ。ならいつでも返せるって事だろ？」

　アランの悪い性せい癖へきが顔を覗のぞかせ始めた。そしていつものように、他の二人もそれに同調しだしたのだった。

「まあ、そうだな」

「……その通りかも」

「フン！　ガキじゃあるまいし、借金をどう返すかなんて俺達の自由だ！　それに元手があればいくらでも増ふやす道はある！　うまく行けば明日あしたにでも借金とはおさらばだ」

「だけど自動的に引かれてしまうんだから、お手上げじゃないか？」

「おいおい、総そう合ごう経けい理り課に同期の奴やつが居いるだろ？　しかも係長に出世をした……」

「おお、ダンか！」

「昔さんざん面めん倒どう見てやった奴だ。嫌いやとは言わないさ」

　アランは自信たっぷりに、ふんぞり返った。

　　　　×　×　×

『ダメだ、ダメだ！　お前達の給料は、最低賃ちん金ぎんを残して、後は借金返済に充あてるってのが契けい約やくだろ？』

「そこを何とか！」

　先程の言葉とは裏うら腹はらに平身低頭、アランはダンに手を合わせた。

『どうせギャンブルとか投とう資しに充てて、とか考えてるんだろ？』

「ギクッ！　い、いや、だけどうまく儲もうけられれば、借金も返せるし、お前にだって礼をしてやるからさ」

『その自分に都合のいい考え方をするのは、学生時代から変わらないな……ったく、いつもそのパターンで失敗するのを忘わすれたのか？』

「あれはバリー達がヘマをしたせいなんだ」

「なっ！　ヘマをしたのはアランだろ！」

　アラン達三人は失敗の原げん因いんの擦なすり合いを始めた。その光景もダンにとっては見み慣なれた風景だった。呆あきれ顔がおで静観していたダンは、三人が殴なぐり合いを始める寸すん前ぜんで口を挟はさんだ。

『お前ら……バレたら今度こそ首、いや、下へ手たしたら刑けい務む所しよ行きだぞ』

「刑務所!?　俺達は何も悪い事はしていないぞ」

『アホか！　この通信自体が問題なんだ。いいか、お前らはブラックリストに載のっているんだぞ。しかも機き密みつを扱あつかう部ぶ署しよにいる以上、変なトラブルでも抱かかえたら、即そつ刻こくクビだ。ＧＰが借金の調停をしたのだって、そのためなんだぞ。それを給料を全額よこせだと？』

「働いた報ほう酬しゆうを受け取るのは、俺達の当然の権利だろ？」

『借金は、お前らがさんざん権利を主張した結果。次に待つのは返済の義ぎ務むだ。お前ら、働いた報酬とか言ってるけどな、今回の給与に付いている報ほう奨しよう金や手当だって、本来、付かないものなんだ。少しでも早く借金を返せるように、というお情なさけなんだぞ！』

「いやぁ、それはありがたいと思ってるよ。だから俺達も、少しでも早く返せるようにって考えてだな……」

　アランの言う事を信じた友人が、何人も痛いたい目を見た事例を、ダンは学生の頃からさんざん見て来た。そして今回は間ま違ちがいなく、ダン自身にも被ひ害がいが及およぶ事は明白だった。

『この交こう渉しようは、本来、上へ報告する義務が発生するレベルなんだ。そうなりゃ、間違いなくクビ！　だが今回だけは、個こ人じん的な相談として、上に報告しないでおいてやる。報奨金はもともと無いものだと思え！』

「せ、せめて今回だけでも……」

『お前の無神経さには呆れるより感心するわ。……なあアラン。給料を全額管理するという事は、借金取りの対応も自分でするという事だぞ。まあ連中にかかったら、最低賃金もむしり取られる事だろうよ』

「な、なんで俺達がそんな事しなきゃならないんだよ!?」

『本当に人の話を理り解かい出来ない奴だな！　もういい、庇かばう気さえ失うせるわ……よく聞け、今回の給料全額もらってクビになるか、諦あきらめて最低賃金で我が慢まんするか、二つに一つだ！　さあ今すぐ決めろ！』

「ええっ!?　なあ俺達友達だろ？」

『学生時代とは違ちがって、俺もお前も立場に責任てものがあるだろ！　ほらっ、さっさと決めろ！』

「……じゃあ給料全額もらって仕事は続けるってのは……」

　ダンはアラン達の勝手な言いぐさを、辛しん抱ぼう強づよく精せい一いつ杯ぱい、庇うように努力して来た。だがその友人の最後通告にこう答えるのは、凄すごいとしか言いようがないほどのバカだ。

　ブチッ！

　ダンはいきなり通信を切った。

「お、おいこら！」

　慌あわてて通信を繫つなぎ直そうとするが、ダンからはまったく応答が無くなってしまった。

「チェッ……なんだ、あの態たい度どは。ちょっと立場が上だと思って、いい気になってるんじゃないか？」

「おい、あいつずいぶん怒おこってたみたいだけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「給料はどうするんだよぉ、アラン？」

　友人を怒らせた理由も、自分達のバカさ加か減げんにも気付かないまま、アラン達は愚ぐ痴ちを言い始めた。そこへＮＢが、アラン達と同じような不満顔（？）でやって来た。

「なあ、三バカトリオの兄ちゃん達ィ、ちょっと聞いてぇ。ワイに給料が振ふり込こまれてないんや」

「誰だれが三バカトリオだ！　だいたいお前は艦かん長ちようの備品なんだから、給料なんか出るわきゃないだろ？」

「なんやて！　それって差別ちゃうんかい！　ワイがどんだけ働いて来たかＧＰの阿あ呆ほうどもは何も分かってへんのや！」

「文句なら艦長に言えよ、俺達ゃ忙いそがしい…………おお！　そうだ！」

　アランは嬉うれしそうに立ち上がった。

「艦長におごってもらおう！　クルー全員で親しん睦ぼく会を開けば一石二鳥！」

「一石二鳥？」

「艦長は上司としてその立場上、割わり勘かんには出来ないだろう？　しかもうまくすれば玉ぎよく蓮れんさん達とお近づきになれるチャンス！」

「おおっ！　酒をどんどん勧すすめて酔よい潰つぶし……クックック」

「あんさんら、艦長は未成年やで。アルコールレベルの高い酒を扱うところには行けへんやろ。まあどっちにしろ霧恋はんが許ゆるさへんやろけど」

「じゃあ艦長には一次会で、さよならア～～ンド、二次会費用を出してもらうってのはどうだ？」

「おおっ、それは名案！」

「早さつ速そく提てい案あんしに行こうぜ」

　と、アラン達三人が図ずう々ずうしい提案を持って、艦長室へ向かおうとしたその時、

「こちらです、皆みなさん」

　珀はく蓮れんと霧恋に案内され、ドカドカと大きな足音を立てて、マッチョでいかにも体育会系けいと言った軍人が十名ほど、守蛇怪の食堂へ入って来た。

「いたな、アラン、バリー、コーン！」

　指し揮き官かんらしい男が腕うでを組んで、アラン達の前に仁に王おう立だちになった。

「ん？　お前……もしかしてライアンか？　なんか、ずいぶん……」

　アランは目の前の男を見て啞あ然ぜんとなった。顔は昔の面おも影かげを残しているものの、首から下はまるでコラージュでもしたように、別人のごとくマッチョとなっていたからだった。

「軍に配はい属ぞくされて鍛きたえたからな！　ワハハハハ!!」

「そ、そうか。で、今日はいきなりどうしたんだ？」

「ダンから頼たのまれてな。だが安心しろ、我われらはどんなクズでも、同期の仲間を見み捨すてたりはしないぞ！　グワハハハハハハハハハ～～～ァ！」

　ライアンは豪ごう快かいに笑うと、部下達に合図を送った。

「へっ？」

　屈くつ強きような男達に両りよう脇わきを抱かかえられたアラン達は、状じよう況きようが吞のみ込めずポカンとしていた。アラン達の確かく保ほを確かく認にんすると、ライアンはすぐさま霧恋に駆かけ寄より、敬けい礼れいをした。

「では正まさ木き教官殿どの。アラン、バリー、コーンの三名をお借りいたします！」

「きょ教官？」

「そうだ！　この方は軍の中でも、特に戦せん闘とう技術に優すぐれた教官殿でな『鬼おに』と呼よばれておったのだ。俺も何度、心しん肺ぱい停止状じよう態たいに追い込まれた事か……」

「鬼はやめて、軍ぐん曹そう」

　霧恋は恥はずかしそうに辺りを見回した。その仕草は、とてもライアンの言葉が真実だとは思えないほど、可か憐れんなものだった。

「はっ！　失礼いたしました！」

　再ふたたびライアンは背せ筋すじを伸のばし敬礼をした。

「しっ、心肺停止ィ!?　じょ、冗じよう談だんじゃない、何で俺達がそんな目に遭あわなきゃならないんだ？　霧恋さんもこの筋きん肉にくバカに何とか言ってやって下さいよォ」

「正式な命令書があるから、仕方ないわね。少しの間、鍛え直してらっしゃい」

「そんなぁ～～～。俺と貴女あなたの仲じゃないですかァ♡」

　アランの甘あまったれた猫ねこなで声と無神経な表ひよう情じようが、霧恋の同情心を霧む散さんさせた。今までも霧恋だけでなく、他のクルー達にも馴なれ馴れしい態度をとる事が問題になっていたため、黙もく認にん出来なくなったのも事実だ。

「軍曹、とっとと連れて行っちゃって！　手て加か減げんは一切必要無し!!　そいつらの甘ったれた性しよう根ねを、徹てつ底てい的てきに叩たたきつぶして鍛え直してちょうだい[image: !!!]」

　それはライアン達が見み慣なれた鬼の形ぎよう相そうだった。ライアンは嬉しそうに敬礼をし、

「フハハハハ、了りよう解かいであります！　では全員駆け足!!」

　ライアンの号令と共に、男達は叫さけぶアラン達を両脇に抱えて走り出した。

「では失礼いたします！」

「ご苦労！」

　ライアン達を見送る霧恋に近付いたＮＢは、ジッとその横顔を見た。

「……霧恋はん、戦闘教官もやっとたんか？　それも鬼と呼ばれてたて……」

「分かっているわね……艦長には、内ない緒しよよＮＢ」

　ＮＢを見下ろす霧恋の目は、まさにライアンの言った『鬼』のそれであった。霧恋の肉体にはＮＢを粉ふん砕さいする力が有り、ＮＢの返答次し第だいでは、すぐさまその力を行使するつもりであった。

「はうっ！　も、もちろんや」

「そう、ありがとう」

　霧恋の表情は一変し、優やさしげな表情でニッコリと微笑ほほえむと、珀蓮と共にブリッジへと上がって行った。

　　　　×　×　×

「なあ霧恋。さっきの連中って何の用だったんだ？」

　ブリッジへ上がって来た霧恋に、雨あま音ねは待っていたとばかりに声をかけた。

「事情はよくは分からないんだけれど……アラン君達を再さい教育するとかで来たの。まあ、ちゃんとした命令書があったし、どうせ守蛇怪はメンテナンスチェックとソフトの書かき換かえでしばらく動けないから、問題はないわ」

「そういう事なら、自業自得か」

　雨音も先程のダンとアランの通信はモニターしていたので、だいたいの経けい緯いは把は握あくしていた。以前、玉蓮達をアイドルに仕立て上げ、マネージメントしようと企たくらんで釘くぎを刺さされたアラン達は、少しの間は大人しくしていたものの、すぐさま雨音や霧恋達に同じような話を持ちかけて来ていたのだ。そしてその行こう為いはエスカレートし、彼女達の弱みを握にぎって、という物ぶつ騒そうな提案も彼かれ等らの中で、話題に上り始めていたのだった。

「もっとも、ああいった連中は静せい竜りようのバカと同タイプだから、その時は反省しても、どこまで大人しくしているのか分からないけどね」

「そうなったら、またライアン君達に頼むわ」

「面めん倒どう見みのいい事で…………あ～～、ところでさあ……」

　雨音は霧恋に顔を近付け小声で、

「霧恋が鬼の教官って呼ばれてたなんて知らなかったよ」

　と、ニンマリと笑えみを浮うかべて囁ささやいた。雨音にとってアラン達の行く末より、こちらの方が断だん然ぜん、興きよう味みを惹ひかれるのだ。

「の、覗のぞき見してたわね！」

　霧恋は真っ青になって狼ろう狽ばいしながら、咄とつ嗟さに西南の方を見た。

「大丈夫だって。艦長は、見てない見てない」

「その事を艦長に言ったら、雨音だって許さないわよ」

　霧恋は先さき程ほどＮＢを睨にらんだのと同じ目で、雨音を睨んだ。霧恋の人となりを知らない者であればＮＢと同じ反はん応のうをした事だろう、しかし付き合いの長い雨音は、それが虚きよ勢せいである事を知っていた。

「今さら取り繕つくろう意味なんて無いだろ？　艦長には、リナミクスで大おお暴あばれして、血まみれの姿すがたを見られたんだからさ」

　雨音は笑みを浮かべ、霧恋の弱点を突ついた。

「はうっ！」

　一気に霧恋の威い勢せいは腰こし砕くだけとなった。

　自分の一番見せたくない部分を西南に見られた事は、霧恋にとって深いトラウマとなるはずだった。しかし西南がその事実を受け入れてくれたため、トラウマ自体は深しん刻こくなものでは無くなったものの、それは霧恋の可愛かわいらしい弱点となったのだ。

　あの一いつ件けん以来、霧恋の中で西南の立ち位置は、保ほ護ごするべき弟のような存そん在ざいから、男だん性せいのそれへと変化しつつあった。その過か程ていで、霧恋の『知られて恐きよう怖ふされる恐おそれ』は『知られてしまう恥ずかしさ』へ変わった。前者は痛いたみ、後者はくすぐったさ、とでも言うか……ぶっちゃけ、良い（？）からかいのネタになってしまっているという事だ。

（可愛いなぁ）

　雨音は抱だきしめたくなる衝しよう動どうを堪こらえながら、泣きそうな顔になった霧恋を見た。そんな二人の葛かつ藤とうに気付かず、西南は艦長席のモニターで、自分の給きゆう与よ明細を見ていた。

（わあ、ほんとに給料が振り込まれてる……）

　西南に振り込まれた給与は、アラン達のちょうど三倍。先日ケネス達と話したように、各種手当は付いていない額がくだ。しかし、自分で働いて得た初めての給料に、西南は感動していた。

「あの、霧恋さん。ちょっと相談があるんですが？」

「えっ？　な、何ですか、艦長？」

　霧恋は素早く滲にじんだ目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐい、平静を装よそおった。

「ほら、今日、給料が入ったじゃないですか……」

「おっ！　なんだ、飲みにでも行こうっての？」

「雨音！　艦かん長ちようは未成年なのよ！」

「じゃあ食事会でも」

「あら、いいですわね」

　雨音と霧恋のなにやら妙みような雰ふん囲い気きに、少し距きよ離りを置いていた珀蓮達も、話の輪に入り込んで来た。

「ちょっと貴女達！」

「いや、あの……実は実家の方に仕送りをしようと思うんですけど……こちらでの一ヶ月の生活費の目安なんて教えて欲ほしいなと思って」

　つまり、それ以外を全部仕送りにしようという意味だった。浮かれた会話をしていた雨音や珀蓮達は、その健けな気げな言葉に恥じ、押おし黙だまってしまった。

「……あ、あのな霧恋、西南の家ってそこまで貧びん乏ぼうなのか？」

「確たしかに西南様の特性を考えれば、有り得る話ですわね」

　西南の事に関してはごく真ま面じ目めな玉蓮は真っ先に、遅おくれて火か煉れんや翠すい簾れんも心配そうに霧恋に近付いた。ちなみに珀蓮はとっとと、連想時じ限げん爆ばく弾だんのタイマースイッチを入れてしまっていた。

「雨音様の家でのように、集団生活をすれば生活費はかかりませんけど……」

「それでは西南様が納なつ得とくしないと思いますよ。とりあえずそれなりの定額を生活費名目で入れていただいて、万が一のために、積み立てておけばいいのではありませんか？」

「おおっ、さすが玉蓮」

「あ、あのね、みんな」

　霧恋が止める声も耳に入らないのか、雨音達は円えん陣じんを組んで相談をしていた。

「問題は遊興費と交こう際さい費ですね」

「まあ西南は、あまり金のかかる趣しゆ味みは持ってないから……」

「クスッ。女性に関しては、私がお相手すれば済すみますしね」

「霧恋に殺されっぞ。問題は交際費だな」

「艦長ともなれば、いろいろと大変ですものね」

「西南様はまだ学生ですし、アイリ様や美み守かみ様、美み兎と跳と様の管かん轄かつ下にあるわけですから、仕事上の交際は、その方々のお供ともという形になると思います」

「だったら経費扱あつかいになるか……使うとしたら私し的てきな交友関係だな」

「食と住は問題ありませんけど、衣はどうします？　〝着たきり雀すずめ〟という手もありますが……」

〝着たきり雀〟というのはプログラムで変形変色する衣服の事だ。基き本ほん的なデザインならば、それを買った時に付いて来るし、フリーソフトもネットにはある。上下二セットもあれば洗せん濯たくの時にも困こまらない。

「私達が付いていながら、そのようなものを着せるなんて恥はじですわ」

「じゃあ、私の実家にある試着中古でも持って来るか。他のメーカーのサンプルもたくさんあるから、それでまかなえるでしょ」

「凄すごい、カウナックの試着品ですか？」

「持って来るのは日常のベーシックな物よ。あとは……」

「医い療りよう費ね」

　ついに諦あきらめたのか、霧恋が口を出した。

「おお、そいつを忘わすれていたわ。さすが霧恋」

「みんなの心配はありがたいし、もちろん今までのプランは実行させていただくわ。でもね……」

　そう言うと、霧恋は西南の方を向いて声をかけた。

「艦長……いえ、西南ちゃん。あまり仕送りの事は深刻に考えなくても大だい丈じよう夫ぶよ。西南ちゃんの実家の方は、商売も順調だしね」

「そういう話は何度か聞いていたんですけど……なんか実感が湧わかなくて。確かに向こうにいた時も、俺が居いない時は、お客さんが来ていたけど……」

　西南はここしばらく、家の方に連れん絡らくをしていない。一度母親から連絡が来た時は、

　──こっちはみんな元気よ。それから運が逃にげちゃいそうだから、あんたから連絡はしないでいいわ。まっ、霧恋ちゃんもいるし、あんたの方は大丈夫でしょ？　じゃあね──

　と、一方的に喋しやべって切ってしまったのだった。それ以来向こうから連絡も来ないし、こちらからする事もなかった。

「それに本来、西南ちゃんの給与に付くはずの、報ほう奨しよう金や手当の中から仕送りをするように手配しているから、西南ちゃんの給与は自分で考えて使った方がいいわ。どちらにしろ一ヶ月で最低どれほど必要かは、人それぞれだしね」

「そう、ですか。わかりました。じゃあ仕送りの方はお願いします」

　その時西南は、自分の給与額がケネス達の三倍だという事を思い出していた。

（じゃあ、最低給与額が普ふ通つうに暮くらしていける額って事なんだろうな……）

「あらあら、何やら私達、お邪じや魔まのようですわね」

　不満げな玉蓮達を抑おさえるように、

「詳くわしい事じ情じようは後でちゃんと説明するから。それに貴女達が考えてくれたプランは、実行するって言ったでしょ？」

　霧恋は西南に聞こえないよう、そう囁ささやくと、再ふたたび西南の方に向いた。

「いつものように天てん女によ様がお待ちですから、急いで下さい、艦長」

「あっ、はい」

　考え込んでいた西南は、慌あわてて艦長席のイスを移い動どうさせ、階下へと消えて行った。

「まるで追い出すみたいだな。何か聞かれたくない訳わけでもあるの？」

「艦長……いえ、西南ちゃんには、本当の給与額を知らせたくないだけよ」

「聞かせたくない？　西南って、あまり無む駄だ遣づかいするタイプじゃないだろ？」

「子供の時からなんだけど……持ち慣れない額のお金を持ってると、落としたり、たかられたりするのよ。西南ちゃんの報奨金や手当がどれほどか知っているでしょ？」

「……別に仕事に見合ってるというか、大した事はないと思うんだけど？」

「あのね、一いつ般ぱん隊員の最低賃ちん金ぎんが西南ちゃんの三分の一だって考えれば、それがどれほどのものか解わかるでしょ！　このブルジョワ女！」

「おお！　なるほど。そう考えると大変だな、ハハハハ」

　雨音達は頭の中で素す早ばやく計算して、納なつ得とくが行ったように頷うなずいた。ちなみに珀蓮の時限爆弾は、いつものように爆発前に火煉が止めていた。




　研究基地へ帰き還かん後、いつもの身体検けん査さを受けた西南は、天女から守蛇怪の改かい修しゆうの事を聞かされた。

「守蛇怪の改修ですか？」

「ええ。テストのデータもかなり蓄ちく積せきされて、いろいろな不具合も見つかったし、違ちがう装そう備びもテストしたいしね」

「違う装備、ですか？」

「守蛇怪は使用状じよう況きように合わせてカスタマイズするように出来ているの。今の艦体は追加装備も何も無いベーシックなタイプなの。まあカスタマイズって言っても、外観はほとんど変わらないけどね」

　天女はチラッとエルマを見ながら言った。だがエルマは作業の手を止めるでもなく、無言のままだった。

「ねえ、エルマ」

「…………」

「エルマ！　聞いてる？」

　仕事に熱中しているのか、ボーッとしているのか、いつもとは少し雰囲気の違うエルマに、天女は少し声のボリュームを上げた。

「えっ？　あっ、すみません。何ですか？」

「今度、守蛇怪の大規き模ぼな改修があるでしょ？　で、一週間ほど動けないから、西南ちゃんもエルマも今のうちに休きゆう暇かをとったらどう？　って話」

「守蛇怪の改修でしたら、私もお手伝いを……」

「ボーッとしてミスされたんじゃ困るんだけどなぁ」

「す、すみません。気をつけます」

「いいのよ。こちらこそ、いろいろとつき合わせちゃってごめんね。でもあなた、ここ数日、ちょっと疲つかれているようだから……ね」

　天女は言い聞かせるように、そっとエルマの肩かたに手を置いた。

「いえ、本当に大丈夫ですから」

「ダメダメッ！　それにアイリ様からも、あなたを休ませるように言われているの」

「アイリ様が？」

「まあ正せい確かくには、秘ひ書しよ長だの経けい理りだの労働基き準じゆん監かん督とく課の方々からの苦情がね。いっぱいお手当の付いたお給料も出た事だし、少し羽はねを伸のばしてらっしゃい」

「……了りよう解かいしました」

　エルマは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。それはまるで休みが取りたくないかのようだった。

（大変なんだな……それもこれも俺のために…………そうだ！）

　　　　×　×　×

　宿しゆく舎しやに戻もどった西南は、すぐさまモニターを起動し、ネットに繫つないだ。女性へのプレゼントを紹しよう介かいするＨＰにアクセスした西南は、とりあえずアクセサリーのページを開いた。

「せっかく初月給が出たんだ。今までお世話になった人達に何かプレゼントをしなくちゃな。とりあえず予算は……」

「何しとるん、旦だんさん？　ほお、アクセサリーなんかに興きよう味みが有るんか？」

　と、いつの間にか後ろにいたＮＢが覗のぞき込む。

「み、見るなよＮＢ！」

「…………女やな」

「うっ！」

「男がアクセサリーを選ぶちゅう事は、女へのプレゼント以外あらへん！　だいたい旦さんアクセサリーちゅう柄がらやないやろ？」

　ＮＢは自じ慢まんげに西南の肩に乗った。西南は諦めたように、話し始めた。

「…………初月給が出たから、今までお世話になった人達に何か贈おくろうかって、思ってるんだ……」

「で、誰だれに渡わたすかは決めとんのか？」

「うちの家族は物より金って言いそうだし、それ以前に、下手にここの物なんか贈ったらどうなるか……」

「加工技ぎ術じゆつとか素そ材ざいとか、オーバーテクノロジーの可か能のう性せいがあるさかいな」

「とりあえず霧恋さんが仕送りをしてくれるから、それでいいかなって。次は天てん地ち先せん輩ぱいの所だけど……」

「そこは結けつ構こう微び妙みようなんちゃうか？　天地はんだけに渡すんならともかく」

「砂さ沙さ美みちゃんとか阿あ重え霞かさん…………う～～ん、そうか、付き合いの度合いも全然違うし、一律って訳にもいかないだろうし……確たしかに難むずかしいな」

　天地の家にいる人達には、それこそ子こ供どもの頃ころから知っている人から、一度もあった事が無い人までいる。

「天地はんって幼おさな馴な染じみなんやろ？　初月給の贈り物なんて貰もろうても、気ィ遣つかわせるだけなんちゃうか？　どちらかというと、みんなで使える、お歳せい暮ぼみたいなモンを贈った方がええんとちゃうか？」

「なるほど……確かに、その方がいいかもな。そうなると海かいも同じように……あっ、でも月つき湖こおばさんには、ちゃんとしたいな」

「そっちはそれでええんとちゃう？　後は当然、霧恋はんやろ」

「うん。あと…………ダイおじさん？」

「あのスチャラカ親父おやじは、海はんと一ひと纏まとめでええんちゃう？　天地はん家ちのように月湖はん家にお歳暮ゆう形で贈って、月湖はんだけ別にでええやろ」

「そう、だな」

　海の父親といっても、ダイは月湖とは結けつ婚こんはおろか同どう居きよもしていない。たまに海に会いに来ているだけで、月湖の家に来てもほとんどゴロゴロするばかりで、一いつ緒しよに遊んで貰もらったとか、何かをしたという思い出は殆ほとんど無い。息子の海と女の子にはマメだが、それ以外の者にはほとんど興味を示さないのだ。

「あと正木の村の人達……」

「それは月湖はんから報ほう告こくして貰うでええやろ？　そこまで入れとったら切りないで」

「まあ、そうか……えっと次に雨音さん、エルマさん、珀蓮さん達もだな」

　西南は、空で暗記するように言った。

「そこら辺は、霧恋はんだけやと角が立ちそうやからな……で？」

「瀬せ戸と様と、水みな穂ほさんもだな……」

「うわ、樹じゆ雷らいの鬼おに姫ひめに初月給のプレゼントかいな……。旦さん、なんか凄すごい事しようとしとらへんか？」

「でも、俺が宇う宙ちゆうに居られるようにしてくれた恩おん人じんだしな。外すわけには行かないよ」

「ふむ……で、お次は？」

「そうだな…………」

「おるやろ！　一番の恩人が！」

　考え込む西南の頭を、ペチペチと細いマニュピレーターで叩たたく。

「一番の恩人？…………ああっいけない、天女さん忘わすれてた！」

「なっ！」

　　　　×　×　×

「なっ！　なんであんな小こ娘むすめが一番なのよ！」

　理事長室でＮＢネットに繫いでいたアイリは、大声で叫さけんだ。その様子を不思議そうに見ていた美守は、そっとアイリの後ろへと近付いた。

「もっと居るでしょ！　美人で大人の色気があって」

『美人で大人の色気があって？』

「そうそう！」

　考え込む西南が映うつったモニターに、アイリは苛いら立だたしげに顔を近付ける。

『ああ、そうだ！　美守校長にも贈らなきゃ』

「だあああああああああああああああああああっっっっっっっっ！」

「私が何なのですか？」

　机つくえに突つっ伏ぷしたアイリに、美守は不思議そうに声をかけた。

　　　　×　×　×

「何なのって……初月給が出たから、お礼の品を贈るって言ったろ？」

「お礼？　はあ、なるほどな……そういう事でっか」

　ＮＢは納なつ得とくが行ったように頷いた。

「変な奴やつだな？　壊こわれたのか？」

「ちょっと他の事を考えとったさかい。それより美守はんは立場上、旦さんのプレゼントは受け取れないんとちゃうか？」

「そうか……う～～～ん」

　公的立場の校長が、一学生からのプレゼントを受けるのは少々問題がある。美守とはプライベートな付き合いがあるとはいえ、それはアイリや美兎跳を通してであり、今回の基準からいえば、候こう補ほに入れるのは微妙な所だ。

「なんや？　それともこないだ会おうた、あの若い方の美守はんへのプレゼントか？」

　　　　×　×　×

「……このスケベ！」

　ＮＢのコントロールを取り戻したアイリは、シッシッと、手で美守を追い払はらいながら怒ど鳴なった。

『違うって！』

「あ～～らあら、赤くなっちゃってさ。フン！　そんな事よりさっきの続き！　他ほかにもプレゼントを贈らなきゃならない人がいるでしょ？」

『え～～～っと…………お前がいろいろ話しかけるから、どこまで言ったか忘れたじゃないか』

　そう言うと西南はメモ用の小さなモニターを起動して、リストの作成を始めた。

『俺の家は仕送り、天地先輩の所はお歳暮のようなみんなで使える物、海とダイおじさんも同じ……で、月湖さんに霧恋さん、雨音さん、エルマさん、珀蓮さんに玉蓮さん、火煉さん、翠簾さん……』

「チッ！　影かげの薄うすい女は思い出せるのに何で私を……」

　アイリはブツブツと独ひとりごちたが、いつの間にか声が大きくなっていたらしい。

『はあ？　ＮＢもアクセサリーなんか欲ほしいのか？』

「違ちがう！　いいからリストの続き！」

『何を怒おこってるんだ？…………えっと、瀬戸様、水穂さん、天女さん。でもやっぱり美守校長にも貰ってほしいな』

「フフッ……あちらの美守なら構かまわないかもしれませんね」

　美守は少し恥はずかしそうに微笑ほほえみ、勝ち誇ほこったような目をアイリに向けた。

「くっ！　このっ！」

　アイリは横目で美守を睨にらむと、悔くやしそうに拳こぶしを握にぎり締しめた。

「ほらほらほらほらほらほらほらほらほらほらほらほらほら、次よ次！」

『急せかすなよ…………おお！　美兎跳さん忘れてた！　いけない、いけない』

「くっ！　で、次！」

『案内人さんと美み瀾なみ様もだな。ＧＰ艦かん、壊こわしちゃったもんなぁ』

「オッサンやジジイがアクセサリーなんか欲しがるか！」

『アクセサリー限定じゃないぞ！』

「ええい！　いいから次！」

『本当に今日は変だな、お前。一度チェックして貰った方がいいのかな？』

「そんな事より次ぃ…………ん？」

　その時、アイリは自分を思い出させる、うまい口実を見つけた。

「そうそう、チェックよチェック、それよそれそれ！　ＮＢをチェックするのは誰!?」

『そりゃあ、もちろん…………………ああっ！　そういう事か。そういえば忘れてた。アイリさんだ！』

　　　　×　×　×

「そうや、それやそれ！　美しゅうて、え～～え女のアイリはんを忘わすれとるんやがな、旦さん！」

　ＮＢは西南の肩かたをポンポンと叩くと、小こ躍おどりするように言った。そのあまりの浮うかれっぷりに、西南は訝いぶかしげにＮＢを見た。

「ケネス達と会った時もそうだったけど、お前、変なプログラムが入ってないか？」

「ワイは事実を客観的に言うとるだけや」

「美しいというのは認みとめるけれど、あの性せい格かくがなぁ…………水穂さんのお母さんとは思えないよ。水穂さんは絶ぜつ対たい、お父さん似にだな」

「なっ！　どういう意味や!?」

「天地先輩のお祖じ父いちゃんて、ちょっとお茶目なところがあるけど、いたってまともだもん。清きよ音ねおばちゃんも、天女さんも穏おだやかで優やさしい人だもんなァ……」
















　　　　×　×　×

「それは猫ねこを被かぶってるだけよ！　清音も天女も私なんかより、ず～～～っとず～～～～～～～～～っと、タチが悪いんだから！」

　アイリはそれこそモニターにかじり付くように顔を近付け、興こう奮ふんしつつ必死で自じ己こ弁べん護ごを行っていた。

『お前、人の事を悪く言うのよくないぞ。天女さんはともかく、清音おばちゃんには会った事ないだろ？…………さてはアイリさん……』

　ドキッ！────ＮＢのカラクリを見み破やぶられたかと思い、アイリは緊きん張ちようした。

『お前に怪あやしげな情じよう報ほうを入れてるんだな。まったく困こまった人だよな。今度、エルマさんにでも相談して削さく除じよしてもらおう』

　───クスクス。

　冷静な西南に、子供のようなアイリ。いつの間にかアイリの後ろに集まった、アイリの秘ひ書しよ軍ぐん団だんと美守は、口を押おさえて笑っていた。

　　　　×　×　×

「まあでも、確かにいろいろとお世話にもなっているし、当然、プレゼントはしなくちゃいけないな」

「ほ、ほんまか？」

　ＮＢは嬉うれしそうに西南に擦すり寄よった。

「それに一人だけ仲間外れにしたら、何をされるかわからないしな」

　西南は笑いながら冗じよう談だんめかして言った。

「そういや地球の童話にさ、お姫ひめさまの誕たん生じよう会かいに呼よばれなかったって理由で、そのお姫さまに呪のろいをかけたって、魔ま女じよの話があるんだけど……」

「ア、アイリはんは、そんな酷ひどい事はせえへんで」

「う～～～ん………そうだな……」

　西南は、アイリだったらどういう反はん応のうをするか考えてみた。

　　　　×　×　×

『……アイリさんだったら、お姫様の誕生会に無む理り矢や理り押しかけて、料理と酒を食い散らかすわ、誰だれ彼かれ構わずカラミまくって大おお暴あばれして、誕生会を無む茶ちや苦く茶ちやにしたあげく、その場で酔よいつぶれて寝ねちゃいそうだよな、ハハハ』

　西南のあまりに的てき確かくな喩たとえに、アイリの後ろに居る外野達は、床ゆかに突っ伏して笑いを堪こらえていた。

「な、何よ！　私はそんな事…………」

　残念ながらアイリにはそれを否ひ定ていするだけの自信はなかった。何となくではあるが───やっちゃいそう───と、考えたのだった。

「……まあ、私にもくれるんだったらいいわ」

　アイリはそう呟つぶやくと、イスを引き寄せて楚そ々そと座すわった。

　　　　×　×　×

「でも、一番ええのをアイリはんにプレゼントしたってな」

「一番いいの？」

「これなんかどや！」

　と、繊せん細さいな細工に煌きらびやかな宝石類の付いた指輪の画が像ぞうが浮うかぶ。そこに表ひよう示じされた値ね段だんは家が一いつ軒けんくらい建てられそうな額がくだった。

「払い終えるのに、何十年かかるんだよ、こんなの！　自分で探さがす！」

　西南はＮＢに背せを向けて調べ始めた。ＮＢは急に無言となり、しばらく西南の背中をジッと見つめた。

「せや！　大事な事忘れてたわ。なあ旦だんさん、実はワシな、明日あしたは忙いそがしいねん」

「えっ？　いきなり何を言い出すんだ？」

「せやから、買いもん行くついでに、これも買こうて来て」

「……ん？　なっ！」

　ＮＢが表示したリストを見て、西南は真っ青になった。そこに表示されているものは品数こそ少ないが、料金は西南の給料を軽くオーバーしているからだった。もちろん以前、食肉を売った貯金ならば十分、賄まかなえる額ではある……。

「なんで俺がこんな物を買わなきゃならないんだよ！」

「霧恋はん達に、プレゼントの事、バラされとう無いんやったら、買って来てェ」

「お前!?…………持ち主を脅おどす備び品ひんなんてアリか？　さすが宇う宙ちゆうの科学力……」

「わけ分からん感心の仕方やな。フッ……安心しぃ、代金は振ふり込こみ済ずみ、旦さんは物を受け取ってくればええ」

「振り込み済みって、その金はどこから手に入れたんだよ。お前、まさか変な事はしていないだろうな？」

「後ろに手が回るような事はあらへんから、安心しぃ。で、どうするんや？」

　ゆっくりと顔を近付けるＮＢに、ついに西南は観念した。

「……分かったよ」

「ええ返事や。やはりプレゼントというんは、知らん方が貰もらった時の悦よろこびも、ひとしおやからなぁ」

「あまり期待されても困るからだよ。予算も少ないんだから……」

「まあいろいろと悩なやんだらええがな。それも楽しみの一つやからのハハハハ…………」

　と、急にＮＢの笑いが止やみ、無言となった。

「ん？　どうしたんだ？」

「……あのな、旦さん……ワイにも、なんか……」

　ＮＢは急に今までとは雰ふん囲い気きが変わり、神しん妙みような口調となった。

「ワイにもなんかって……まだ何か買う物があるのか？」

「……あっ、ええんや。忘れて」

「今日はいつにも増まして変な奴やつだな？　やっぱり今度、ちゃんとメンテナンスしてもらうかな」

　と、不思議そうに首を傾かしげる西南に、

『西南ちゃん、そろそろ晩ばんご飯よ。降おりてらっしゃい』

　と、モニターから霧恋の声が聞こえた。

「あっ、はい。今行きます」

　西南はモニターに向かってそう言うと、リストをセーブして立ち上がった。

「ＮＢ、約束は守れよ」

「わかっとるがな」




　エレベーターで宿しゆく舎しやの一階へ下りた西南は、目の前のエントランスで待っていた霧恋達と合流した。

　一階は食堂や大浴場、フィットネスや娯ご楽らく設せつ備びまで揃そろっている、ちょっとしたレジャー施し設せつにもなっていて、ＧＰの宿舎に泊とまる隊員以外にも、一いつ般ぱん市民も利用する場所だった。そのため、目立つ霧恋達はいつも注目を浴びていたのだが、今日に限かぎっては、そこに人は大勢いるにもかかわらず、霧恋達から目を逸そらし、シーンと静まりかえっていた。

「あっ、来た来た！　こっちよ、西南君」

　そこにはその場を静まり返らせている張ちよう本ほん人にん、柾まさ木きアイリが嬉しそうに手を振っている姿すがたがあった。

「お、お待たせしました……」

「じゃあ、行きましょう」

　アイリは西南と少し表情を曇くもらせたエルマの手を引くと、食堂へ向けて走りだした。

「ア、アイリ様!?」

「アイリさん、そんなに急がなくても」

「お腹なか空すいてるの！」

　食堂へ駆かけ込んだアイリは、料理に向かって、突とつ進しんという言葉がピッタリの勢いで走って行った。食堂はいくつもあるが、ここはバイキング形式となっていて、アイリは特大のお皿、数枚まいに凄すごい勢いで大量の料理を載のせ始めた。

「うわ……」

　その様子を啞あ然ぜんと見つめる西南達だったが、一見、乱らん暴ぼうに見えても、お皿の料理は整然と美しく、かつ、味が混まざらないよう並ならべられていた。

「さすがナーシスのオーナーね」

　感心する霧恋達の目の前で、アイリはあっと言う間に料理や飲み物を用意し、テラスの方へ歩き出した。

「ほら、貴女あなた達も急ぎなさい」

　急せかすアイリに、西南達は料理を皿に載せ始めた。

　テラスはまだ人もまばらで、かなり空いていた。人が多くなるのは、もっと夜時間になり星空と夜景が美しくなりだす頃ころだ。しかし西南は地球では見る事の出来ない、圧あつ倒とう的てきな造ぞう形けいが視し認にん出来る、この時間帯が好きだった。横ではアイリが席に座すわるやいなや、料理を食べ始めていた。

「ふむ……あいつめ、なかなかいい味が出せるようになったわね」

「アイリさん、この調理をした人と、お知り合いなんですか？」

「ナーシス仕出し部で調理をしていたのよ」

「ああ、どうりで、この手の大食堂にしては味がいいと思ったわ」

「へえ、そうだったんだ」

　西南はここの料理が好きだった。ここに宿しゆく泊はくを始めていくつかの食堂で食べたが、この食堂の料理が一番、口に合った。ナーシスの味に近いとすぐに分からなかったのは、食材の違ちがいや、その人なりの工夫が加わっているせいだろう。

「そういえば西南君は、初月給は何に使うつもり？」

　アイリはテーブルへ持って来た大量の料理を平らげた後、山やま盛もりのデザートを食べながら言った。

「!!」

　ＮＢを通して、西南がプレゼントをしようとしている事を知ってる者達は、アイリの言葉に反応して、西南の様子を窺うかがった。その様子から、知らないのは霧恋と雨音だけのようだった。

「えっ、それは…………生活費と貯金とか」

「ええええ～～～まじィ。給料日よ給料日！　自分へのご褒ほう美びとか、普ふ段だん出来ない贅ぜい沢たくとかあるでしょう？」

「自分への褒美って、給料を貰えたっていうのが一番だし、普段出来ない贅沢もアカデミーに来てからの生活がそうだし……」

「偉えらいわ、西南ちゃん。やはり将しよう来らいの事を思えば無む駄だ遣づかいをしちゃいけないもの」

「フン！　いい事、男はね、無駄遣いをする時も必要なの。お金は使えば使うほど、入って来るようになるものなのよ！」

「西南ちゃん、あんな悪あく魔まの口車に乗っちゃダメよ」

「誰だれが悪魔よ？　この小こ娘むすめ！」

「万に一つの成功例をあげて、それがさも一般常じよう識しきみたいな事を言って、人を破は滅めつさせるのは悪魔以外何者でもないでしょ！」

　霧恋の言葉に、そこにいたほとんどの者達が頷うなずいた。だが一人だけ、玉蓮だけが目を閉とじてお茶を飲んでいた。それを目ざとく見つけたアイリは、

「玉蓮ちゃん。玉蓮ちゃんのような大人の女なら、分かるわよねぇ」

　と、アイリは猫ねこなで声で言った。

「アイリ様のお言葉が正しいかどうかは分かりませんが……」

「うんうん」

「もし西南様が破滅なさったら、私が養って差し上げますわ」

「えっ」

　真しん摯しな目で見つめられ、西南は真っ赤になって玉蓮を見た。

　途と轍てつもない美び貌ぼうの玉蓮、そして絶ぜつ景けい───相手が二枚目俳はい優ゆうならば、ドラマか映えい画がのワンシーンと言った所だろうが、平へい凡ぼんな容よう姿しの少年、西南とのカップリングが凄い異質感となり、逆ぎやくに強きよう烈れつなインパクトを与あたえていた。そしてそこには、どんな優すぐれた演えん技ぎでも表ひよう現げん出来ない、自然な日常だからこそ起こり得る、時間が止まったような空間が形成されていた。他の女性達、霧恋でさえそのシーンに心を奪うばわれたように見入っていた。

「クスッ」

　玉蓮は勝ち誇ほこったように、アイリを見た。その瞬しゆん間かん、その場の時間が動き出し、霧恋達は大きく息を吐はいた。

「わ、私を利用したわね！　西南君、気をつけなさい！　あ、悪魔ってのはあの娘このようなのをいうのよ！」

　アイリは口に頰ほお張ばったデザートを、お茶で強ごう引いんに飲み込みながら叫さけんだ。よほど先さき程ほどのシーンに心奪われていたのが悔くやしかったのだろう、アイリの目には涙なみだが滲にじんでいた。

「はいはい、アイリ様の負け」

「くっ、くそ～～～！」

　アイリは残ったデザートをかっ込むと、お皿を持って走り出した。そして再び料理を山盛りにして帰って来ると、それを凄い勢いで食べ始めた。

「やれやれ……そういえば、西南は静竜の事、聞いた？」

　ともすれば先程のシーンの余よ韻いんに浸ひたり、黙だまり込んでしまいそうになるのを拒こばむよう、雨音は少し大きな声で言った。

「あ、いえ」

「そういえばすっかり忘れていたわね」

　黙り込んでしまえば、玉蓮に負けたように感じるのだろう、霧恋達もまるで睡すい魔まを追い払はらうように、身体からだを揺ゆらしながら雨音の方を見た。

「なんでも、あいつの家が身みの代しろ金きんを値ね切ぎって、なかなか解かい放ほうされないらしいわよ」

「えっ、でも天てん南なん先生の家って……お金持ちなんですよね？」

「しっかり者で有名な親父おやじだからね」

「だからって、値切るもんなんですか？」

「西南様。こちらの情報ですと、向こうも持て余あましてるのか、天南家の要求通り値下げをして、交こう渉しようを打ち切ろうとしているのですが……」

「それをさせないようにしているんだろ？　珀蓮」

「はい」

　珀蓮は苦笑しながら頷いた。

「やっぱりね。あそこの親父は交渉好きっていうか、それが趣しゆ味みみたいな部分があるものなぁ……遊べる相手と踏ふんだんだろう、クックック」

「早く戻もどれると良いのに」

「おいおい霧恋、心配するだけ無む駄だ無む駄だ！　そのうち立りつ派ぱな海かい賊ぞくにでもなって、守蛇怪の前に現あらわれるかもしれないわよ」

「まさか」

　笑う霧恋達の中、エルマの視し線せんは西南へ向けられ、そしてその笑えみはどこか悲しげだった。







　さて、その話題の主、静竜はダ・ルマーギルドの本部、ダイ・ダルマーのある場所に捕とらえられていた。そこはタラント・シャンクの管かん轄かつするブロックで、主おもに誘ゆう拐かいされて来た人質達が捕らえられている場所だった。

　海賊達にはそれぞれ得意な闇やみルートがあり、そこへ乗せる前の盗とう品ひんをダイ・ダルマーで売り買いしているのだ。

「ふむふむ……なるほど、ここはこうなっているのか」

　本来、外との接せつ触しよくを一いつ切さい封ふうじた状じよう態たいで連れて来られた静竜が、自分の居いる場所を知る由よしもない。だが静竜はナノマシンで構こう成せいされたサイボーグの能のう力りよくを駆く使しし、ダイ・ダルマーの内部を調べていた。静竜を構成するナノマシンは、常に最新の技ぎ術じゆつでバージョンアップされているため、ダ・ルマーギルドの科学力では、彼がサイボーグである事を見み抜ぬけなかったのだ。

　度たび重かさなる容よう赦しやのない攻こう撃げきを受けても、未開の惑わく星せい、深海、どんな劣れつ悪あくな場所に放ほうり込こまれようとも、無事に生せい還かん出来るのはこの能力のおかげだった。その能力が知られていない状態ならば、静竜がダイ・ダルマーから逃にげ出すのは、さほど難むずかしい事ではない。

　だが静竜はバカだった。

「それにしても……私はいつ解放されるんだ？」

　ダイ・ダルマーの内部を調べているのは、脱だつ出しゆつするためでも、ＧＰとしての使命感でもない。ただ『退たい屈くつ』だからである。

「まあ、私ほどの者となれば、身代金も膨ぼう大だいだろうからな、ハッハッハ……とりあえずご同どう輩はいの皆みな様さまに挨あい拶さつをせねばな」

　静竜は意識を偵てい察さつに放ったナノプローブに向けた。

『………んんっ!?』

　静竜はある独どく房ぼうに入れられていた、ＧＰの女じよ性せいが居なくなっている事に気付いた。

『なんと！　彼女も無事解放されたか』

　静竜の居る独房群ぐんは、ほとんどが身代金目的の人質達だった。そして交渉が終われば解放される。他ほかにも十数名の男女が居なくなっていた。

『んん？………なんだ!?』

　と、その時、静竜の数千にも及およぶナノプローブの一つが、巧こう妙みように隠かくされたブロックを発見した。そしてそのブロックの一室で、居なくなった男女が、見るも無む惨ざんな状態で散らばっているのを発見した。

『なんと！　これは一体どういう事なのだ!?』

　静竜はその凄せい惨さんさに顔をしかめた。先程バカ食いした朝食が、リバースして来るのを懸けん命めいに堪こらえる。

『なんだ、ここは!?』

　その部屋を逃げ出すように、ブロックの中を移い動どうし、他の部屋とは明らかに違う豪ごう華かな内ない装そうの部屋に、タラントと副官らしき若い男が居るのを見つけた。

『あれはタラント・シャンク！』

　タラントはシャワーでも浴びていたのだろう、腰こしにバスタオルを巻まいただけの姿すがたでソファーに寝ねころんでいた。身体には肉体再さい生せい用のギプスやシールが至いたる所に貼はられている。

「タラント様、ダイダロス・コアの新型艦かん体たいへの換かん装そう調整が完かん了りようしました。現げん在ざいこちらへと向かっているそうです」

「ダイ・ダルマーの中央港へ寄き港こうさせて、出来るだけ多くの奴やつらに見せてやれ。タラントの名を侮あなどる奴らが出て来たからな。で、ファントム駆く除じよの方はどうなっている？」

「フオ・チームを投入したおかげで、チェック範はん囲いは六十％を超こえました」

「クックック、さすがだな。ファントム駆除が済すみ次し第だい、例の研究に取り掛かからせろ」

「はっ！」

「エルマの方はどうだ？」

「まだ動きはありません。しかし守蛇怪がアカデミーへ帰投していますので、一両日には恐おそらく……」

「エルマの脱出の手はずは？」

「例の場所に連れて来るよう手配しています。しかし、エルマにやれますかね？」

「フッ、こちらの目的はフオだ。失敗しようと問題はない……もっとも、パーティの主しゆ賓ひんが居なくなるのは残念だがな、アハハハハ！」

『フン……あれがタラントか……まるでただのガキだな』

　まるでコンビニの前で、食い散らかしたゴミを放置し、だらしなく座すわり込んで喋しやべっている中学生のような姿に、静竜は吐き捨すてるように言った。

　と、その時、

「元気そうだな」

「ん？」

　静竜の意い識しきを引き戻もどしたのは、コマチの声だった。静竜は腕うでを組み、不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむけた。

「なんだ。お前か。私は気分が悪い、話しかけるな」

「それはお前の父親に言うのだな」

「ここに入れられた者達を、あのように無惨に弄もてあそぶ者達に、言われたくはないな」

「なに……どういう事だ？」

　コマチは反はん射しや的に、シークレットウォールを張はった。ここはタラントの管轄するブロックではあるが、静竜はあくまで管理依い頼らいをしているだけの預あずかりだ。人質との会話を他者に知られたくない場合を考こう慮りよし、設せつ置ちされているものだった。

「タラントだよ、あいつがここの者達を連れ出して、偽ぎ装そうした部屋で……思い出したくもない光景だ」

「偽装した部屋？……ちょっと待て！　あのように、とはどういう事だ？　まるで直ちよく接せつ見でもしたようなセリフだが？」

「フッ！　この私をなめるなよ。私に分からぬ事は無い！」

「タラントがここにいる人質に手を出していると？　だが一体どこへ……」

「どこも何も、このブロックに居るぞ。まあ巧妙に隠しているから、気付いたのはつい先程だったが……なに、私がほんのちょっとだけ本気になれば、あの程てい度どの偽装はすぐに見み破やぶっていたがな、ハッハッハ」

（ナノマシンか？　だがこいつの精せい密みつ調ちよう査さはしたはずだが……。いや、それよりももしこいつの言う事が本当だとしても、自分が不利になる情報を自じ慢まんげに話すとはどういう事だ？）

　コマチは困こん惑わく気味に、大笑いをしているバカッ面つらを見つめた。

「静竜と言ったな……お前、この場所がどこか分かっているのか？」

「お前らの小こ汚ぎたない巣そう窟くつなどに興きよう味みはないわ」

「なに？」

「とっととこんな所はおさらばしたいところだが……、父上の交渉を邪じや魔ましては叱しかられるからな」

「交渉というより、しつこく値切り要求をして来るタチの悪い客、と言った感じなのだがな……」

「ハッハッハ！　良い物を安く買う。それが商売の鉄てつ則そくだぞ」

（どうやらここが、ダイ・ダルマーだという事は気付いていないようだが……だとすると先程の話は信しん憑ぴよう性せいが無い事になる。だが否ひ定ていするには……）

　コマチは、静竜からタラントの偽装ルームの場所を、うまくおだてつつ聞き出すと、急いで自分の艦へ戻った。

　　　　×　×　×

「どうだった？」

　コマチは自艦のブリッジに駆かけ込むなり、怒ど鳴なるように言った。

「確たしかに偽装された空間がありました。詳くわしい場所を聞かなければ、恐らく見つけられなかったでしょうね」

「……そうか。奴の言った事は事実か」

　コマチの心しん情じようは凄すごく複ふく雑ざつだった。

（奴の言う事は本当だった……ならば、奴の能力は疑うたがう余よ地ちが無い。だが奴は、この場所がダイ・ダルマーである事を、知らない、いや興味がないと言ったぞ？　あの隠された場所を見つけた能力があれば、それを知る事は造ぞう作さもないはず…………あいつ確かＧＰ隊員だったよな）

　ふと、コマチは、静竜の今までの言動や、息子むすこの身代金を嬉うれしそうに値切っている父親の事を思い返した。

「…………もしかしてあいつ……バカなのか？」

　何やら苦く悩のうをしているコマチに、オペレーターは間合いを計るように話しかけた。

「コマチ様、ただ……、先さき程ほど、居なくなっていた人質が、戻って来ています」

「なんだと！」

　コマチはハッと顔を上げ、監かん視しモニターに近付けた。静竜が挙げたリストの人質達は、全員が何事もなかったように独房に居た。

「どういう事だ？……どこか変わった所は？」

「ここからじゃ、わかりません。直接調べられればあるいは……」

「静竜と同じく、預けになっている人質はいないか？　誰だれか協力してくれそうな奴の持ち物なら……」

「ダメですね。全部、タラントの買い取りですし、しかも身代金が振ふり込こみ済ずみなので、近日中には家族の元に返されます」

「そうか…………。そうだ！　人質の家族がどこにいるかは分かるか？」

「……全員、アカデミーです」

「全員だと？　偶ぐう然ぜんか…………いや、そんなはずは無い！」

「あの男なら、何か分かるのでは？」

　オペレーターの言葉に答えず、コマチは考え込んだ。

（静竜が見たという猟りよう奇き的なものが、ただ単なる趣しゆ味みで、しかも蘇そ生せい復ふく元げんしているとなると、こちらが口出しをする理由としては弱い。何か細工をしていたとしても、相手がアカデミーならば、どうとでも言い訳わけはできる…………ダイ・ダルマー内に無む許きよ可かの施し設せつを造つくった事は、少々問題とはなるだろうが……）

　リョーコの家族を連れ去った事や、この件けんにしても、タラントの力を奪うばい、その背はい後ご関係を調べる理由としては弱いのだ。

（リョーコの件は、確かく実じつに山やま田だ西南を仕し留とめさせるため、こちらは敵てき対たいするアカデミーに何らかの工作をするためだと言われれば、どうする事も出来ない）

　タラントのやり過ぎは、今に始まった事ではない。多少の問題はあれど、ギルドに刃やいばを向ける行動でない限かぎり、黙もく認にんされて来たのだ。

「しばらく静観しよう。引き続き調査は続けてくれ」

「了りよう解かい」







　　５「悲ひ喜き交こも々ごも」







　昨夜の夕食後、西せい南なは翌よく日じつの買い物の下調べをするために、疲つかれているからという理由を付けて、さっさと部屋へ戻もどろうとした。案の定、アイリは西南の部屋で、夜通し宴えん会かいをしようと企たくらんでいたが、幸いな事に、ここがＧＰの宿しゆく舎しやであったため、未成年の居いる部屋での飲酒は禁きん止し、しかもアイリですら、艦かん長ちよう資し格かくのある西南の部屋には、無む断だんで入る事が出来なかった。

　アイリの不満は結局、他の者に向けられ、西南以外全員が、アイリの宴会への強制参加を余よ儀ぎなくされたのだ。宴会は霧きり恋この部屋で行われたらしく、西南が夜中に一度トイレに起きた時も、霧恋の部屋の明かりは点ついたままだった。

「昨日は危あぶない所だったな……まあ、結果的には良かったんだけど……」

　翌朝、西南は霧恋達と出くわさないよう、少し早めに起き、例の食堂に予約を入れていた弁べん当とうを受け取ると、足早にエントランスを通り過すぎようとしていた。だが……、

「どっこ、行くのかなあ？」

「!?」

　突とつ如じよ横から声をかけられた西南は、固まるようにその場に止まった。西南の横にあるソファーには雨あま音ねや霧恋だけでなく、アイリや珀はく蓮れん達も居たのだった。

「は、早いですね？　昨夜は確か……」

「寝ねてないもん♡」

　雨音は意味もなく浮うかれた口調になっている。徹てつ夜やと宴会でちょっとナチュラルハイ状じよう態たいらしい。そしてそれは雨音だけではなかった。

「西南ちゃん、お弁当なんか持って、どこへ行くのかな？」

「あの……昨日、急にケネス達から連れん絡らくがあって」

「西南に給料が出たから、たかろうって事かな？」

　霧恋のテンションも、若じやつ干かんおかしかった。

「まあ、そういう事です」

「そんなの放っといてさあ、私とどこか遊びに行かない？」

「ずるいわよ、雨音！　私だって……」

「約束もしましたし……じゃあ失礼します！」

　雨音と霧恋がもみ合っている隙すきに、西南はダッシュして出口に向かった。だが他の者達は、それを引き留めるでも追いかけるでも無く、その後ろ姿すがたを見送った。
















「ふふっ、フラれちゃったみたいですね、お二人共」

　完かん徹てつ宴会明けのちょっと気け怠だるそうな玉ぎよく蓮れんの笑えみは、その淫いん靡びさを倍加させ、エントランスにいたカップルの、ちょっとした不和の元となっていた。

「おのれ！　こんな美女をフルなんて……。見え見えの噓うそついてまでどこへ行くのか確かめちゃる！」

「ＮＢが一いつ緒しよだから、そっちで監視しましょう」

「霧恋！　こういうのは現げん場ばが重要なんだ。モニター越ごしで何が分かる！」

「まあ、そうかもね。でもバレたりしないかしら？　西南ちゃんて結けつ構こう、こういう時のカンはいいから」

「この雨音一級刑けい事じがそんなドジ踏ふむかよ」

「二級でしょ。しかも降こう格かく扱あつかいだし」

「うるさいな！…………気にしてるんだから……ほら、さっさと行かないと、見失っちまうぞ！」

　雨音は霧恋から逃にげ出すように走り出し、霧恋は笑いを堪こらえながらその後を追った。それを見送りながら珀蓮は、意外そうな顔でアイリを見た。

「あら、アイリ様は行かれないのですか？　こういう事、お好きそうですのに」

「フフッ、私は西南君を信じているもの。やはり大人の女性は余よ裕ゆうが重要なのよ」

「と言いつつ、ＮＢのカメラと繫つないでいるのは何な故ぜ？」

　火か煉れんはアイリの肩かた越ごしに、西南が映うつったモニターを見た。

「雨音ちゃんと霧恋ちゃんの仕事っぷりを見ようかと思ってね。さあ朝食をとったら、私も仕入れに行きましょ」

　そう言うと、モニターを消して立ち上がった。が、ふと辺りを見回し、

「……あら、エルマは？」

「まだお部屋のようです。昨夜はお疲れのようでしたから」

「そう。じゃあ、そっとしておいてあげましょう」

　そう言うと、さっさと食堂の方へ向かい、徹夜で飲み食いした後だというのに、朝食バイキングを空にするかの勢いで、皿に盛もりつけを始めた。

　アイリと珀蓮達が食堂へ向かうのと、ちょうど入いれ違ちがいに、エルマはエレベーターから降おりて来た。そして食堂に向かうアイリ達の後ろ姿を確かく認にんすると、無言のまま深く一礼をし、足早に出口に向かって歩き出した。







　西南達が泊とまっている宿しゆく舎しやから、電車で十分ほどの所に、千キロ範はん囲い内でも最大の商業歓かん楽らく地区があった。この世界の大きさは並なみではなく、地球の郊こう外がい型がた巨きよ大だいショッピングモールの桁けたが、三つほど変わってしまうくらいの規き模ぼだった。

　一つの都市並なみの場所は、適てき当とうに歩いて目的の物を見つけられる規模では無い。西南は昨夜、専せん用ようの案内カタログをダウンロードし、行く場所を前もってチェックしていた。しかし実じつ際さいの場所に来てみると、そこは想そう像ぞう以上に複ふく雑ざつな作りになっていた。

　普ふ通つう、どんな大都市でも地上を基き準じゆんに建物は造つくられている。店てん舗ぽは人通りの基準である地上に集中しているものだが、ここはその基準がいくつもあるのだ。この場所に比くらべれば、地球の高こう層そうビル群ぐんが林立する大都市であっても、しょせん平面でしかない。百キロ単位の立体構こう造ぞうの商業地区は、それなりの区画で整せい備びされてはいるが、地図を見ながらであっても、絶ぜつ望ぼう的な広さなのである。

　歩道を大勢の人々が行き交かう中、西南はＧＰＳで現げん在ざい位置を確認しつつ、こまめに地図をチェックしながら移い動どうしていた。

「まるでダンジョンを冒ぼう険けんしているみたいだな。だいたいこんな時のＮＢなのに、さっさとどこか行っちゃうし……一体、何の用があるっていうんだ？」

　と、最初の目的地を確認すると、その方向へと走り出した。大きな生いけ垣がきを回り込んだ所で、西南の足はピタリと止まった。

「……まじ？」

　西南の目の前には、高級そうなランジェリーショップがあった。リスト名からでは、どんな商品なのかは分からなかったのだ。

「あいつ、こんな所で何を買ってるんだ？」

　店の前で戸と惑まどう西南だったが、店内に二組のカップルらしき人ひと影かげを見つけた。居い心地ごこち悪そうにしている男だん性せいもいれば、連れの女性とにこやかに話している男性もいた。

　その二人の男性に勇気を貰もらい、西南は店のドアをくぐった。

「いらっしゃいませ」

　店に入り、足早にカウンターへ向かった西南を、若い女性の店員がにこやかに出で迎むかえてくれた。

「あの……、こちらで商品を受け取るように言われたんですが……」

「はい、では確認をいたしますのでＩＤをご提てい示じ下さい」

　店員に言われるまま、西南はカウンタープレートにＩＤを起動した。瞬しゆん時じに受け取りのデータが表ひよう示じされ、青く変わる。

「はい、ＮＢ様の商品でございますね。ではこちらで少々お待ち下さい」

　カウンターの前にあった、円えん盤ばん状の店名入りプレートが、反転、座ざ面めんを上にして西南の前に浮うかんだ。西南は商品を選んでいる客達から、顔が見えない角度で座すわった。

　と、西南の目の前に一つのモニターが起動し、下着メーカーの宣せん伝でんが流れ始めた。

「何だ？……えっ、雨音……さん？」

　そこには下着姿で軽かろやかに身をくねらせ踊おどる、雨音が映っていた。顔には少しあどけなさが残るものの、研とぎ澄すまされたような美び貌ぼうは相変わらずで、体付きは今よりも細く、モデル体型をしていた。入れ替かわり立ち替わり出て来るモデル達も、美しい女性達であったが、やはり雨音は飛び抜ぬけた存そん在ざいだった。

「うわ……」

　ランジェリーショップに居るという恥はずかしさも忘わすれ、西南はその画面に見入った。

　　　　×　×　×

　霧恋は店内奥おくにあるフィッティングルームの中から、カウンターに座っている西南を監かん視ししていた。特とく殊しゆな光学偽ぎ装そうサングラスをかけた霧恋の顔は、まったく別人の顔に偽装されていた。

「ねえ、どう思う？」

　霧恋は西南の方を見たまま、横にいる雨音に小声で話しかけた。

「なかなかいい感じね」

　雨音は自分のパーソナルデータに、商品の下着データを着させた映えい像ぞうを見ながら大きく頷うなずいた。

「下着の話をしてるんじゃないわよ！」

　霧恋は外していたサングラスを雨音にかけさせると、乱らん暴ぼうに雨音の耳を引っ張ぱって、西南の方を向かせた。

「ちょっと、痛いたいじゃない！」

「シッ！　気付かれるわ。もっと真しん剣けんになってちょうだい」

「まったく…………霧恋だってしっかり試着までしているくせに。それも、いつもよりちょ～～っと大だい胆たんなやつをさ」

　雨音は霧恋の下着を、軽く人差し指で突つっついた。

「きゃっ！　わ、私だって、たまにはこんなのも着るわよ」

　霧恋は鮮あざやかな赤い下着を、雨音の視し線せんから遮さえぎるように両手で隠かくした。美しい黒くろ髪かみにきめ細やかな白い肌はだは、雨音から見ても神しん秘ぴ的で魅み力りよくのある肢し体たいだった。

「くそ！　負けるもんか」

「ちょっと、雨音？」

　引き留とめようとする霧恋の手より早く、雨音は試着ボックスへ向かった。だが霧恋はやはり西南の方が気になるのか、視線を雨音から西南の居る方へと変えた。

　　　　×　×　×

　約十分ほど後、先さき程ほどの店員が西南の元に戻もどって来た。

「大変お待たせいたしました」

　だがその声にも気付かず、西南は映像に見入っていた。店員はそれ以上声をかけることはしないで、微笑ほほえみながら西南を見ていた。

「お気に召めしましたか？」

　プロモーションが終わり、その時になってようやく、店員は西南に声をかけた。

「えっ……あっ、すみません」

「さあ、どうぞこちらへ」

　西南は店員の言うまま立ち上がり、カウンター奥の、京町家の格子窓に似にたパーティションで囲まれた場所に通された。

「映像はお気に召したようですね、山やま田だ西南様」

「知り合いが出て来たもので……。ちょっと驚おどろきました」

「先程の映像は、もともと店頭プロモーション用で、ネットＴＶには放送されなかったロングバージョンなんです。配はい布ふをしている物ではありませんが、お気に召したのでしたらどうぞ。他ほかにも雨音様が出しゆつ演えんしているプロモーションやＣＭデータは、全すべてございますのでそちらもお持ち下さい」

「……あ、ありがとうございます」

　西南は少し迷まよったが、雨音の美しさと何より映像の出来の良さに惹ひかれ、受け取る事にした。

「では商品のご確認をお願いします」

　と、その店員は箱の中から一つ一つ下着を取りだし、西南に見せ始めた。

　　　　×　×　×

「まさか西南ちゃんが、こんなお店に一人で来るなんて」

「あいつも男なんだから、下着に興きよう味みがあってもおかしくはないでしょ？」

　鮮やかなスカイブルーの下着を着けた雨音は、サングラスをかけて霧恋の横にやって来て、西南の様子を窺うかがった。

「興味があるのと、実物を買いに来るのは意味が違うわよ！」

「下着ぐらい欲ほしけりゃ、いつでもあげるのに」

「バカな事を言わないで！」

「玉蓮だったら、その場で脱ぬいで渡わたしそうだしな、ハハハ」

　その手の行こう為いは玉蓮の十お八は番こだ。そのイメージを想像するだけで、途と轍てつもない破は壊かい力がある。それは男性だけでなく女性にも言えた。

「クッ！」

　霧恋は真っ赤になって一いつ瞬しゆん、口くち籠ごもってしまった。だが霧恋は頭を振ふり、頰ほおを叩たたいてその妄もう想そうを追い払はらった。

「…………だっ、誰だれかへの……プレゼントかもしれないでしょ！」

「下着を？」

「うっ！」

　霧恋は雨音の一言で、再び押おし黙だまった。

（どうして……なぜ？）

　霧恋は、恐きよう怖ふから逃にげ出すかのように、西南がこのような場所に来る必然性を考察し始めた。出来るだけ冷静に、西南がアカデミーに来てからの行動を思い出しつつ、その言動を精せい査さして行った。だがどんなに考えても、西南が自分からこのような場所に来る理由を見いだせなかった。

「そうだわ！　以前、海かいが……私の弟が、西南ちゃんの名前で怪あやしげな通つう販はんをした事があったわ」

「もしかして誰かの代わりにって事？　まあその可か能のう性せいは無くはないけど……」

「一番可能性が高いわよ！　そうよ、そうに決まってるわ！」

「それにしても、ここからじゃよく見えないな」

　身を乗り出そうとする雨音と霧恋の前に、店員とは違ちがう服を着た女性が立ちはだかり、二人をフィッティングルームの中へと押し戻した。

「そのような格かつ好こうで部屋の外へ出ないで下さいまし、雨音お嬢じよう様、霧恋様」

「あっ、……いや、ごめんナナミ」

　偶ぐう然ぜんにも、雨音と霧恋はナナミという、この店のオーナーとは面めん識しきがあった。雨音はモデルの仕事上で、霧恋は水みな穂ほ経けい由ゆであった。

「すみませんナナミさん、でも……」

「でもじゃありません。このフィッティングルームの中には男性は入って来ませんが、店内には今も数名のお客様がいらっしゃいます。露ろ出しゆつの趣しゆ味みがお有りだとしても、うちの店ではご遠えん慮りよ下さい」

「ハハハ……いや、悪かった。ところでナナミ……西南が買っているのって、やっぱり下着だよな？」

「ここはそれ以外の商品は扱あつかってございません」

「あれって、西南が買っているのか？　誰か違う奴やつの注文とかじゃないのか？」

「お客様のプライバシーに関かかわる事は、雨音お嬢様といえど申し上げられません」

「ナナミさん、西南ちゃんは……よくここへ来るのかしら？」

「お客様のプライバシーに関わる事は、いかに霧恋様といえど申し上げられません」

　ナナミは事じ務む的に答えた。

「だけど私達は西南ちゃんの保ほ護ご者しやとして、未成年の……」

「下着を買うのに年ねん齢れい制せい限げんはございません」

「でもここは女性専せん門もんでしょ！」

「あら、霧恋様。お付けになる男性も結けつ構こう、いらっしゃいますよ」

　霧恋と雨音が凍こおり付くような事をナナミはシレッと言った。

「!!」

　確たしかに霧恋といえど、西南と常時一いつ緒しよにいたのは子こ供どもの頃ころだ。西南が性的な興味を持ち出す頃には霧恋は宇う宙ちゆうに上がっていて、西南とは時たま会う程てい度どでしかなかった。

　霧恋を始め、雨音、エルマ、珀蓮、玉蓮、火煉、翠すい簾れん、時たま乱らん入にゆうして来るアイリと、西南はアカデミーに来てから、多くの女性と同居をしている。しかも全員が芸げい能のう人じんか、それ以上の美女達だ。その彼女らの下着姿や、時に裸はだかすら見ている。西南の隠された、あるいは新たな趣味が、そこで確かく立りつされたとしてもおかしくはない。

「う、噓うそ……」

　霧恋とてそれを否ひ定てい出来る自信も確信も無かった。が、幼い頃の西南のイメージを心の支ささえに、霧恋は、

「せっせせせ、西南ちゃんにそんな特殊な趣味は……ありません！」

　と心の底から振り絞しぼるように断だん言げんした。

「要するに、誰が下着を買おうと自由だと申し上げているのですよ、霧恋様」

　　　　×　×　×

「……で、こちらは……」

　その店員は真っ赤になっている西南の反はん応のうを楽しむかのように、一つ一つの下着をじっくりと見せつつ解かい説せつを行った。最後の商品説明が終わった時には、西南はかなり精せい神しん的疲ひ労ろう感かんを覚え、噴ふき出す汗あせを拭ぬぐいつつグッタリとイスの背せにもたれ掛かかっていた。

　店員は満足しきった表ひよう情じようで、商品を丁てい寧ねいに梱こん包ぽうし、ＮＢが指定した場所へ転送した。

「では生体認にん証しようの封ふう印いんを行いますので、この場所に掌てのひらを置いて下さい」

　と、店員はテーブルに浮うかんだモニターを指した。西南がそこへ手を置くと、一瞬で、そのモニターは消えた。

「以上でお手続きは完かん了りよういたしました。ありがとうございます♡」

「じゃあ、俺おれはこれで」

「あっ、そうそう、山田様がどなたかにプレゼントなさりたい時は、いつでもご相談くださいね」

　その店員は西南に名めい刺しを渡しながらにこやかに言った。西南は名刺を受け取ると、逃げ出すように、その場から立ち去った。

　　　　×　×　×

「お、おい霧恋。西南が出て行くわよ！」

「えっ、いけない！」

　西南を追って飛び出そうとする二人の手を、ナナミがガシッと捕つかまえる。

「お二方とも、外へは着き替がえて出て下さい。それから試着なさった商品はお気に召しましたか？」

「あっ！」

　霧恋と雨音は、自分達が下着姿だった事を思い出し、真っ赤になって試着室へ飛び込んだ。ほんの十秒も経たたない内に、二人は服を着て出て来た。

「ナナミ、下着はこのまま着けて行く！　脱いだやつは請せい求きゆう書と一いつ緒しよに送ってちょうだい」

「承しよう知ちいたしました。毎度ありがとうございます。お気を付けて」

　あっと言う間に姿が見えなくなった雨音達を見送った後、ナナミは脱ぎ散らかした二人の下着を手に取ると、マジマジと見つめた。

「あら、お二人ともちょっぴりサイズアップ……データを修しゆう正せいしなくちゃ」

「オーナー」

　先程、西南の相手をしていた店員は、満面の笑えみを浮かべて、スキップをしながら入って来た。

「あらご苦労様。山田西南様のご様子はどうだった？」

「もう赤くなっちゃって可愛かわいらしいです！　ああ、もっと若わかい男の子が買いに来てくれないかなァ」

　その店員は両手で我わが身を抱だきしめ、腰こしをくねらせた。

「困こまった人ね。だいたい先程のような対応をしてたのでは、若い子なんて、なおさら恥はずかしがって来て下さらないわよ」

「ええっ！　そうですかァ？　う～～～む、何か対たい策さくを練らなければ……」

「お店の評ひよう判ばんに支し障しようがない程度にお願いね」

「ああ、ところで、雨音お嬢様と霧恋様はどうでした？」

「山田様がこの店に来たのが、かなりショックだったみたいよ」

　先程の光景を思い出したのか、ナナミは思わず吹ふき出してしまった。

「でしょうねぇ……。弟のオナニーを見たようなものですから」

「喩たとえとしては微び妙みようね……でも、貴女あなた、見た事あるの？」

「アハハ、見られた方です」

「えっ、覗のぞかれたの？　事じ故こ？」

「家に誰も居いなかったんで、居間でやってて……アハハハハ！」

「……そ、そう。弟さんも、さぞかし気まずかったでしょうね」

「パンツ一丁で正せい座ざさせられて、ずいぶん怒おこられました。アハハハハ～～～」

　店員は恥ずかしげもなくアッケラカンと笑い、逆にナナミの方が、頰ほおを赤らめて複ふく雑ざつそうな表情だった。

「ではこちらで撮さつ影えいした、お二人の映えい像ぞうと山田様の映像を組み合わせて、瀬せ戸と様にお送りして」

「了りよう解かい！」

「そうそう、ついでに林檎りんご様にもね」

　ナナミは悪戯いたずらっぽく笑うと、フィッティングルームの貸かし切り表ひよう示じを切り替かえた。







　次に西南が辿たどり着いたのは、赤ん坊ぼうの形をした建物だった。

「なんだろ、ここ……玩具おもちや屋さんかな？」

　人通りも少なく、先程のランジェリーショップほどのプレッシャーを感じない西南は、そのままスッとその店に入って行った。

　　　　×　×　×

「ちょっと！　あの店に入っちゃったわよ」

　西南の後を追って来た雨音は、驚おどろいたように霧恋の方を向いた。

「ここは玩具屋さんかしら？　でもだったら別に大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？」

「じゃあ、霧恋。西南の監かん視しは任まかせた」

「了解。じゃあ雨音は、他の出入り口から西南ちゃんが出てこないか確かく認にんしていてね」

　と、店の中に入りかけた霧恋は、真っ赤な顔をしてＵターンすると、ダッシュで雨音の所へ戻もどって来た。

「な、なんで教えてくれなかったの！　ああああ……あそこ……あそこって……」

「そう。玩具屋さんよ。ただし大人のだけどね」

　真っ赤になって震ふるえている霧恋の頭を撫なでながら、雨音はニヤニヤしながら言った。

「百歩譲ゆずって下着はいいわよ！　見るのも着るのも……もしかしたら誰だれかにプレゼントの可か能のう性せいもあるし。でもあそこだけは……」

「確かに、見るのも使うのもプレゼントも、問題ありありだな」

「ああああああああ、噓よ噓よ噓！　西南ちゃんがあんな物を……」

「落ち着けよ……こういう場合、私達が取り乱みだしちゃお話にならないだろ？　冷静に、この先どうするかが重要よ」

「……そ、そうね」

　霧恋はその場で大きく深しん呼こ吸きゆうを始めた。

「さっき霧恋が言っていた、誰かの代わりって線もあるんだしね」

「そうね、そうよね！」

　深呼吸をしていた霧恋は、勢いよく雨音の方を向いて何度も頷うなずいた。

「だけど……もし西南がこういう場所で、自分の欲よく望ぼうを発散させる物を買ってるんだったら、私達もちょっとは考えてやらなきゃならないんじゃないか？」

「……か、考える？」

「ほら、西南の周りって女だらけだろ？　もちろん仕事上、仕方のない事だけど、西南のような若い男の子にとってはきつい話だよな」

「雨音や玉蓮が、悪ふざけを控ひかえてくれれば問題は無いわよ」

「おいおい……玉蓮ってのは、側そばにいて視し界かいに入るだけで興こう奮ふんする類たぐいの女性よ。気付いてないようだけど、霧恋だってそうなのよ」

「それ嫌いやみ？　私が玉蓮や、雨音みたいなわけないじゃない……」

「玉蓮は別格だけど、霧恋を含ふくめ、今、西南の周りにいる娘こ達って、今まで私が見て来た芸能人やモデルと比くらべても遜そん色しよく無いのよ……マジでね」

「それは……さすがに言い過すぎじゃない？」

　雨音は基き本ほん的にお世辞を言うタイプではない。その雨音に面と向かってそう言われた霧恋は、恥ずかしそうにはしていたが、満まん更ざらでもない気分だった。

「人って、恋こい人びと、家族、友人とか、他人の接せつ近きんを許ゆるす範はん囲いってあるじゃない？　霧恋の場合、西南の事を弟のような感覚を持ってるから、玉蓮ですら遠えん慮りよしている範囲の中にあっさり入り込んでるのよ」

「えっ？」

　霧恋は不思議そうな表情で雨音を見た。

「ほら、やっぱり自覚してない。傍はたで見ていると分かるんだけど、霧恋って結けつ構こう、西南の男性的欲望をバリッバリに刺し激げきしてるのよね」

「うっ、噓？」

「常時、そうしているわけじゃないんだけど……肌はだが触ふれるとか、霧恋が胸むねの開いた服を着てるとか、吐と息いきがかかるとか……この前なんか、風ふ呂ろ上がりにバスタオル巻まいただけで話してた時があったろ？　意図的なのか天然なのかって、みんなで相談してたんだから」

「～～～～～っ!!」

　霧恋は真っ赤になって狼狽うろたえながら、標ひよう識しきの柱を両手で握にぎり締しめた。ギギギ、と標識の金きん属ぞく柱は歪ゆがみ始めた。

「ありゃ拷ごう問もんだな」

「なっ、なんでその時に、注意してくれなかったのよっ!?」

　霧恋は恥ずかしさで涙なみだぐみながら、雨音の方を睨にらんだ。

「西南の反応が面おも白しろかったから♡」

「あのね！」

　ガゴン！　霧恋の叫さけびと共に、標識の柱が握り潰つぶされ、柱が傾かたむいた。幸い街がい路ろ樹じゆに引っ掛かかり、標識は倒たおれる事はなかった。雨音と霧恋は、そんなちょっとした惨さん事じに気付く事無く、話を続けた。

「でも下手に注意したら、霧恋の場合、必要以上に西南と距きよ離りを置きそうだし、それを私達にも強制するしね。西南って、霧恋の態たい度どに敏びん感かんだから、反応が変わる度たびに何か自分が悪い事でもしたのかって、オロオロしてるのよ」

「だ、だって、海みたいなタイプだったら簡かん単たんだけど…………西南ちゃんは、難むずかしいんだもん」

「どっちかと言うと、霧恋の方が面めん倒どうよ。西南自身には意外と心理的なブレは無いもの。全部、霧恋の影えい響きようだから」

　霧恋にとって西南という存そん在ざい意味が、弟と男性の間を行き来しているのだった。

「……悪かったわね」

「昔ッから知ってるってのも善よし悪あしだよな。仕事でもプライベートでも、大勢で一いつ緒しよにいる場合が多いから、どこかで適てき度どに自由にしてやらなきゃな。まあ西南への過か度どの干かん渉しようは程ほど々ほどに、アイリ様みたいなのを排はい除じよする保ほ護ごは必要って事」

「そう……ね。確たしかに。だとすれば、こうやって監視しているのはまずいのかしら？」

　霧恋は、表情を曇らせつつ建物の方を見た。

「でもあの店で買う物が、他人の代わりに買っているのか？　それとも自分用に買っているのか？　そしてそれは自分に使う物なのか、他人に使用する物なのか？　て事を知らなきゃならないわ」

「……でも、もし他人に使うとしたら、一体相手は……誰？」

　と、二人は訝いぶかしげにお互たがいを見た。

「私は、違ちがうわよ……もしかして雨音？」

「私がそうなら、こんな所に霧恋と一緒にいないわよ！」

「うっ、そうね……じゃあ一体……」

「可能性が高いのは、アイリ様だな」

「それと玉蓮……」

「でも最近の玉蓮見てると、あまりそういうイメージと結び付かないんだよなァ………昨夜の食堂でのあの場面、覚えてるだろ？」

「!!」

　と、その時に感じた強きよう烈れつな感動が蘇よみがえり、霧恋は全身に鳥とり肌はだが立つような衝しよう撃げきを覚えた。そして彼女の頰ほおは紅こう潮ちようし、次し第だいに全身が熱くなって来た。

「…………そう、ね……認みとめたくないけど」

「まあ西南がやりたいって言うなら、喜んでやりそうだけど……」

「西南ちゃんの方から言う訳わけないでしょ！」

　それこそ雨音の言うイメージとは結び付かない。もっとも、だからこそ目の前の現げん実じつに戸と惑まどっているのだ。

「とにかく、ここであれこれ想像してても始まらないからな。やっぱり、西南をとっ捕つかまえて、荷物検けん査さと事じ情じよう聴ちよう取しゆするしかないか」

「そうね…………って、いけない！　西南ちゃん!?」

　霧恋は通りの先を曲がる西南の後ろ姿すがたに気付いた。二人が話し込んでいるうちに、西南は玩具屋から出て来ていたのだ。

「ヤバッ！」

　二人は慌あわてて西南の後を追いかけ走り出した。

　　　　×　×　×

「ＮＢの奴やつ、一体、普ふ段だん何をしてるんだ？　やっぱり『オヤジ百選』てソフトのせいなのか？　こんな所を霧恋さん達に見られたらどうすりゃいいんだ？」

　一人ブツブツと次の目的地に向かっていた時、

「君、もしかしてそこへ入ると言うんじゃないだろうね？」

　若いＧＰの巡じゆん査さが、丁てい寧ねいだが威い圧あつ的な声で西南を呼び止めた。西南は慌てて地図を確認するが、道は間違ってはいなかった。

「はい、ちょっと用があって」

「おい君ィ……まったく、若い内からこんな趣しゆ味みを……！」

　あきれ顔で西南を見る巡査は、西南が着ている制服の階級章に気付いた。

「か、艦かん長ちよう殿どのでしたか！　し、失礼いたしました！」

　その巡査隊員はスッと道を空けると敬けい礼れいをした。

「さすが艦長殿！　なかなかマニアックな趣味をお持ちで。ささっ、どうぞ」

「はっ？　はあ、ありがとうございます……」

　西南はその路地を入って行き、雑ざつ居きよビルの階かい段だんを上って行った。そしてある一室のドアの前に立った西南は、そこが目的地である事を再三確認した。

「マニアックって言ってたな……さっきの巡査さん」

　だがドアには看かん板ばんはおろか表札もなく、そこがどういう場所なのか、皆かい目もく見当もつかなかった。

「行くしかないか……」

　コンコン───呼よび鈴りんも見あたらなかったため、西南はドアを軽くノックした。と、いきなりドアが開いて、中から強面こわもての男が姿を現あらわした。

「あ、あの」

「当店は会員制になっております。どなたかのご紹しよう介かいですか？」

「ＮＢの……」

「おおＮＢ先生の。お待ちしておりました　ささっ、こちらへ」

「ＮＢ、先生？」

　と、引っ張ぱり込まれるように中へ入った途と端たん、ドアが重い音を立てて閉しまり、それと入れ替かわるように、目の前の装そう甲こうシャッターが開いた。だがそこは目の前も左右にも壁かべが在あるだけの行き止まりだった。と、西南は突とつ然ぜん、軽いショックを感じた。

（あっ、転送だ）

　それも民生用の安い機械特有の振しん動どうだった。その感覚を数度味わった後、西南は安っぽいホテルの待合室のような部屋に出た。

「さあこちらでお待ちを」

　強面の男が指し示しめすソファーに座すわると、イスに座ってこちらを見ていた、ガウン姿の女性が西南に近寄り、隣となりに腰こしを下ろす。虎とらに似にた奇き妙みような化け粧しようをしていて、顔立ちはあどけなさが残るものの、ちょっとビックリするほどの美人だった。

「おい、その人はそっちの客じゃない」

　女性が西南の隣に座ったのを見た強面の男が、彼女を追い払はらうような仕草をしつつ言った。

「そうなんだ……残念」

　その時、奥おくからピッタリとしたボンテージ風の服を着た女じよ性せいが二名出て来た。

「初顔のお客さんよ。出で迎むかえるから手伝って」

「は～～～い。じゃあね、可愛かわいい坊ぼうや」

　ワウ人がするように、西南に軽く頰ずりをすると、その女性は他の二人と転送ゲートへと消えた。

　　　　×　×　×

「噓うそ…噓……」

　霧恋は西南が入って行ったドアを凝ぎよう視ししたまま、金かな縛しばりにあったように微び動どうだにせず、呟つぶやくだけだった。

「こいつは予想外だったな……下着や玩具おもちやは、他人の物って可能性もあるけど、風ふう俗ぞく店てんじゃあ、他人の代わりって可能性は無いからな」

　雨音は複ふく雑ざつそうではあったが、霧恋とは違い保護者意い識しきはさほど強く無いため、どこか面白がっている風さえあった。

「だとしたら西南め。おとなしそうな顔して、意外とディープなとこにまで、はまってやがるな」

「夢ゆめよ…これは夢なんだわ………」

「そう、ここはひとときの夢を見る場所よ」

　霧恋の呟きに被かぶせるように女性の声がした。

「誰だれ!?」

　素す早ばやい動きで振ふり返った雨音が見たものは、ムチを手にして微笑ほほえんでいる三人の女性達だった。三人はそれとなく通路を塞ふさぐような形で立ち、持っているムチからは小さな振動音が聞こえていた。と、先程西南の横に座っていた、虎のような化粧をした女性が一歩前に出た。

「あら、雨音？」

「えっ？」

　訝いぶかしげにその女性の顔を覗のぞき込んだ雨音は、驚きよう愕がくの表情で後あと退ずさった。

「……ゲッ！　もしかして……夢ゆめ乃の！」

「当ったりィ！　久ひさしぶりね雨音」

　夢乃と呼ばれた女性は、雨音に飛びかかるように抱だき付いた。

「夢乃ちゃんの知り合いって事は、やはり彼女、本物の雨音カウナックなの？」

　他の二人は警けい戒かいを解とき、ムチのエネルギーを切った。

「嬉うれしいなぁ、やっと遊びに来てくれたんだ。私、ずっと待ってたのに、全然来てくれないんだもの」

「違う！　遊びに来たわけじゃないって！」

「ダ～～メ！　逃にがさないんだから」

　夢乃は雨音に抱き付いているだけではなく、霧恋の手もしっかりと摑つかんでいた。他の女性二人も素早く、雨音達を逃がさないように取り囲んだ。

「夢乃ちゃんの知り合いなら、たっぷりサービスしなきゃね」

「あら、こちらの彼女も凄すごい美人さんね。モデルさんかしら？」

「い、いや、せっかくですけど、私はそっちの趣味はありませんから……」

　霧恋は近付いて来る女性から、顔を背そむけるように後退った。

「ウフフッ、お二人共、自分の知らない自分を見てみたいと思わない？」

「そうそう。雨音はきっと才さい能のうがあるわ」
















　と、夢乃達は雨音と霧恋の腕うでを摑み、ズリズリと廊ろう下かを引きずっていく。

「ああああ、別に見たくないし、そんな才能いらないから！」

「フフッ、こちらの彼女はムチの方が似合うかしらね？」

「ああ、それは合ってるかもな。なんたって鬼おに教官殿どのだし」

　この状じよう況きようの中、雨音はアッケラカンと言った。

「雨音！　いえ、私もそちらの趣味はありませんから～～！」

　雨音を睨にらむ霧恋に、側そばにいた女性が嬉しそうに抱き付いた。

「わあ、こちら鬼教官殿ですって」

「すてき……いっぱい、シゴいて欲ほしいわぁ」

　いっその事、脅きよう迫はく的な雰ふん囲い気きの方が、雨音も霧恋も反はん撃げきをし易やすかったのだが、女性達の妙みように友好的な雰囲気に、すっかり毒気を抜ぬかれてしまい、二人は転送ゲートへと引きずり込まれた。

「キャ～～～！　お願い、勘かん弁べんしてェ～～～～ッ！」

　　　　×　×　×

「お待たせしましたお客人、こいつがＮＢ先生に渡わたしていただきたいデータです」

　強面の男は、一いつ緒しよに連れて来た女性の掌てのひらにある、真っ黒い二センチ角のキューブを指さした。

「キューブの上に手を乗せて下さい」

　男に言われるまま、西南は掌をキューブの上に乗せた。と、そのキューブが西南の掌にめり込み始めた。

「うわっ!?」

「おや、こいつは初めてですか？　大だい丈じよう夫ぶですよ、身体からだの中に入っているんじゃなく、表面に張り付いて拡ひろがってるんです。そいつはナノ単位にまで薄うすくなります。見えないのはそのせいですよ」

「はあ……」

　掌や腕を見つめたり、触さわったりしてみるが、そこにキューブらしき物があった痕こん跡せきは、まったく確かく認にん出来なかった。

「あとはキープログラムに触ふれれば、再さい構こう築ちくされます」

　男の言葉を証しよう明めいするかのように、キューブを持っていた女性が、西南の掌に自分の掌を近付けると、スッとキューブは形を成した。

「キープログラムはＮＢ先生が持ってますから、今のようにしていただければ」

「分かりました……でもこのデータって……」

　西南は、そのデータの中身が気になった。さすがに非ひ合ごう法ほうな物を持ち歩くのは、立場上問題だからだ。

「ああ、心配いりませんよ。個こ人じん的な趣味のデータで、万が一バレてもお客人に迷めい惑わくをかけるような類たぐいの物じゃありませんから」

　西南の表ひよう情じようを察し、強面こわもての男は笑いながら言った。と、掌をかざしてた女性がスッと西南の手に指を絡からめて来た。

「ねえ、お客さんも、どうせなら遊んでいかない？」

「こらこら。こちらさんはそういうお客じゃない。幼よう生せい固定をしているんじゃなくて、正しよう真しん正しよう銘めい、未成年者なんだぞ」

　そう言うと、強面の男は子こ猫ねこでもつまみ上げるようにその女性を引き離はなした。

「ったく……では、先さき程ほどのゲートから外へ。転送先は先程とは別の場所になりますのでお気をつけて」

「フフッ、じゃあ大人になったらいらしてね♡」

「ハハハ……」

　西南はキューブが再ふたたび見えなくなったのを確認すると、強面の男が指し示じしたゲートに入って行った。

「あ～～あ、行っちゃった。本物の若わかい子だったのに、店長の意地悪！」

　西南を見送ったその女性は、口を尖とがらせながら言うと、名残なごり惜おしそうに転送ゲートの方を見ていた。

「ハッ！　あのお客人、噂うわさじゃ極ごく上じようの美女と同どう居きよしてるって話だ。お前なんかじゃ、役不足ってもんだ」

「ひどい、店長！」

「ハハハハ、それに……あんな姐ねえさんと一緒なら、尚なおの事だ」

　強面の男はモニターを起動して言った。

「ん？………ありゃりゃりゃ」

　モニターを覗き込み、啞あ然ぜんとなる女性の目の前には、霧恋に逆ぎやく襲しゆうを喰くらって縛しばられている同どう僚りよう三人の姿があった。

「う～～～ん。この姐さん、うちにスカウトしたいくらいだな」

「うわ……♡ねえねえ私も参加していい？」

　その女性は身体をくねらせ、目を輝かがやかせた。

　　　　×　×　×

「はあ、やっと終わった」

　西南はリストに全すべてチェックが入ったのを確認すると、崩くずれるように、小さな広場にあるベンチに座すわった。

「……まったく……ＮＢ先生だって？　冗じよう談だん抜ぬきで今度、エルマさんに頼たのんでメモリーの精せい密みつスキャンした方がいいな」

「あら？　私がどうしたの？」

「えっ？」

　急に声をかけられ、驚おどろいて顔を上げた先には、西南を見つめるエルマの姿すがたがあった。







「はあ、えらい目にあったわ……」

　霧恋と雨音は、先程、西南が座っていたベンチにフラフラ～～っとやって来ると、崩れ落ちるように座った。

「いやあ、霧恋にあんな特とく技ぎがあるとは思わなかったよ。縛り方もムチの使い方も堂に入いったものじゃない」

「……じ、ＧＰの捕ほ縛ばく術じゆつの応用よ」

　と言い訳わけをしてはいたが、少なくとも手て際ぎわを見れば、実じつ際さいに何度か経けい験けんがあるのは明白だった。

「ムチは？」

「ムチって本来、武ぶ器きなのよ！…………昔、いろいろな武器の使い方を教わった事があるから、ってだけの事よ」

「なァ～～るほど、さすが鬼教官殿。ムキムキの男共だけでなく、ムチムチのお姉様方にも大評ひよう判ばんってわけね」

「あのね！」

「さっきの連中、全員、トロンとした目で『あああああ、もっとぉ』とか言ってたしねぇ……さすが瀬戸様、アイリ様の後こう継けい候こう補ほ、鍛きたえ方が違ちがうわ」

　雨音の言う後継とは、もちろん彼女達の悪評の部分だ。

「誰が後継候補よ！　怒おこるわよ!!」

「まあ夢乃の言う通り、私の知らない霧恋を見ちゃったなぁ」

「あああああああああ……」

　霧恋は恥はずかしさのあまり耳まで真っ赤になると、ヘナヘナっと脱だつ力りよくし頭を抱かかえた。

「大丈夫、大丈夫！　西南には内ない緒しよに…………あっ、西南！……とエルマ？」

「えっ？」

　霧恋は顔を上げ雨音の指さした方向を見た。そこには仲良く並ならんで歩く、西南とエルマの姿があった。

「う～～～ん……あそこの秘ひ書しよ軍ぐん団だんは秘書長以下、まともな人間揃ぞろいだから、エルマもそうだと思い込んでいたけど……」

　雨音はまるで、老練の刑けい事じが容よう疑ぎ者しやを睨み付けて推すい理りをしているような感じで、腕を組み、右手で顎あごを撫なでていた。

「そんな、まさか……エルマが西南ちゃんの相手？」

「そもそもアイリ様は、アカデミー理事であると同時に、アカデミー最高の頭ず脳のうにして、最高の趣しゆ味み人、アカデミーの栄えい誉よと同時に悪評の象しよう徴ちようでもある哲てつ学がく士しなんよ！　そしてエルマはその私し設せつ秘書！…………これは、ちょっと油ゆ断だんしたかもね」

「もしかして昨夜、急にアイリ様がいらっしゃったのは……」

「今日の買い物に関係あるかもな。下着、怪あやしげな玩具おもちや、怪しげな風ふう俗ぞく」

「そんな……まさか三人で！」

「フッ、何やら核かく心しんが見えて来たな」

　雨音はニンマリと笑えみを浮うかべた。

「もしそうだとしたら、私……西南ちゃんのご両親になんと言ってお詫わびすれば……」

「ほら、落ち込むのは後にしろよ、見失うぞ！」

　へたり込む霧恋を、強ごう引いんに立たせると雨音は西南達の後を追った。

　　　　×　　　　×　　　　×

「なるほど初月給プレゼントか……」

「……まさかエルマさんに、こんな所で出会うなんて思いもしませんでした」

「大丈夫よ、他の人には内緒にしておくから。それに何を買ったかを知らなければ、何が貰もらえるかを想そう像ぞうして、十分楽しめるものね」

「ハハハハ……プレッシャーだなぁ……」

　西南は困こまったように頭を搔かいた。そんな二人の背はい後ごには、雨音と霧恋が付かず離れずついて来ていた。

「ねえ西南君。もし買う場所が決まっていないなら、以前、アイリ様に教えていただいた穴あな場ばがあるんだけど、どうする？」

「えっ？　穴場、ですか？　まあ昨日一ひと晩ばん、ネットで探さがしてある程てい度どは決めてあるんですけど……」

「本当にいい場所は、ネットになんか載のって無いものよ」

「わかりました。じゃあ、お願いします」

「と、なると……西南君、そこまでは遠いから転送ポッドを使いましょ！」

　エルマは通りの脇わきに設置された転送ポッドへ、西南を引っ張ぱり込んだ。

　直後、バシュッと転送される。

「西南ちゃん!!」

「エルマめ、気付いてやがったか？……この一級刑事をなめんじゃないわよ！」

「元、二級でしょ！」

「こんな時にそんな事どうでもいいっしょ！　気分の問題よ、気分の！　それより転送先を割わり出さなきゃ！」

「ちょっと待ってて！」

　霧恋は転送ゲートの管理システムにアクセスし、転送先の割り出しを始めた。だが繁はん華か街がいだけあって転送ゲートの場所も使用者も多い。そして転送ゲートの使用が一度だけとは限かぎらなかった。

「根気よく行くしかないわね」







「西南君、こっちよ」

　いくつかの転送ゲートを利用し、最後のゲートから出て来た場所は、リング上部にある閑かん静せいな住宅街だった。そこから数分ほど移い動どうすると、ハイウェイの上にある大きな公園へ出た。そして公園の遊歩道を突つき当たりまで行くと、エルマは横道へと入り、屛へいの方へと走り出した。

「あっ、やってるやってる。西南君、あそこよ」

　エルマは屛から乗り出すように、下の方を指さした。エルマの横に駆かけ寄よった西南が見たものは、ハイウェイの中央に沿そって造つくられた、幅はばが百メートルほどの長細い公園に並ぶテントや露ろ店てん、大型小型の車を使った大規き模ぼなバザーだった。

「へえ、こんな所があるんだ」

「じゃあ行きましょう」

　エルマは西南の手を引いて、屛の横にある階かい段だんを降おりて行った。

「掘ほり出し物を見つけるなら、絶ぜつ対たいここよ。中古やジャンク品も多いけど、引いん退たいした職しよく人にんや技ぎ術じゆつ者、一いつ般ぱん人のハンドメイド、中には現役一流メーカーの職人が、趣味で作った物もあるのよ」

「へえ、凄すごいんですね」

「ここにはプロのバイヤーだって仕入れに来るほどだから、西南君の探さがし物はきっと見つかるわ」

「でもこれだけ沢たく山さんのお店があると、どれにしようか迷まよっちゃいそうですね」

「そうね…………でも、まだ時間はあるわ」

　エルマは何かを吹ふっ切ったように、西南を引っ張って目の前の、ぬいぐるみがたくさん置いてある雑ざつ貨か店に向かった。

　人形や小物類を楽しそうに選んでいるエルマを横目に、西南は色とりどりのぬいぐるみの中から一つを取り上げてマジマジと見つめた。

「ぬいぐるみか……確かく実じつに喜んでくれそうなのは美み兎と跳とさんだろうけど……瀬戸様のような人に贈おくるには微び妙みよう、というかアカデミーに来て何をやってるの？　って言われそうだよなぁ」

　霧恋くらいつき合いが長ければ、好きな傾けい向こうとかが分かるので、無ぶ難なんそうなぬいぐるみを選ぶ自信はあった。

「いや、まてよ。それ以前に……」

　そこにあるぬいぐるみ達は、当然地球の動物を模もした物ではない。瀬戸の船の中で見たヤツや、こちらに来てからの映えい像ぞうで見た物もあるが、ほとんどがどんな動物がモデルとなった物なのか見当もつかない。

「下手に嫌きらいな動物とか選んだら事だものなァ……ん？」

　ふと、手に持ったぬいぐるみに、縫ぬい目めが見えない事に気付いた。結けつ構こう細かな形けい状じようの物にも、まったく縫った跡あとも見られず、潰つぶした感かん触しよくも柔やわらかくすぐさま元の形へと戻り、しかもほんのりと暖あたたかさも感じるのだ。

「へえ、こう言った物にも凄い技術が使われてるんだなァ」

「何かいい物は見つかったかしら？」

「ぬいぐるみは、ちょっと難むずかしいかなぁ、って……」

「フフッ、そうかもね。じゃあ次に行きましょう」

「昨日色々調べてて思ったんですけど、俺ってつくづくこういう事と無む縁えんだったんだなあって」

「すぐに決めなくてもいいんじゃないかしら。一通り回ってみて、ゆっくり考えて決めたらいいのよ」

　エルマはニッコリ笑ってそう言った。

　洋服──靴くつ──小物──食器──化け粧しよう品ひん。

　玉石混こん淆こうの中、エルマは確実によさそうな店を判はん断だんして、入って行った。本来、西南の予算で買える物は、どうしても大量生産の規き格かく品ひんとなってしまう。しかし穴場と言うだけあって、ここではハンドメイドの出来の良い品が格安の値ねで売られていた。

　エルマは手て慣なれた風に、店の人とちょっとした世間話をして、商品情じよう報ほうや他店の情報を入手しては移動を繰くり返した。そのおかげで男だん性せいに贈おくる物は全て揃そろったし、女性へ贈る物の大まかなプランがまとまって来たのだった。

　　　　×　×　×

「あっ！」

　と、西南はあるテント張りの店で足を止めた。そこにはなんと、地球の品々が並べられていたのだ。

「おや、お兄さん。何か気に入った物はあったかい？」

　頭に大きなスカーフを巻まき、大きなサングラスをかけ、藍あい染ぞめのはっぴを着た少女がパイプイスに座すわったまま声をかけて来た。

「あっ、これなんか面おも白しろそう」

　と、商品を眺ながめていたエルマが、何かを手に取り眺めている。

「ねえ西南君、これ、お茶とかお酒を入れるのにいいんじゃないかしら？　ワインクーラーに入れて冷やすのに丁度いい形よね」

「えっ？……って、それっ！」

　と、西南は思わず声を上げた。にこやかにエルマが持っていたのは、なんと溲し瓶びんだったのだ。それは病院の常連、西南にとって見慣れた懐なつかしい物だった。

「いや、エルマさん……それは……」

「ダハハハハハハ～～！　うん、確たしかにいい使い方だ」

　その少女は、子こ供どもに似につかわしくない豪ごう快かいな笑い声を上げ、大きく頷うなずいた。その勢いに圧おされたのか、

「そうですか？　地球の物なんて珍めずらしいし、買っちゃおうかな？」

　と、エルマはにこやかな表情で、身も凍こおるような事を言い出した。だがエルマが手にしている物がどういう物であるかを、ズバリと言うのを躊躇ためらった西南は、何とか誤ご魔ま化かそうと必死で考えた。

「いや、エルマさん……珍しいと言っても、俺も霧恋さんも地球人だし、雨音さんやアイリ様も地球の事には詳くわしいし、地球での使い方とは、ちょっと外れますんで……」

「あっ、そうか。それじゃあ、やめておいた方がいいか……」

「ちょいとお兄さん、商売の邪じや魔ましちゃ困るよ」

「邪魔もしたくなるでしょ！…………ちなみにあれって、一応、新品なんだよね？」

　不満げな声を上げる少女に近寄ると、西南は小声で言った。

「うんにゃ、使用済ずみ」

「だったら余よ計けいダメでしょ！　君、あんなのでお茶吞のみたい？」

「…………クスッ♡」

　その少女は少し考えた後、頰ほおを染めて驚おどろくほど大人びた笑えみを浮うかべた。

「そうね……まだ西南殿どのには早いか」

「どういう意味……かな？　というか、なんで俺の名前を知ってるの？」

「さっき彼女が呼よんでたろ？　それに地球の物を扱あつかってて、西南殿の名前を知らない奴やつはいないさ」

「ああ……、なるほど」

「フフフ、でもお茶やお酒を入れて冷やす、か……意外と流は行やるかもね」

　その口調は商売人のものだった。だが、彼女が流行らそうとしているものは溲瓶。しかもその使用方法は地球人から、いや、さんざんお世話になった西南からすると、著いちじるしく許きよ容ようしがたい内容だ。

「流行らさないで、お願いだから」

　西南は手を擦こすり合わせながら少女に懇こん願がんした。

「え～～～っ」

「君の商売を邪魔するつもりはないけど、あれを飲料用に使うのだけは……」

「ったく仕方ないねぇ……でも、買って行った人間がどう使うか、それが結果的にどうなるかまで責せき任にんは持てないけどね、ウフフッ」

「積極的、意図的じゃなきゃいいです。…………ん？」

　これ以上の説得は無理そうだと思った西南は、懐なつかしい匂においのする店内を見み渡わたし、小さなリボンの先に付いた鈴すずを見つけた。別に何が気になった訳わけでもないが、西南はそれを指さした。

「じゃあ、これを」

「毎度ありぃ。ふむ、いい買い物をしたかもよ、お兄さん」

　その少女はニッコリと微笑ほほえんだ。

　　　　×　×　×

「あら、西南君。それにエルマも」

　次の店を探しながら歩いている西南達を呼び止める声があった。西南がふり返るとそこには、パンパンに膨ふくらんだ大きなリュックを背せ負おったアイリが立っていた。

「げっ！　アイリさん！」

「げっ！　って何？」

「あっ、いえ、まさかこんな所で会うなんて…………そうか、ここってアイリさんに教えて貰もらったって……」

「アイリ様、お買い物ですか？」

　アイリに絡からまれそうになるのを、絶ぜつ妙みようのタイミングでエルマは横から話しかけた。

「そうなのよ。お店の仕入れなんかをちょっとね」

　アイリのリュックからは首の長い鳥のような動物が顔を出し、恨うらめしそうにこちらを睨にらんでいた。そしてそれ以外にもリュックの中からは、小さな鳴き声がいくつも聞こえて来ていた。

（途と中ちゆうでペットを売る店とかあったけど……もしかして……）

　西南は慌あわてて頭かぶりを振ふり、その事について考えるのを止やめた。

「それよりあなた達こそ、なあに？　二人して仲良さげにさ……」

「い、いや、そんなんじゃなくて…………友達にプレゼントをしようと思って」

「ほう、プレゼントとな？　で、エルマにアドバイスを？」

「いやぁ～～まあ、そんなところです」

　と、いきなりパンフレットモニターを起動させ、アイリはネックレスを指さした。

「私、これでいいわよ」

「……はっ？」

「じゃあ、今晩待ってるから。じゃあね」

　と、リュックを軽々と背負うとスキップで去って行った。

「ウフフッ、西南君。私がアドバイスするって言ったら、プレゼント相手はどう考えても女性って事になるでしょ？」

　エルマは、不思議そうにアイリを見送る西南に言った。

「うっ!?……なるほど」

「でもやっぱり、女の人にはアクセサリーが無難かもね」

「う～～～ん……やっぱりそうかぁ」

「そうそう」

　西南は頷くエルマを見、そしてアイリが起動したパンフレットを見た。だがアイリが指さしたネックレスは途と轍てつもない値ね段だんだった。

（とはいえ、これは却下だよな……）

　パンフレットモニターから視し線せんを逸そらし、西南はアクセサリーを売っていそうな辺りの店を見回した。

「あっ！」

　と、何かに気付いた西南は、エルマの手を取って走り出した。

「!!」

　西南にがっちりと握にぎられた手を見て、エルマの頰が僅わずかに赤く染まった。

「エルマさん、こっちこっち！」

「ちょ、ちょっと西南君!?」

　二人の前方には、大型の二階建てバスを改かい装そうして造った、お洒落しやれなジュエリーショップが見えていた。

「昨日ネットで調べていた時に、気になっていたんです。こんな所にあったんだ」

　西南達は後部に回り込み、厚みのある円えん盤ばん状じようの店内へと入って行った。そこには若わかい男女の客が大勢、ショーケースを覗のぞき込んでいた。

　店内はキャンピングカーの居い間まのような場所を改かい造ぞうしたらしく、円形状の室内の壁かべに沿そって置いてあるショーケースの下には、ソファーがあった。

「ええ、これがこんな値段？」

　エルマは感かん嘆たんの声を上げ、ショーケースを覗き込んだ。凝こった細工に美しい造形は、西南が見ても素す晴ばらしい物であり、しかも驚おどろくほど安く、今度は誰だれにどれを選べば良いかが分からなくなるほどだった。

「わあ、これカワイイ……」

　エルマの見ているものは、動物を彫ほり抜ぬいたメダルをつなぎ合わせた腕うで輪わだった。

「ほんとだ……細かいなぁ」

「私、滅めつ多たにアクセサリーとか買わないんだけどこれだったら……あ、いけない。私のことより、早く西南君のお買い物を済すませなくちゃね」

「いいえ、ものすごく参考になります」

　西南は、ショーケースのアクセサリーを誰にどれを贈ろうか具体的に考え始めた。

「フフッ……」

　───エルマ。

「！」

　微笑むエルマに、突とつ然ぜん、生体通信特有の違い和わ感かんと共に、男の声が聞こえて来た。

　その生体通信を使ったものは傍ぼう受じゆされにくい反面、短たん距きよ離りでのやり取りしか出来ない。エルマは一いつ瞬しゆん、辺りを窺うかがおうとしたが、すぐにそれを止めた。

　───監かん視し者か…………ご苦労な事ね。私が裏うら切ぎるとでも？

　───我われらの役目は、お前を無事に脱だつ出しゆつさせる事だよ。

　───あなた方が代わりに、というわけじゃないのかしら？

　───そこまで甘あまくはあるまい。

　───そう……無む駄だ骨ぼねになるかもしれないけれどね。

　───そうならない事を祈いのっているよ。

　───………。

　───老ろう婆ば心しんながら言っておくが、時間が経たてば経つほど、脱出が難むずかしくなる事を忘わすれないようにな。

　監視者達が通信を切ったのか、距離を置いたのかは分からないが、フッと違和感が無くなった。

「…………」

「エルマさん、エルマさん……」

「……えっ？」

　ハッと我に返ったエルマは、心配そうに見つめている西南に気付いた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　昨夜から食事もあまり進んでなかったようですけど……疲つかれているんじゃないですか？」

「あっ……ああ大丈夫よ。欲ほしい物がいっぱい有り過すぎちゃって、ちょっと予算とにらめっこしてたの。気をつかわしちゃってゴメンね」

「そうだったんですか。じゃあ、ちょっとどこかで休みませんか？　俺も何を買おうか、考えがまとまらなくて……それにお腹なかも空すきましたから」

「そうね……じゃあ、そうしましょうか」

　エルマは心配する西南から視線を逸らし、店の外へと歩き出した。

　　　　×　×　×

「おのれエルマめ～～～！」

　雨音と霧恋は西南とエルマを追って、幾いくつもの転送ゲートを僅わずかな手がかりを探さがしつつ追いかけていた。

　霧恋がデータを収しゆう集しゆう、雨音のカンで絞しぼり込む。そして移い動どうし手がかりを探す。幸いな事に白毛のワウ人は珍めずらしいので、目もく撃げき者を探すのは比ひ較かく的てき容よう易いだった。しかし、それも霧恋と雨音の類たぐい希まれな能のう力りよくによって、転送ゲートの絞り込みが正せい確かくだからこそだ。

「行ったり来たり行ったり来たり……あいつ一体、どれだけ経けい由ゆしてやがるんだ？」

「西南ちゃんがＮＢを連れていれば、もっと簡かん単たんなんだけれど……」

「そういやＮＢはどこへ行ったんだ？　アクセスは？」

「出来ないの。それより次の候こう補ほが出たわよ」

　霧恋が提てい示じした候補を、雨音が絞る。一番怪あやしそうな候補を選び、二人は転送ゲートへと飛び込んだ。







　西南とエルマはバザー会場からちょっとした軽食を買うと、十キロ程ほど離はなれた周回公園に接せつした大きな木々のある公園へとやって来ていた。

　そこはハイウェイを走る車の音も、人の喧けん噪そうも聞こえない静かな場所だった。二人はベンチに腰こし掛かけ西南は食事を、エルマはお茶を手に、ボンヤリと風景を眺ながめていた。

　三十分ほど経った頃ころ、食事を終え、飲み物を飲んで一息ついた西南は、そっとエルマの様子を窺った。

「具合の方は大丈夫ですか？」

「……ええ大丈夫よ」

　微笑ほほえむエルマはまだどこか不自然な様子だった。

「ねえ、西南君。私の事はいいから、お買い物をしてらっしゃい」

「いや、でもエルマさんは？」

「昨夜はアイリ様につき合わされたから、クスッ、今ごろになって眠ねむくなって来ちゃっただけなの。私はここで休んでるから。それに急がないと、欲しい物が売り切れちゃうかもしれないわよ」

「そ、そうですか…………わかりました。じゃあちょっと行ってきます」

「……行ってらっしゃい」

　軽食の入っていたケースをゴミ箱に入れると、西南は近くの転送ゲートへと走って行った。エルマは西南を見送ると、上着のポケットから小型の拳けん銃じゆうを取り出し、それを悲しげに見つめた。

　　　　×　×　×

「そうですか、ありがとうございます」

　雨音と霧恋は、ついに西南とエルマが最後に出て来たゲートへと到とう達たつしていた。そして近くの公園でエルマの目撃情じよう報ほうを得たのだった。

「あの先って、確たしか有名なバザーが行われているんだったわよね？」

「ええ、もしかしたら……とにかく行ってみましょう」

　　　　×　×　×

　西南が戻もどって来た時、あのアクセサリー屋には、結けつ構こうな列が出来ていた。だが客きやく層そうは先程とはうって変わって、一見して金持ち、と言った感じだった。

　その人達は、それぞれがリゾート地の、店外カフェのようなイスにテーブル、大きな日ひ傘がさの下でお茶を飲んでいた。

（デザインが違ちがうから、それぞれの人が持ち込んだ物なんだろうな……）

「失礼、あの店にご用でしたら、列の最さい後こう尾びはあちらでございますよ」

　並ならんでいる客の執しつ事じらしき男が、丁てい寧ねいな口調で西南に話しかけて来た。だがその主人達は明らかに西南を場違いな者として、小こ馬ば鹿かにしたような目を向けていた。

「さっき来た時とはずいぶん、その、様子が違うようなのですけど……」

「この店の、オーナーの方が見えられたからですよ」

　その執事の視し線せんの先を見ると、客と親しげに話している老人と、その秘ひ書しよらしき女じよ性せいが居いた。偶ぐう然ぜんか、その秘書らしき女性は西南の方を見て微笑んだ。

「！」

　驚おどろいた西南は反はん射しや的に彼女に一礼すると、執事に礼を言い、列の後ろへと向かおうとした。が、その時、

「お待ち下さい、山田西南様」

　背はい後ごから西南を呼よび止める声に振ふり向くと、そこには店内にいた老オーナーの秘書が、こちらに向かって小走りに駆かけて来ていた。

「山田西南様ですね」

「は、はい。そうですが」

「もしかして、こちらにご用ですか？」

「はい、そうですけど……？」

「先程もお見えでしたでしょう？　さあどうぞこちらへ」

「えっ？……でも」

　外で並んでいる客達の、驚きよう愕がくと呆ぼう然ぜん、そして刺ささるような視線の中、半なかば強ごう引いんにその女性は、西南を店内に招まねき入れた。

「おや、君のお客様かい？」

　老オーナーはニッコリと秘書と西南に向かって微笑み、西南は小さく一礼を返した。

「はい。後はお願いしますね」

　秘書は老オーナーとその客に一礼し、そのまま西南を連れて店の奥おくへと向かった。

　　　　×　×　×

「どうぞ」

　店の奥は圧あつ縮しゆく空間になっているらしく、大型二階建てバスにはあり得ないほど広い、ちょっとした展てん示じ場じようのような空間があった。そこにはガラス柱のケースに入った、煌きらびやかな装そう飾しよくが施ほどこされたアクセサリーが並んでいた。それはＮＢやアイリに強ゆ請すられた物より、遥はるかに凝こった技ぎ巧こうの、見事な品々であった。

「ご所望でしたら、外の品とさほど変わらない金きん額がくで、お譲ゆずりいたしますよ」

　西南の不安顔に気付いたのか、その女性は微笑みながら言った。

「いえ、そんな！」

　ハッキリ言って、タダより高い物はない。これだけ豪ごう華かな物を、それだけ安くするには普ふ通つう、何らかの裏うらが在あるのが当然だ。

「申し遅おくれました。私は立たつ木き琥こ雪ゆきと申します。樹じゆ雷らい、竜たつ木き家縁ゆかりの者ですのでご安心を」

「そ、そうだったんですか」

「ここに並んでいる品も、店てん舗ぽに置いてある品も、職しよく人にんの本番前の試作品や、練習、あるいは売れ筋すじとは外れているものの、職人が作りたいと思った品なのです。使われている素そ材ざいは安い品ですし、宝石類も全すべて合成品です」

　西南の不安を察した琥雪は、安価な理由を説明した。

「でも、凄すごく綺き麗れいですね。細工も細かくて見事だし……。あっ、でもあまりこういう物を見た事は無いんですけど……」

「フフッ、作った職人達も喜びますわ。本来、ここの品は、そう仰おつしやって下さる方にお譲りしたいのですけど……失礼、ちょっと愚ぐ痴ちになってしまいました。ここにお呼びしたのは、こちらの物をお見せしたかったからですの」

　カウンターバーで使うような、高めのイスを指し示しめしながら、琥雪は西南の横で立ち止まった。西南がイスへ座すわると、天てん井じようから大きなガラスの板柱が現あらわれた。

「……うわっ、綺麗だ」

　その柱の中には、一センチから十センチほどの珠たまが浮うかんでいた。それは多種多様のビー玉やトンボ玉のような感じだったが、どれも光を浴び、ホログラムフィルムやオパールのように淡あわい光を放っていた。

「これは樹雷でのみ、見つかっている琥こ珀はくです」

「琥珀？」

「樹木の樹じゆ脂しが地中で固化、化石となったものです。琥珀は宝ほう飾しよく品ひんにする時は、他の貴き石せきと同様に加工研けん磨まされます。しかしここにある物は、自然にこの形になった物ばかりなんですよ」

「自然に……ですか。琥珀の事は全く詳くわしくないんで、よく分からないんですが、それは珍めずらしいんですか？」

「はい。かなり厳きびしい条じよう件けんが組み合わさって出来ます。たいてい琥珀は、色の濃のう淡たんはあるものの、基き本ほん的には飴あめ色いろをした物が主です。が、こちらのように多種多様の色しき彩さいや内包物のあるものは、銀ぎん河が最大といわれる種類の樹木がある、樹雷ならではです。特に自然に球体、その中でも真球となった物は、昔から樹雷の皇おう族ぞくへ献けん上じようされてきた物で、皇おう玉ぎよくとも呼ばれています」

「そ、そうですか………でも、そのような貴重な物はさすがに……」

「ご予算の事ならお気になさらないで下さい。皇玉は売り物ではありません。ここにある物は全て私の私し的てきコレクションですから、基き礎そパーツ代の加工賃と、ケースのお代のみで結構ですよ」

「でもいいんですか？　そんな貴重な物を」

　そうまでしてもらう理由が分からず、西南はどんどん不安になって来た。

「商売をするには数が少なくても、知り合いにお譲りするには十分な数があります。真球は無理ですが、いびつな物なら数百単位でお分けできますよ。もちろんいびつと言っても見た目ではほとんど分かりませんけど」

「あの、知り合いと言われても、今日が初対面では……？」

「申し訳ありません。水穂様や林檎様からよくお話を伺うかがうものですから。それに……西南様がこちらをプレゼントなさるのは多分、私も見知った方々でしょうし」

「は、はあ……」
















　と、西南は皇玉を見て、ある事に気付いた。

「もしかして、外で待っていたお客さんは……」

「はい、皇玉をご所望の方々です。いつもオーナーがお出いでになると、長話をなさって行かれます」

　つまり本来の持ち主が琥雪であると知らない者達が、老オーナーと知り合いになろうと必死なのだ。

「はあ、なるほど……」

　先さき程ほど、西南に刺さるような視線を送っていた客達が、琥雪の客だと知って、急に興きよう味みを無くしたように無視しだした事を思い出した。

「なんか、外で待っている人達が、ちょっと気の毒な感じが……。俺なんか、そこまで熱心というわけじゃないのに」

「初めて出たお給料で、お世話になった方々にプレゼントをなさるのでしょう？」

「なっ、何な故ぜそれを？」

「この時期はそういうお客様が多いんです。午前中に見えられたお客様の半数はそうですし、私共としても、そういうお客様の方が嬉うれしいのです。このバザーの場にお店を開いているのも、ブランドでは無く、純じゆん粋すいに作品をお気に召めしてお買い上げいただくのが目的ですから」

　琥雪はそう言うと、ちょっと表ひよう情じようを曇くもらせた。この店が抱かかえている職人の中には、その名前だけで売れる者達も多く、その職人が趣しゆ味みや手て慣ならし、あるいは何かを作る時の試作品などをここで安く手に入れ、それを原型として高こう価かな素材でレプリカを作ろうとする者達もいるのだ。

「はあ、なるほど」

「ですからぜひ、これは西南様にお買い上げいただきたいのです」

「わかりました………あっ、でもそんな貴重品、贈おくった後に着けて大だい丈じよう夫ぶかな？」

　その心配は、運の悪い西南ならではだった。表で待っている金持ちそうなお客がいる以上、それがあまりに稀き少しような場合、身に着けて歩くのは危き険けんな場合だってある。ましてや西南が関かかわった場合、その確かく率りつを上げてしまうおそれもある。

「皇玉はレプリカも多いので、大丈夫ですよ」

「そうなんですか？」

「ええ、いろいろなメーカーから出ているのですよ。……クスッ、しかも使用している素材も良い物を使っていますから、本物の皇玉よりはるかに高くつくんです。ちゃんと調べない限かぎり、一見して真しん贋がんの違ちがいは、普通の方には分からないと思います。もちろんこちらの本物には、ナノサイズでシリアルナンバーを付けていますし、一つ一つ特とく徴ちようを記した台帳もありますが、それは公開していませんのでご心配なく」

「そうですか、よかった」

「では西南様、差し支つかえなければ、どのような方にプレゼントなさるかを、教えていただけますか？　その方の好みや合う色などを決めるお手伝いができますから」

　琥雪はそういうと、あらゆる企き業ぎようの顧こ客きやくリストへとアクセスを始めた。

　　　　×　×　×

「ここで買い物をしていたのは間違いないようね」

　霧恋と雨音は、色々な店に聞き込みをしつつ、辺りを見回しながら移い動どうしていた。

「そこ行く綺麗なお嬢じようさん方、何か買ってかない？」

　と、店の奥から声をかけられた霧恋は、声の主を見て血相を変えた。

「わっ、鷲わし……」

　思わず叫さけびそうになった霧恋だが、少女が唇くちびるに人差し指を当てたのを見て、咄とつ嗟さに口を塞ふさいだ。

「山田西南殿どのをお探しかい？」

「ご存ぞんじなのですか!?」

　霧恋は少女に近付き、小声で尋たずねた。

「ああ、白毛のワウっ娘こと一いつ緒しよだったよ。ここに顔を出したのは一時間ちょい前だったけど、ついさっきも一人で歩いているのを見たから、まだそこら辺にいるんじゃない？」

「そうですか、ありがとうございます」

「なあ、霧恋」

　先を急ごうとした霧恋を、雨音が呼び止めた。

「これ、ちょっと良さそうじゃない」

　と、雨音が持っているのは、先程エルマが欲ほしがった溲し瓶びんだった。

「なっ!?」

　西南がよくそのお世話になったように、霧恋も、それで西南の下しもの世話をよくしたものだった。

「こいつにお酒とか入れて、クーラーで冷やせばいい感じじゃない？」

「バッ、バカ言わないで！　これは……」

「ダハハハハ～～！　ちなみにそいつは新品じゃなくて、使用済ずみ！」

　真っ青になって慌あわてる霧恋に、その少女は爆ばく笑しようしながら言った。

「そんな物を売らないで下さい！」

「え～～～っ!?　ちゃんと洗あらって殺さつ菌きん済みなのに？」

「あんな物でお酒を飲みたいんですか!?」

「クックック、西南殿と同じ反はん応のう。そう言えば白毛のワウちゃんも、そっちの彼女と同じ使い方をしようとしていたんだよねぇ」

「お願いですから、あんな物を売らないで下さい」

「あれって、近くの病院の廃はい棄き物ぶつなんだけどさ、西南殿も使ったかもしれない物だと思うと、ちょっとドキドキしない？」

「しません！　そんなマニアックな趣味はありません」

「え～～～………柾まさ木き家ってのは真ま面じ目めだねぇ、天てん地ち殿も阿あ重え霞か殿もそうだけどさ。もうちょっとこう……」

「雨音、さっさと行くわよ！」

　霧恋は少女を無む視しするように、雨音から溲瓶を取り上げ、元あった場所に置くと、雨音を引きずるように店から離はなれて行った。

「ええっ？　ちょっと霧恋！」

「西南ちゃんを捜さがすのが先でしょ！　まだここらにいるらしいわ」

　遠ざかる霧恋達と入れ替かわりに、若い男女が溲瓶を手に取った。実はこのカップル、先程、雨音が溲瓶を持っているのを横目で見ていたのだ。人が興味を示す物は、普ふ通つうより良く見えるものだ。

「すみません、これ下さい」

　カップルの女性は、嬉しそうに溲瓶を持ち上げた。ちなみに、そのカップルの使用目的は雨音達と同じだ。

「毎度ありぃ～～～。ニャハハハ～～」

　彼女は別に、意地悪をしてるわけでも、悪意があるわけでもない。この世界の人間が、地球の物を、どういう使い方をするかに興味があるだけだった。

　　　　×　×　×

「せっかく面おも白しろそうな物だったのに……」

「そうね、確たしかに面白い物だったわよね」

　ブツブツと文句を言う雨音を引き離すように、霧恋は早足で歩いた。

「今日の夕食に使おうかと思ってたのにさ」

「そうね、きっと西南ちゃんもアイリ様もビックリするでしょうね」

「何を怒おこってるんだ？……いた！　西南だ！」

　雨音の指さす数百メートル先に、今まさに転送ゲートに入って行く西南の姿すがたを、霧恋も確かく認にんした。咄とつ嗟さに走り出そうとするものの、間に合うはずもなく、霧恋は転送先の特定を始めた。使っているゲートが分かっていれば、転送先の特定は一いつ瞬しゆんだ。

「行くわよ！」

　霧恋と雨音は同時に転送ゲートに向かって走り出した。数秒後にゲートに到とう達たつした二人は、転送先を指し示じした。だが……、

　ピ～～～～！　っと警けい告こく音おんが鳴り、転送は行われなかった。

「どうして!?」

「ダメだわ！　転送先のゲートが封ふう鎖さされてる!!」

「じゃあ、一番近いゲートへ！」

「それも封鎖されているのよ！」

「じゃあ走る！」

　ゲートを飛び出した雨音は凄すごい勢いで走り出し、すぐさま霧恋も後を追った。







　エルマはベンチに座すわったまま、冷たい目で手にした拳けん銃じゆうを見つめていた。と、地面にまかれたエサをついばんでいた小鳥達が一いつ斉せいに飛び立った。

「！」

　拳銃を握にぎったまま、エルマは右手をポケットの中に突つっ込こんだ。

「すみません、遅おそくなりました！」

　貴き重ちよう品ひん用のケースを手にした西南が、エルマに向かって駆かけ寄よって来る。エルマは、無表情のまま西南を迎むかえるように立ち上がった。

「たくさん種類があって迷まよっちゃいました。アハハハ」

「…………」

「でもお店の人がアドバイスをくれて……」

「西南君……そのプレゼント……誰だれに渡わたすの？」

「えっ？　それは……えっと」

「教えて……私が……渡しておいてあげるから」

　エルマは懐ふところの銃をゆっくりと取り出し、西南に向けた。

「!!」

　黒光りする銃口を見た瞬間、西南の身体からだが硬こう直ちよくした。何か言おうとするが、言葉が出ない。ただカチカチと歯の鳴る音が伝わって来るだけだった。

「やはり、あの時のトラウマが残っているのね」

　エルマの冷たい口調と目が、フラッシュバックでタラントの顔と重なる。

「あ……ああ……」

　冗じよう談だんだと、夢ゆめだと思いたかった。しかし皮ひ肉にくな事に、西南の経けい験けんが、目の前の危機を本物だと告げていた。だが、次の瞬間、西南の歯鳴りが突とつ如じよ止やんだ。西南の意い志しとは関係なく、西南の本ほん能のうが動どう揺ようを急速に静めて行った。

　そのきっかけとなったのは、そこにエルマと西南の二人しかいない事だった。つまり被ひ害がい者しやは西南一人という事なのだ。リナミクスの時は、美兎跳を始め、クルー達が居た。彼かれ等らが傷きず付つき、殺されるという恐きよう怖ふがあった。

（だが今回は自分だけだ……）

「命いのち乞ごいも、逃にげようともしないのね」

　急速に動揺が静まって行く西南を見て、エルマは悲しげにため息をついた。

　──何かを手に入れるとすぐにそれを失ってしまう……それに慣なれすぎているのね。

　以前、美み希きの不幸があった時、西南を寮りようへ送り届とどけた別れ際ぎわを、エルマは思い出した。そしてその後ろ姿を見送りながら、今と同じような大きなため息をついたのだ。

　──西南君は……ただ生きているだけ。何か大きなものを欠けさせたままで、人として生きていないんだ。

　エルマが感じた西南の中に空いた穴あなは、多くの出会いとふれあいによって埋うめられて行った。だが人の本ほん質しつは変わらない……いや、西南に確率の偏かたよりがある限り、その穴を埋めようとしたものはすぐに欠け落ちてしまうのだ。

（今、私がそれをしている）

　西南のポッカリと空いた穴を埋めてあげたいと願ったエルマが、僅わずかに埋まった穴を広げようとしているのだ。

「あなたが、ただのＧＰ隊員だったら……こんな事にならなかったのに」

　エルマは呻うめくように言った。

「〝ただの〟だったら、俺、宇う宙ちゆうにも上がってないし、エルマさんや他のみんなにも出会えてません」

「でも……少なくとも、私が貴方あなたに銃を向ける事は無かったわ！」

「エルマさんにそんな事させて、すみません。でも俺……運がわるいから……」

　西南はゆっくりと俯うつむき、悲しげに言った。それは自分の運の悪さに嘆なげいているのではなく、人に迷めい惑わくをかける事へのものだった。

「……西南君」

「でも俺、やっぱりここに来て良かった。悲しい事もあったけど、本当に楽しかった。生きてるって……本当に思えた。俺、それだけでも……」

「バカ!!」

　エルマは堪こらえきれずに叫んだ。そして次の瞬間、エルマの身体に異い変へんが起こった。

「そんな事…………、言っちゃダメよ」

　エルマの声が途と中ちゆうで変化する。

「……え？　リョーコさん??」

　西南の目の前で、エルマはリョーコ・バルタへと姿を変えたのだ。

「私も…………西南君達との生活……楽しかったのよ。出来ればずっと……ずっとあのままでいたかった……」

　リョーコの目からは大おお粒つぶの涙なみだがこぼれていた。

「私にとっても、ここが……私らしく生きていられる場所だったんだわ」

　リョーコ艦かんの自室で、西南達と写した写真を見ながら泣いた意味を、ようやくリョーコは気付いたのだった。

「……だけど！」

　リョーコは拳銃を両手で構かまえる。

「だけど……」

　西南を撃うたなければ、リョーコのクルーや家族が危あぶない。

「だけど……」

　自分が自分らしく生きられる場所と、ポッカリ空いた穴を埋めてあげたいと、渇かつ望ぼうにも似にた想おもいを抱いだいた少年。

「どうして！　何な故ぜ、逃げてくれないの！」

　そう叫さけぶリョーコ自身、西南が逃げない事を確信していた。

　リョーコをまっすぐ見つめる西南の姿は、あの時の後ろ姿と同じ、空くう虚きよなものだった。西南がようやく積み上げた、他人から見ればほんのちっぽけな幸せを奪うばい、空虚さのまま彼の人生を終わらせる────その時、リョーコが感じたものは、罪ざい悪あく感かんなどという生なま易やさしいものではない、それは慟どう哭こくにも等しかった。

　─────リョーコ・バルタ！　急げ！

　無む情じようにも監かん視し者からの生体通信が、時間切れを告げた。

「くっ！」

　正直、このまま時間を引き延のばし、西南を監視しているはずの誰かが気付いてくれる事を、リョーコは願っていた。しかしこれ以上無む駄だに引き延ばせば、裏うら切ぎりと認にん識しきされ、クルーとその家族が処しよ刑けいされるかもしれない。

（それは！…………だけど……でも……でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも、でも[image: !!!]）

　銃を持つリョーコの両手の力が緩ゆるんだ。

「……でも、やっぱりダメ」

　切なげに微笑ほほえんだリョーコは、西南も、クルー達も無事に済すむ方法を選せん択たくした。

「リョーコさん！」

　西南から少し距きよ離りを置きつつリョーコは持っていた銃を、自分の頭に押おし付けた。

　─────何をする!?

　案の定、監視者もリョーコの行動に戸と惑まどっていた。

「ごめんね……」

　リョーコが引き金を引こうとしたその時、けたたましいサイレンの音が聞こえ、

「西南！　見つけたわよっ！」

　そう叫びながら一台のミニパトカーが土煙を上げつつ、西南とリョーコの間に突っ込んで来た！

「エルマとデートだなんて、どういう……」

　窓まどから上半身を乗り出し、雨音は西南に向かって怒ど鳴なった。だが反対側のドアからエルマの方を見た霧恋からは、驚きの声が上がった。

「あなた、リョーコ・バルタ？」

「チイッ！」

　リョーコは咄とつ嗟さに拳銃を霧恋達に向けて発はつ射しやした。

「クッ！」

　その一いつ瞬しゆん前、雨音はミニパトを移い動どうさせ、銃じゆう弾だんを避さけつつ西南をガードした。と、近くのゲートからＧＰ特とく殊しゆ部隊一いつ個こ小隊が飛び出し、リョーコへと銃を向けた。

「リョーコ・バルタ！　投とう降こうしろ！」

　隊長の言葉を無む視しし、リョーコはガーディアンを起動させつつ特殊部隊へ発はつ砲ぽうした。

「気をつけろ、奴やつの搭とう載さいしているのはＳクラスだ！」

　リョーコのガーディアンは、アイリが支し給きゆうしたものだったため、いかに特殊部隊とはいえ、苦戦を余よ儀ぎなくされた。だが終わりは唐とう突とつに訪おとずれた。

　ギャイン！　リョーコのガーディアンが、ある隊員のガーディアンを貫つらぬいた瞬間、故こ障しようでもしたのか、突如、消失してしまったのだ。

　リョーコ確かく保ほを目的としていた隊員達の引き金は、その瞬間に止まったが、撃ち出されてしまったエネルギー弾を止める事は出来なかった。

　ジュッ！────対ガーディアン用に調整されたエネルギー弾は、リョーコの上半身を一瞬で蒸じよう発はつさせた。

「見ちゃダメ！」

　それを見せまいと霧恋は西南の頭を抱かかえた。

「……リョーコさん」

　西南が知る事が出来たものは、リョーコの下半身が倒たおれる、ドサッという音だけであった。

　　　　×　×　×

　現げん状じよう維い持じと検けん証しようが行われる中、雨音はアイリを睨にらみ付けながら向かい合っていた。

「これは、どういう事です？」

　雨音は後方で霧恋に寄りかかって呆ぼう然ぜんとしている西南に配はい慮りよし、小声で言った。

「とりあえず、あれに乗って。霧恋ちゃんと西南君もね」

　そう言うとアイリは、後方に降おりて来た装そう甲こうトレーラーへ歩き出した。

　車内に入り、両側の壁かべに設せつ置ちされた長なが椅い子すへと座すわった西南達の前に、リョーコの遺い体たいを入れた袋ふくろが、担たん架かに乗せられて運び込まれて来た。

「アイリ様！」

　遺体と西南を同乗させる無む神しん経けいさに怒いかる霧恋だったが、アイリは何も言わずに発進を命令した。

　装甲車が浮うかび上がり移動を始めた時、西南は無言のまま、買い物ケースの中から一つの包みを取りだした。

「それは？」

　霧恋の問いに、西南はゆっくりと口を開いた。

「初めての給料を貰もらって、お世話になった人達にお礼をしたくって……」

「もしかしてあのバザーに行ったのは……」

「何か買うならあそこがいいって、エルマさんが教えてくれたんです」

「そうだったの……でも……」

　少し口くち籠ごもる霧恋の前で、西南はもう一つ、包みを取りだした。

「そっちは？」

「これはエルマさんので、こっちはリョーコさんのです」

　西南は二つの包みを、ジッと見つめたまま言った。

「西南ちゃん……？」

「……リョーコさんは……瀬戸様の次に、俺の事、仲間にならないかって、誘さそってくれたんです。俺の事、必要だって言ってくれた人だったんです。もちろん、海かい賊ぞくはいけない事だって言って……」

　溢あふれ出す涙で西南は言葉をつまらせた。そして大きな深しん呼こ吸きゆうをし、再ふたたび話しだした。

「……………その……以前、霧恋さんが教えてくれましたよね。捕つかまった後の再さい犯はん率りつは少ないって」

「それは海賊の事？」

「……捕まえたら、海賊を止めてくれって、渡わたそうかなって思ってたんです」

「西南ちゃん……」

「俺、何を言ってるのかな？……よく分からないや」

　西南は乱らん暴ぼうに涙を拭ぬぐうと、ゆっくりと立ち上がり、リョーコの遺体の上へ二つの包みを置こうとした、が───

　ゴソゴソ、っと遺体の袋が急に動いた。

「うわあああああああああああああああ[image: !!!]」

「きゃあああああああああああああああ[image: !!!]」

　西南達三人は、腰こしをぬかさんばかりに驚おどろき、床ゆかに倒れ込んだ。

「何!?　なに？　何、なに、ナニ何なになに何ナニ何なに何ナニ何なに何これ[image: !!?]」

　ゴソゴソ動いている遺体袋を指さして、雨音は大声で叫んだ。

「あの……実はね」

　驚く西南達を、アイリは少し気まずそうな表情で見ていた。

『ああっ！　もう、ええ加か減げん、ここから出してぇな！』

　袋の中から聞こえたのはＮＢの怒鳴り声だった。

「ええええええええ!!」

　戸惑う西南達の目の前で、アイリは袋の封ふう印いんを外した。と、中からリョーコの下半身が立ち上がり、その表面がパール色へと変わったかと思うと球体へと変化した。

「あ～～～、えらい目めに遭おうたわ……。もっと訓練せえっ、てあのボンクラ共に言うといて、アイリはん！　もうちょっとでコアに当たるところやったんやで！」

「え、ＮＢ？　何でお前が？？？」

　西南は飛び上がるように立ち上がった。

「旦だんさんの所に、霧恋はん達が強ごう奪だつしたミニパトで、突つっ込こんで来た時にな、亜あ空間迷めい彩さいで潜ひそんでいた珀蓮はんと翠簾はんがリョーコはんを確保、ワイと入れ替かわったんや」

「じゃあリョーコさんは？」

「もちろん無事よ」

「よかった……」

　アイリの言葉に西南は安あん堵どのため息をついた。

「とりあえず、どういう事か説明していただけますか？」

　西南とは対照的に、表情を引き攣つらせながら霧恋と雨音は、隙すきあらば飛びかかろうという体勢でアイリを睨にらんだ。

「え～～～、説明と言っても……」

　アイリは少し離はなれた場所に避ひ難なんしながら、可愛かわいらしい声で言った。

「そもそもアイリ様はエルマがリョーコだって、いつから知ってらしたんですか？」

「それはもちろん、採さい用ようする時からよ。ＧＰへのスパイ侵しん入にゆうルートやら草の割わり出し、後はこちらの情じよう報ほうをうまく、リークするとかね」

「では、ずっとエルマを泳がせていた……というわけですか？」

「アハハハハ、まあそういう事」

　アイリの言葉を、霧恋は複ふく雑ざつそうな表情で聞いていた。

「ねえ霧恋ちゃん。もともとこの計画が立てられた当初はね、ＮＢが身代わりになるのは西南君の予定だったのよ」

「当初というのは、私達が同どう居きよを始める時ですか？」

「うん♡」

「つまり、早い段だん階かいでエルマに実行命令が出ていたら、ＮＢが西南ちゃんの身代わりになっていたと？」

「その心配は、あまりしていなかったんだけれどね。ダ・ルマーギルドからすると、その頃ころの西南君は、そこまで重要視するような人間じゃなかったし、アカデミー理事長の秘ひ書しよに送り込んだスパイを、その程てい度どの事に使う訳わけないしね。それにリョーコ・バルタの行動原理からしても、暗殺なんて手を使うはずがないもの」

「しかし先さき程ほどは……」

「ようやくダ・ルマーが重い腰を上げたんでしょうね。西南君ほどの確かく率りつの偏かたよりなんてのは、オカルトの類たぐいだもの。でもこちらの重要度は最初から最高レベルだから、ね」

「つまり護ご衛えいが強固で西南ちゃんに近付けない。だからエルマにその役を……」

「たぶん強ごう引いんに押し付けた奴やつがいるんじゃないかしら？　エルマを使い捨すてにするんだったら、それこそ私や瀬戸様クラスじゃなきゃ割わりが合わないわ。スパイとはいえ、私はエルマの事は気に入ってたし、西南君の側そばに置いておけば、いろいろと考えてくれるんじゃないかってね」

「その為ために西南ちゃんを使ったと？」

　ＮＢが身代わりになるといっても、絶ぜつ対たいでは無い。西南の場合、それがうまく行かない確率は高い。

「西南ちゃんとエルマ、いえリョーコ・バルタを天てん秤びんにかけたと、判はん断だんしてよろしいのですか？」

　霧恋は不ふ機き嫌げんそうな表情でアイリを睨んだ。それはアイリにとって、リョーコ・バルタの重じゆう要よう性せいがかなり高い事を意味し、西南をそのための道具に使われたも同然だからだ。

「あら、瀬戸様の女官が四人では不満なのかしら？」

「!!　それは……」

　それは護衛として破は格かくの人員だった。あくまでＮＢの身代わりは、万が一の場合に対たい処しよするものだったと、霧恋は渋しぶ々しぶ納なつ得とくした。だがもう一つ、霧恋には疑ぎ問もんが残っていた。

「リョーコ・バルタにそこまでこだわる意味は何ですか？」

　瀬戸が西南を高く評ひよう価かをしている事は確たしかだが、アカデミーというこちら側のテリトリー内にもかかわらず、珀蓮達四人が護衛に付くというのは、あまりに大げさすぎるのだ。しかもＮＢをリョーコ・バルタに偽ぎ装そうさせて死んだと見せかけたのも不自然、それに火煉と玉蓮は何ど処こにいるのか？

「リョーコ・バルタは、海賊からもＧＰからも人気があるもの。それがこちらの仲間になってくれる意味は大きいでしょ？」

「…………それでも……」

　そう言いかけた霧恋に、雨音が割って入った。

「それにしてもリョーコ・バルタのパーソナルなんて、よく入手出来ましたよね？」

「えっ？　まあ、私くらいになれば、いろいろな資し料りよう映えい像ぞうからだって作れるわ」

「なるほど。さすが哲てつ学がく士し」

　雨音も霧恋もアイリの表情変化を見み逃のがさなかった。少なくともリョーコ・バルタのパーソナルが、アイリ製で無い事は確かだった。

「こりゃ、思ったより裏うらは深そうだな」

　小声で言う雨音に霧恋は小さく頷うなずいた。二人はリョーコ・バルタについてこれ以上追つい及きゆうするのは無む駄だだと判断した。

「アイリさん。これからリョーコさんは、どうなるんですか？」

「全すべて彼女次し第だいね。だけど、西南君はどうなって欲ほしいか決まってるのよね？」

　スッと、アイリは手を差し出した。

「俺は………」

　西南は一いつ瞬しゆん、戸と惑まどったが、持っていた二つの包みをアイリに手て渡わたした。アイリはそれを大事そうにリュックの横ポケットに入れた。

「あ、そうそう。リョーコちゃんの事で思い出したんだけど、コマチ・京キヨウ経けい由ゆで、静せい竜りよう君から西南君に通信があったそうよ」

「俺に？」

「……『貴き様さまには負けん！』だそうよ」

「えっ？　どういう意味でしょうか？」

　不思議そうな西南の後ろで、すぐさまその意味に気付いた霧恋と雨音は、呆あきれ顔がおでこめかみを押さえていた。

「ダ・ルマーギルドに入っちゃったらしいのよねぇ……静竜君のお父様も身みの代しろ金きんが浮いたって喜んでたし……」

「ええっ!?」

「……雨音の言う通りになっちゃったわね」

「アイリ様ァ、今度あのバカに遭そう遇ぐうしたら、問答無用で撃げき沈ちんしちゃっていいですか？」

「いいとも！　アハハハハ～～～」

「わ、笑っている場合ですか!?」

　そう言う西南の横に、寄よりかかるようにアイリは座すわった。

「いいじゃない。人間には職しよく業ぎよう選せん択たくの自由があるんだからぁ。たとえそれがバカの選択だとしても、それを尊そん重ちようしなくちゃ。大だい丈じよう夫ぶ！　心配しなくても、海賊になったとしても天てん南なん特例は適てき用ようされるから、遠えん慮りよ無く撃うっちゃいなさい」

「エエッ!?」

「それより西南君。私にもあるんでしょ？　初月給のプレゼント♡」

「えっ……まあ、もちろん。その……霧恋さん達にも」

　アイリから視し線せんを逸そらすように、西南は霧恋達の方を見た。

「そ、そんな気をつかわなくても……でも、うれしいわ……」

　頰ほおを赤らめ、視線を下に落とす霧恋の顔を押おし退のけるように、雨音が怪け訝げんな顔で割り込んで来た。

「ちょっと待った！　そのプレゼントって、まさかあのバザーへ行く前に買った奴やつじゃないでしょうね？」

「ああっ!!」

　霧恋も西南のあの買い物を思い出し、立ち上がった。

「えっ？　バザーに行く前って……まさか!?」

　せっかくの良い雰ふん囲い気きが、一気に土ど砂しや崩くずれを起こし始めた。

「西南！　下着だの、大人の玩具おもちやだの、怪あやしげな場所だのに、何の用だったんだ!?」

「いや、あれは、全部ＮＢが……」

　雨音の気き迫はくに西南は思わず、白はく状じようしてしまった。どちらにしろ雨音達に現げん場ばを見られていた以上、隠かくし通すなど出来はしない。

「ＮＢィ？」

「だ、旦さん、内ない緒しよやって約束したやんか！　噓うそつきィ！」

「プレゼントの事を内緒にする代わりに、買い物をして来いって約束だろ？　物はちゃんと貰もらって来た！　だいたいあんな変な所だとは聞いてないぞ！　凄すごく恥はずかしかったんだからな！」

「ＮＢ……あなた……」

　霧恋が鬼おに教官の顔で迫せまる。

「ちゃうちゃう！　あれは全部他の人に頼たのまれて、なあアイリはん」

「あっ、こら！　ずるいぞこの小こ娘むすめ！」

　今、ＮＢを操作しているのはキルシェだ。

「アイリ様……」

　あっと言う間に真しん犯はん人にんは割れ、アイリは岸がん壁ぺきならぬ、トレーラーの奥おくの壁かべに追い詰つめられた。

「違ちがうわよ！　あの品を頼んだのは私だけじゃないわ！」

「洗あらいざらい……吐はいてもらいますよ、アイリ様」

　逃にげ出すアイリに、霧恋の手が猛もう獣じゆうの顎あぎとのように迫った。

「キャ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～[image: !!!]」

　霧恋に捕つかまった哀あわれなアイリは、ＧＰ本部へ移い動どうするＧＰ艦かんに着艦後、まるで肉にく食しよく獣じゆうに捕とらえられた獲え物もののように、装そう甲こうトレーラーから艦内の取調室へ引きずられて行った。

「助けてェ!!」

　必死で叫さけぶアイリだったが、霧恋の形ぎよう相そうに恐おそれをなし、特とく殊しゆ部隊の猛も者さ達ですらアイリを助けようとはしなかった。







　　６「序章・その一　バカの壁かべ」







　────エルマが西せい南な暗殺を実行する前日。

「だめですね、お頭かしら」

　コマチの捜そう査さは一向に進しん展てんが見られなかった。コマチの持つあらゆる情じよう報ほう網もうにもほとんど引っ掛かからないのだ。

「クソッ！　タラントの奴め……」

「思った以上に、ガードが堅かたいです。タラントのバックというのは、こちらの予想以上に奥が深いようですね」

「気に入らないな……ん？」

　と、その時、コマチの秘ひ密みつ回線にアクセスして来た者がいた。

「誰だれだ!?」

『それを説明している暇ひまは無いの。タラントに捕まったフオ・バルタからの伝言よ』

　それは若い女の声だった。

「な、何!?」

『タラントをダイ・ダルマーに足止めして、以上よ』

「お、おい！」

　だがコマチの問いに答える事なく、通信は遮しや断だんされた。

「逆ぎやく探たんは？」

「ダメです。どちらにしろこの短時間では……」

「そうか……今の通信、どう思う？」

「フオ・バルタとか言ってましたが」

　オペレーターの言葉が終わるやいなや、コマチはリョーコの副官との直通ラインを開いた。コールが一つ鳴り終わる間も無く、リョーコの副官は通信に出た。

『コマチ様？　何か分かりましたか？』

「フオ・バルタという名を知っているか？」

『なっ!?』

「急ぐ、また後でな」

　副官の一いつ瞬しゆんの表ひよう情じよう変化で、コマチは先さき程ほどの通信が本物だと判断した。

「タラントの足止めといっても……どうします？」

「そうだな……あのバカに役立って貰もらうか」

　　　　×　×　×

　豪ごう華かな内ない装そうの独どく房ぼうの中で静せい竜りようは、じっと座ざ禅ぜんを組んで瞑めい想そうをしていた。

『調子はどうだい』

　静竜のナノマシンを通し、コマチが話しかけて来た。あの一いつ件けん以来、時折情じよう報ほう交こう換かんをしているのだ。

『私はいつも絶ぜつ好こう調ちようだ！　ワハハハハ!!』

『……最近、連れ去りは起こっているか？』

　静竜のハイテンションに、コマチの言葉が一瞬途と切ぎれる。多少慣なれたとはいえ、静竜との会話には気力がいるのだ。

『ああ、何度かな。腹はら立だたしい話だ。いい加か減げんそちらで何とか出来ないのか？』

『あんたが、何とかしてみる気は無いのか？　ＧＰなんだろ？』

　コマチの口調は少し挑ちよう発はつ的だった。

『何だと!?』

『ここにはここのルールがあってね』

『フッ、好き勝手に生きている海かい賊ぞく共も、組そ織しきとなると不自由なものなのだな』

『そういう事だ』

『いいだろう。ここで大人しくしているのにも飽あきていたところだ！　どこかの星の歌にもあった───自由は向こうから来ない。だから、自分で行くんだね。一日一歩、三日で三歩、三歩進んで五歩戻もどる───とな！』

『……ん？　それでは前進しないのではないか？』

『目的地が後ろにあれば問題なかろう、ハハハハ～～～!!』

　と、静竜は勢いよく立ち上がって、目の前にあるドアに突とつ進しんして行った。

『こら！　ちょっと待て！　すぐにこちらの手の者が……』

　ドアを開けて、武ぶ器きを渡わたす。とコマチが続ける間も無く、

「ハッハッハ！　静竜キィ～～～ック!!」

　ドガァアア～～～～ン[image: !!!]　轟ごう音おんを立ててドアは吹ふき飛とんだ。と、警けい報ほうが鳴り始める。

『このバカ！　いきなり警けい戒かいされるような事を！』

『ハッハッハ！　奇き襲しゆうだ奇襲！』

　　　　×　×　×

「じ、人選を誤あやまった……」

　自艦のブリッジでコマチは頭を抱かかえていた。

「何を考えているんだ、あのバカ！　こちらの計画が台無しだ！　おい、急いで奴に武器を渡して、他の奴らを牢ろうから……」

「お頭！」

「どうした？………ん??」

　オペレーターの声に、モニターに視線を移したコマチは、監かん視し部屋へ突入した静竜が、監視員を叩たたきのめし、警報を切ったのを見た。次に静竜は隠しロッカーから大量の武器を取り出すと監視システムを破は壊かいし始めた。

「……一応、考えてはいるのだな。ちょっと感心したぞ」

「ただのバカでは無さそうですね」

　　　　×　×　×

『ワハハハハハ』

　静竜は今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすように暴あばれていた。それは散歩に出かけられる嬉うれしさで狂きよう喜き乱らん舞ぶする犬のようだった。

『ワハハ！　ワハハハハハハァ～～～～～～!!』

『まったく無茶をする……それにしてもタラントめ、そんな重装そう備びの武器を隠しておくなんて……』

『ハッハッハ！　慎しん重ちよう、狡こう猾かつというのは、裏うらを返せば臆おく病びよう者というわけだからな！』

　　　　×　×　×

「奴やつは……何者だ？」

　中央本部の会議室のソファーで、ダ・ルマーは笑えみすら浮うかべ、静竜の映うつったモニターを見つめていた。少し離はなれた対面には、緊きん張ちようした面おももちで立つ、タラントとその部下の姿もあった。

「コマチ・キョウが捕とらえたＧＰ艦の艦長と聞いてますが」

　ダ・ルマーの前方、両りよう脇わきに控ひかえている側近の一人が口を開いた。

「ほう。ＧＰの人間か……なかなかやるではないか」

　ダ・ルマーは興きよう味み深げに身を乗り出した。

「確たしか、あの場の管理者はタラント……お前だったはずだな」

　もう一人の側近の言葉に、タラントの拳こぶしは固く握にぎりしめられ震ふるえていた。

「も、申し訳わけありません！」

　うつむき、歯を食い縛しばって屈くつ辱じよくに耐たえるタラントに、さらなる追い打ちがかかった。

「こ、これは!?」

　驚おどろく側近の見ているモニターには、タラントの隠かくし部屋に入って行く静竜の姿が映っていた。

「タラント、これはどういう事だ？」

「おのれ！」

　側近の言葉に、タラントは咄とつ嗟さに銃じゆうを引き抜ぬき、部下の一人に向かって発はつ砲ぽうした。頭部を吹き飛ばされたタラントの部下は、声を上げる間もなく倒れた。

「貴き様さま！　ここを……」

「ほお、お前はあれを知らなかったというわけか？」

　側近の言葉を遮さえぎるように、ダ・ルマーは笑みを浮かべたまま言った。

「誓ちかって！」

「だが、それらを監かん督とくする立場の不ふ祥しよう事じには変わりはないぞ」

「承しよう知ちしております」

「タラント。あの者、私の元に連れて来るのだ。殺さぬようにな」

「はっ！」

　タラントはダ・ルマーに深々と一礼をすると、慌あわてて部下を引き連れて会議室を出て行った。

「おのれ～～～っ」

　会議室を出るなり、タラントは怒いかりを残った部下を殴なぐる事によって発散させた。顎あごを砕くだかれ部下は床ゆかに膝ひざをついたが、その部下にとっては、いきなり銃じゆう殺さつされるより遥はるかにマシな事だった。

「タラント様！」

　転送ゲートをくぐり、指し揮きのため自じ艦かんに戻ったタラントに、副官が血相を変えて駆かけ寄よって来た。

「本星、衛えい星せい軌き道どう上にある研究施し設せつで反はん乱らんが起こり、フオ・バルタ達が例の物を奪うばって脱だつ走そうを！」

「何だと！」

　報告の内ない容ようが、よほどの緊きん急きゆう事じ態たいなのか、タラントの表情が狼ろう狽ばいへと変わった。

「脱走の際さいに、研究ブロックは自じ爆ばくシステムで、ファントムを追い込んだブロックごと破壊されました」

　報告する副官の手は、処しよ刑けいの恐きよう怖ふに震えていた。だがタラントの方にも、その余よ裕ゆうはなかった。すぐさま現場に駆けつけたいが、静竜捕ほ獲かくはダ・ルマーの勅ちよく命めいだ。自分の管理ブロックの騒さわぎを部下に任まかせ、ダイダロスを発進させる訳にはいかないのだ。

「私はここを動けん。向こうの処理はお前に任せるが、責任者は今すぐ処刑しろ！」

　それはせめてもの憂うさ晴ばらしだった。

「はっ！」

　副官は、タラントの気が変わらぬうちに、急いで転送ゲートへ駆け込んだ。




「どうした！　まだコントロールは戻らんのか？」

　このステーションの研究責せき任にん者しやは、真っ青な顔で、部下に怒ど鳴なり散らしていた。ここの惑わく星せいには、タラントの私し設せつ研究所があり、フオ・バルタ達研究チームは惑星軌道上にある研究ステーションでファントムと呼よばれるアストラルを持つＡＩプログラムの駆く除じよを行っていた。そのフオが別べつ棟むねで保管されていた、ある物を奪い、脱走を図はかっていた。

「ダメです！　護ご衛えい艦かん、全艦コントロールを奪われたままです！」

　フオ達の脱出の際、この惑星近辺をパトロールしていた護衛艦が、突とつ然ぜん、コントロールを奪われ、地上基き地ちや宇う宙ちゆうステーションの迎げい撃げきシステムを破壊し出したのだ。

「もういい！　乗員に構かまわず全艦撃げき沈ちんさせろ！」

「第一研究棟、自爆回かい避ひ出来ません！　自爆します！」

　モニターに映る宇宙ステーションの一部が光に包まれ、次の瞬しゆん間かん、避ひ難なんのため切り離していた、責任者達の居いる中央ブロックにも、大型破片による衝しよう撃げきが伝わる。

「第二から第八までのブロックが大たい気き圏けんへ突入していきます！」

　第一研究棟の爆ばく発はつで軌道が逸それ、目の前の惑星へと巨きよ大だいなブロックが落下して行く。だが地上基地からの高出力砲ほう撃げきで、研究棟は次々と爆破、軌道変へん更こうが行われていった。

「全ブロック破壊確かく認にん、基地への直撃はありませんが、爆発の余よ波はと落下物、一部残った護衛艦の攻こう撃げきで追撃艦の発進が遅おくれています！」

「おのれフオの奴……。ファントムはどうなった？」

「爆発寸すん前ぜんまで、檻おりは正常作動していましたし、移い動どうは確認されておりません。第二棟の爆発で消失した模も様ようです」

「まあいい。結果的にはファントムの駆く逐ちくに成功したのだ。…………だが、よりにもよって、フオにあれを持ち出されるとはァ～～～！」

　研究責任者は奥おく歯ばが砕くだけるほど、強く歯を嚙かみ締しめながら、爆発の影えい響きようが薄うすれるのを待った。

「一部追撃艦発進可か能のうとなりました！」

「すぐに発進させろ！　奴らを逃にがすな」

「了りよう解かい！」

　オペレーターに指し示じを出した研究責任者は、一いち段だん落らくつき、大きく息を吐はきながらイスにもたれ掛かかった。緊張から解かい放ほうされた研究責任者は、ようやくある事に気付いた。

「だが……待てよ……。フオ達はどうやって脱出した？　ここのコントロールを奪ったとしても、地上基地までコントロール下に置くのは不可能だ。たとえそれがあの白はく眉び鷲羽わしゆうの弟で子しだとしてもだ。それに他のブロックの落下も、よく考えれば不自然だ……………まさかファントムは！」

　研究責任者はハッと顔を上げ、地上の基地を見つめた。

「そうか、そういう事か！」

　その時、中央コントロールセンターへ衛えい兵へいがなだれ込んで来た。

「何事だ!?」

「タラント様の命だ！　この失しつ態たいの責任を取ってもらう」

「ま、待て！　まだ完全に逃げられた訳わけじゃない！　それにファントムが……」

　研究責任者がそこまで言った時、衛兵達は銃を構え、一いつ斉せいにそこに居た研究者やオペレーターに向けて発砲した。

　彼かれ等らの悲鳴や怒ど号ごうは、あっと言う間に銃声と破壊音にかき消された。

「よし、ここを爆破して我われ々われはフオ追撃に移うつる！　急げ！」

　衛兵達が出て行った後、イスに倒たおれ込んでいた研究責任者の手がぴくりと動いた。そして彼は息も絶たえ絶だえに閉とじ行く目で、発砲での破壊を免まぬかれた小さなモニターに映る地上基地を見た。

「……あそこだ……あそこにファントムは……居る……」

　その言葉が終わると同時に、中央コントロールセンターは白い光に包まれた。







　薄うす暗ぐらい『水み鏡かがみ』のブリッジでは、オペレーターの女官一人と水みな穂ほ、そして瀬せ戸とがブリッジ中に浮かんだモニターを見ていた。

「フオ・バルタ氏の保護を確認」

　オペレーターの報告に、水穂は安あん堵どのため息を吐つき、瀬戸の方へふり返った。

「瀬戸様、これで全員の保護を確認しました」

「フフッ、誰だれに助けられたか知れば、さぞ驚くでしょうね」

「……それにしても脱出艦が撃げき沈ちんされたのは残念です」

　フオが脱出に使った艦は、座ざ標ひようデータが一部欠落していた上、一定の場所への超ちよう空間ジャンプしか出来ないように設定されていたのだ。それはタラント基き地ちの位置特定が出来ないようにするためであり、フオ自身はおろか基地にいるタラントの部下達でさえ、基地の位置を特定するための情じよう報ほうは、全すべて規き制せいされていた。基地へ来た艦は全て、視し覚かくフィールド内でしか行動は出来ず、基地を中心とした独どく自じの座標を使って移動させられていた。

「まさか脱出艦の座標データメモリーが、外がい壁へきに設置されているなんてね。しかも座標データの入ったデータロムはジャンプ後、自動で爆ばく破は廃はい棄きされるなんて、まったく徹てつ底ていした情報隠いん蔽ぺいだわ。もっとも、だからこそ、今まで隠し果おおせて来たんでしょうけど」

　フオ・バルタの脱出艦は、ジャンプ後に待ちかまえていた海かい賊ぞく艦かんに攻撃を受けたが、タラント基地から定位置間ジャンプの座標先が、数十パターンの中からランダム選せん択たくするようになっていたおかげで、敵てきは分散配置をしなければならなかった。そのためなんとかランダムジャンプへ移行し、結果、脱出艦は破は壊かいされたものの、フオ達は脱出に成功、バラバラに民間の定期航路を利用しつつ、追っ手の追撃をかわしている途と中ちゆうで、瀬戸の手の者に助けられたのだ。

「フオ氏のデータから、タラント基地の候こう補ほ宙ちゆう域いきは、約三十万から八万に絞しぼり込めました」

「大した進しん展てんだわ」

　オペレーターの報告に、瀬戸は苦笑しながら言った。

「しかし、あれを回かい収しゆう出来なかったのは残念です」

　瀬戸の表情とは対照的に、水穂は苦く渋じゆうの表情で、モニターを見つめた。

「仕方ないわ。あの荷物を持ったままでは、逃げ切れなかったでしょうしね。でも水穂ちゃん。物は考えようよ。二万年の年月を経へて、タラントに回収されたあの子の存そん在ざいを知る事が出来、尚なおかつ敵の手から奪だつ取しゆされて、どういうルートになるかは分からないけれど、樹じゆ雷らいへと戻もどって来る可か能のう性せいがある、とね」

「それにしても、民間の宅たく配はいを使うなんて……」

「やっぱり着ちやく払ばらいなんでしょうねぇ」

　困こん惑わく気味の水穂に、瀬戸はアッケラカンと言った。

「瀬戸様！」

「物が物だけに、すんなり到とう着ちやく出来るとは思えないし、そうなったら宅配の人にも正規料金だけ払って『はい、お終しまい』なんて出来ないでしょう？　でもそうなると林檎りんごちゃんが絶ぜつ対たい文句を言うでしょうし…………。でもそっか、物が物だけに、主計から経けい費ひは出るかな……」

「どういう心配をしているんですか！」

「だってこの前、アイリちゃんの失敗で、霧きり恋こちゃんに怒おこられたばかりだしぃ」

　まるで親に怒られた子こ供どものように、瀬戸は口を尖とがらせ、ジト目になった。

「西南君に、あんな物を買わせるからですよ！　だいたい私だって『躾しつけをしっかりして下さい』って霧恋ちゃんに怒られたんですからね」

「ふん！　これで林檎ちゃんにまで文句を言われたら、悲しすぎるわよ」

　と、瀬戸は気持ちを落ち着けるかのように、イヤリングを撫なでた。それを見て水穂の表情が和やわらいだ。

「クスッ、もうお着けになってるんですね」

「ん？　ああ、このイヤリング？　そうね、まさか西南殿どのにこんな物を貰もらえるなんて思いもしなかったわ。水穂ちゃんはブローチにしたのね」

　水穂の胸むねには、樹雷風彫ちよう金きんが施ほどこされた台に付けられた皇おう玉ぎよくが輝かがやいていた。

「え？　エヘヘヘ……」

　西南の初月給のプレゼントというだけで、くすぐったいような嬉うれしさがあるのに、皇おう族ぞくですら持つ者が少ない皇玉をプレゼントされたのだ。水穂は、その嬉しさをどう表ひよう現げんして良いのか分からず、極ごく々ごく素す直なおに、小さな子供のように笑った。そして瀬戸も同じ事を思っているのだろう、とろけるような笑みを浮うかべた。

「フフフ……では、少し休みましょうか。状じよう況きようは？」

　瀬戸はオペレーターに向かって声をかけた。
















「はい。ネージュ・ナ・メルマス様、八時間後に。新型艦は魎りよう皇おう鬼きちゃんが届とどけに来るという連れん絡らくが先さき程ほどありました」

「あら、初めてのお使い、というわけね。当然、誰か監かん視しに付くんでしょ？」

「はい、ノイケ様が」

「そう。では、後は、主役の登場を待つだけ、というわけね」

「『守かみ蛇だ怪け』の最終テストが終しゆう了りようするのは三日後です。今ごろは………」

　水穂は守蛇怪のテストを行う予定の宙域を確認した。

「!!　まさか……」

　と、水穂と瀬戸は同時に顔を見合わせた。守蛇怪のテスト宙域が、フオ・バルタ達が保護された宙域と、樹雷宙域の直線上にあったからだ。

「まさか、いくら西南君でも、ねえ……アハハハハ」

「ホホホホホ、考え過すぎよね」

　二人は不安を打ち消すように笑い合った。

「……何かあったら連絡をお願いね」

　瀬戸は、疲つかれたようにダラリと立ち上がると、水鏡の居きよ住じゆう区くへの転送ゲートへと入って行った。

　居住区にある家へと転送された瀬戸は、服を脱ぬぎ散らかしながら、窓まどから湖へとダイブした。

「いやっほうっ！」

　水みず飛沫しぶきを上げ、瀬戸の姿すがたは水中へと消えた。

「ふう！　アハハハハハハ～～～～ハ、ハ……………」

　十分ほどして、瀬戸は水面へと浮かび上がると、嬉しくてたまらないと言った表情で、大笑いをしながら、仰あお向むけのまま湖面に浮かんだ。西南に貰ったイヤリングをいじりながら、しばらく天高くそびえる巨きよ木ぼくを見つめていた瀬戸は、家の方に向かって、凄すさまじい勢いで泳ぎだした。

　沐もく浴よくを終えた瀬戸は、まだ滴しずくの垂たれるままに、ナイトガウンを羽は織おると、鏡の間へと入って行った。




　鏡・瀬戸──瀬戸。

「クスッ……本当、酷ひどいわ。私だけが怒られて」

　──でも、それだけのモノを手に入れたのでしょう？

「ええ、私の宝物」

　──無む垢くで……残ざん酷こく…………。

「それ以上に……幸せ」

　──よかったわね。

「うん……」

　──フフッ

「フフフフ」







　　７「序章・その二　逃にげろや逃げろ」







　改かい装そうを終えた『守かみ蛇だ怪け』は、テストのために宇う宙ちゆう空間を航行していた。

「じゃあ、後はよろしくお願いします」

「了りよう解かいであります艦かん長ちよう！」

　アランは直立不動で敬けい礼れいをした。彼かれ等らは見事な軍人としての立たち振ふる舞まいを身につけて帰って来た。だがライアンのしごきがよほど凄まじかったのか、目には表ひよう情じようはなく、寝ねている時でさえ、直立不動の姿し勢せいで仰向けとなっているのだ。

　シートをすぐ下のブロックで止めた西せい南なは、いつもみんなが集まっている食堂へと向かった。

　霧きり恋こ達はそれぞれ読書や会話を楽しみつつも、全員がイヤリングやネックレス、腕うで輪わにして身につけている皇おう玉ぎよくを、慈いつくしむように撫で、あるいはその輝きに見とれていた。

「あっ、艦長。ご苦労様です」

　霧恋の声に、全員が立ち上がり敬礼をした。

「お茶でもどうですか？」

「じゃあ、いただきます」

　西南がイスに座すわると、雨あま音ね達はその周りに集まるように座った。彼女達全員の身に着けている皇玉が、西南から見えていた。

「気に入っていただけて、よかったです」

「私もね、ＧＰに入って初めての給料で、親父おやじとママに贈おくり物ものをしたの。まあ私は親父とは、あれだろ……だからちょっとした独どく立りつ宣せん言げんみたいなものだったんだ。でも、この前ママが、贈った物を親父がいつも身に着けているって教えてくれて、正直、何が嬉しいのかよく分からなかったの。だけどいざ貰う側に立つと、こんなに嬉しいものなのか、ってちょっとビックリしてる」

　雨音の言葉に、西南は照れくさそうにうつむいた。

「どうぞ艦長」

　霧恋は西南の前にお茶の入ったカップを置くと、西南の向かいに座った。

「普ふ通つうの贈り物でも嬉しいのに、まさか皇玉が貰えるなんて……。本物を見たのなんて、瀬せ戸と様のイヤリングくらいだもの」

「柾まさ木きの皇おう妃ひ様は、お持ちじゃないの？」

「もちろんお持ちだけど、近くでちゃんと見た事はないもの。それがこんな間近で、しかもあれだけ大量に見るなんて、まず絶ぜつ対たいに有り得ないもの」

　喩たとえて言うなら、シーラカンスが築つき地じの市場で並ならんでいるマグロのように、大量に並べられているのを見るような感じだ。本当に幻まぼろしなのか分からなくなりそうだった。

「俺おれは……真球だっていうのを、二百個こくらい見せてもらいました」

「好きな人間が聞いたら卒そつ倒とうしそうな数ね。美み兎と跳と様なんか、ご本人より息子むすこさんの美み咲さ生おちゃんの方が驚おどろいて、『本当に良いんですか？』なんて連絡が来たくらいだもの」

　霧恋は、西南から初月給のプレゼントを貰って、一番喜んだ者の一人だった。だが、西南が皇玉を譲ゆずられた裏うらに、林檎りんごの口くち添ぞえがあった事を確かく信しんしていた。以前、林檎を箱はこ詰づめにして送り返した時の、ちょっとした意い趣しゆ返がえしをされた感があり、複ふく雑ざつな思いだった。

「それにしても、よく分からないのは……なんでＮＢにまで皇玉を？」

　雨音達は、皇玉をボディに埋うめ込んだＮＢの方を、不思議そうに見た。

「ワイは一番、旦だんさんの面めん倒どうを見とるんやで、当然やがな」

　ＮＢの声は、嬉しそうに弾はずんでいる。

「西南、いや艦長にとって、ＮＢって牝めす認にん識しきなのか？」

「いや、別に牡おす牝めすは関係ないんですけど……。琥こ雪ゆきさんが、俺にもどうか？　って言ってくれた時、なんかＮＢそっくりのがあったから、つい……」

「あっ、やっぱりそうなの？　似にてる似てると思ったけど」

　雨音はＮＢの皇玉を見て吹ふき出した。それはＮＢとそっくりの色合いをしていて、まるでＮＢのミニチュアのようだった。雨音だけでなく、霧恋達も釣つられて笑い出した。

「可お笑かしない！………と言うても、確たしかにこれじゃ、目立たへんな」

　と、ＮＢは表面の色を変えた。すると皇玉もそれに影えい響きようされて色を変えた。

「あら、なかなか綺き麗れいですわね」

　玉ぎよく蓮れんは感心したように言った。

「ほんまか？」

　ＮＢは次々と表面色を変化させて行き、その度たびにＮＢ皇玉は虹にじのように色を変化させて行った。

「そう言えば、ＮＢの皇玉は単たん純じゆんな色調に見えて、内部の分子配列とかが複雑で、光の加か減げんや種類で、結けつ構こうおもしろいように変わるって、琥雪さんに聞いた覚えがありました」

「へえ、本当に皇玉っていろいろなパターンがあるよな。確かに樹じゆ雷らいならでは、って感じだよな」

　と、その時、食堂内に第一レベルの警けい戒かい音が鳴った。

『艦長、救きゆう難なん信号をキャッチしました！』

　アランの報ほうを聞き、西南以下ブリッジ担たん当とうのオペレーター達は上へ、待機者は食堂で命令を待った。

　　　　×　×　×

　守蛇怪前方にある小型シャトルの格かく納のう庫こに、脱だつ出しゆつ時の爆ばく発はつによる傷きずで、ボロボロの救命脱出艇ていが収しゆう容ようされた。

　コクピットの開かい閉へい口は歪ゆがみ、開けるのに少々の時間を要したが、幸い、頑がん強きように作られた内部の破は損そんは無く、搭とう乗じよう員も無事だった。生命維い持じ活かつ性せい剤ざいを投とう与よされた搭乗者の男は、担たん架かに乗せられて運ばれる最中に意い識しきを取り戻もどした。

「う……こ、ここは……？」

「ＧＰ所しよ属ぞく、守蛇怪の中です。私はこの艦の艦長で山やま田だ西南といいます」

「ＧＰ艦！」

　男はスーツに同化していた小箱の封ふう印いんを解とき、震ふるえる手でそれを西南に差し出した。

「奴やつらは、この箱を狙ねらっているんだ！」

「喋しやべらないで下さい」

　火か煉れんの制止も聞かず、男は身を乗り出すようにもう一方の手で西南の腕うでを摑つかんだ。

「急いでくれ……奴らが来る。これを……一いつ刻こくも早く瀬戸様に……」

「瀬戸様!?」

　西南が箱を受け取ると、男は解かい放ほうされたかの様に担架にくずおれた。

「急いで医い務む室へ！」

　　　　×　×　×

　男を医い療りよう室に運び込んだのを見み届とどけた西南は、ブリッジへと戻って来た。

「心配いらないわ。衰すい弱じやくしているけど、命に別べつ状じようはないから」

　モニターに映うつし出された、医療カプセルの中に入れられている男を、心配そうに見つめる西南に、霧恋は優やさしく言った。

「そうですか……良かった」

　西南が艦長席に着くと、霧恋の他ほかに、雨音も近寄って来た。

「珀はく蓮れん、小箱の中身は分かったの？」

　オペレーター席では、アランの他に、珀蓮と翠すい簾れんがいろいろな情報を集めているところだった。

「最高度の封印装そう甲こうがされていますので、中身が何かまでは……受じゆ領りよう書しよも、暗号で記入されているために読めません」

「とにかく宛あて先さきは樹雷の瀬戸様って事は確かね」

「脱出艇は、民間輸ゆ送そう会社の所しよ属ぞく、５００２３３７…………いけない！」

　と、いきなり翠簾が叫さけぶ。

「艦かん艇てい登録データバンクが監かん視しされています！」

「もしかしてこの箱を狙ってる連中!?」

　雨音と霧恋は素す早ばやく持ち場に着き、守蛇怪を戦せん闘とう態たい勢せいへと移い行こうさせる。

「艦長！　警戒レベル３の発令を！」

「警戒レベル３へ移行！　超ちよう空間ジャンプ用意！」

　西南の言葉と共に、艦内に警報が鳴り、隔かく壁へきが次々閉へい鎖さされて行く。

「で、どうするんだ艦長？　その小箱」

「どうするって……頼たのまれちゃいましたしね。うん！　配達しましょう！」

　西南は少し迷まよっていたが、すぐに決けつ断だんした表情で言い切った。

「そう来なくちゃ！　ＧＰ宅たく配はい便びんとしては、頼まれた荷物は運ばなくちゃね」

「願わくば、その荷物が着ちやく払ばらいになっていますように」

　雨音と霧恋が軽口を叩たたき合っていた時、

「前方から高出力反はん応のう、多数！」

　とアランが叫んだ。

「来たぞ！」

「ジャンプ可か能のうまで１２０秒！」

　目の前に次々とジャンプアウトして来た海かい賊ぞく艦かんは、すぐさま守蛇怪を捕ほ捉そくし、攻こう撃げきを仕し掛かけて来た。

「何だ!?　数が多過ぎるぞ！」

　事前予想をしていたとはいえ、かなり近い位置からの攻撃に、全て対たい処しよするという訳わけには行かず、守蛇怪は数発の直撃を食らった。

「直撃５！　しかし外部装そう甲こうに異い常じようはありません！」

「直撃で異常なし？　って、なんだありゃ??」

　守蛇怪の艦体にはベットリと、ペンキのような物が付着していた。ブリッジにいる全員が、それを不ふ審しんに思ったものの、戦闘中、しかも超空間ジャンプへの移行中とあって、それを採さい取しゆ分ぶん析せきする余よ裕ゆうも時間も無かった。

　海賊の猛もう攻こうを、高い旋せん回かい能のう力りよくと霧恋の腕でかわしつつ、守蛇怪は海賊艦の包囲から離り脱だつした。

「障しよう害がいクリア！　超空間ジャンプ、ロード完かん了りよう！」

「超空間ジャンプ！」

　西南の号令と共に、守蛇怪は超空間へと消えた。




「ちっ！　反応が早いな。さすが噂うわさ通りだ」

　海賊艦のブリッジで、艦長のガズラは悔くやしそうに顔をしかめた。ガズラ率ひきいるこの海賊艦隊は、ダ・ルマーギルドの中でも精せい鋭えい中の精鋭だった。

「こちらの監視を見み破やぶっていたようです。でなければ我われらの奇き襲しゆうを、あそこまでかわす事などできません」

「艦も高性能、それに腕うでも確かだな……こいつは、ちょいと手こずるかもしれんな」

「念のために、初手からあれを撃うち込んで正せい解かいでしたね」

「よし……狩かりの始まりだ」

　ガズラは、守蛇怪の消えた空間を見つめニヤリと笑った。








【天地無用！ＧＸＰ　第六巻・了】
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「痛いたたたた…………ん？」

　海かいは踵かかと落おとしを喰くらった脳のう天てんを押おさえつつ、受話器を握にぎったまま恥はずかしそうに沈ちん黙もくしている母親に気付いた。

「……なあ母ちゃん、それじゃあ、まるでウブな中ちゆう坊ぼうカップルみたいだぞ」

「!!　な、何を言い出すの、この子は!?」

「ここん所、妙みように若わか作づくりだし、西せい南なの事を話す時、やけに浮うかれているというか……」

　海は月つき湖こをジッと見つめた。

「確かに、母ちゃんは独ひとり身みで、誰だれと恋れん愛あいしようと自由だけど、俺おれは西南を父ちゃんと呼よぶのは嫌いやだぞ」

「海……」

「俺の、俺の父ちゃんは一人だけだ……」

　海は俯うつむいて悲しげに言った。そんな海を月湖はジッと見つめていた。

「海……で？　そういう事を言うと、ダイからいくら貰もらえるのかしら？」

「ギク～～～～ッ!!」

　海は言わなくてもいい、心の擬ぎ音おんを叫んだ。それは月湖の推すい論ろんが当たっている、と白はく状じようしたようなものだ。

「じゃあ、今月のお小こ遣づかいはいらないわね、海」

「うわ～～ん、ごめんなさいお母様！　言わせて下さい。ぜひとも西南をお父様と言わせて下さい。だからお小遣いだけは……」

　海にとって、母親が同級生と結けつ婚こんする（？）という事実より、一ヶ月のお小遣いの方が重要だった。

「こら、海！　約束と違ちがうじゃないかぁ！」

　縁えん側がわの障しよう子じの陰かげから、月湖達の会話を聞いていた海の父親、ダイが泣きながら乱らん入にゆうして来た。

「父ちゃんが報ほう酬しゆうを値ね切ぎるから、いけんのじゃァ～～～!!」

「僕ぼくだって小遣い減へらされたんだぞ！」

「いつまでも親に小遣い貰ってんじゃないよ、みっともない！」

「お前だって貰えるなら欲ほしいくせにぃ」

　海とダイは、小学生のような喧けん嘩かを始めた。

　バキッ！　ゲシッ！　月湖の見事な連続蹴げりが、海とダイにめり込み、二人は庭へ蹴り出された。そして月湖は障子を閉しめると、再ふたたび電話の前に座すわり受話器を取った。

　　　　×　×　×

『お待たせ。これで静かに話せるわね』

　スッキリした表ひよう情じようで、月湖は微笑ほほえんだ。

「二人共……相変わらずのようですね」

　西南は、海の父親発言に戸と惑まどっていた。それが海の冗じよう談だんというのは分かっていても、月湖を友人の母親ではなく、一人の女として意い識しきした場合、西南にとって月湖は、十分ストライクゾーンに入っているのだ。と、言うより、霧きり恋この成長と共に、月湖と霧恋のイメージが近付き、ストライクゾーンに入っちゃった、というのが正しかった。

『もういい加か減げん、疲つかれちゃったわ』

　月湖はいつものように、顔をしかめつつ、こめかみに手を当てた。

「はは……」

　西南が子こ供どもの頃ころ、月湖とダイの喧嘩は見ていて辛つらかったものだが、成長するにつれ、月湖にとって、ダイというのは、いつまでも独り立ちしない、子供のような存そん在ざいなのだと気付いたのだ。おもしろい事に、それは霧恋と海の関係にもよく似にていた。

『そうだわ！　ねえ西南ちゃん。もうちょっとしたら海も、自分の素す性じようを知る事になるけど、その時は西南ちゃんも儀ぎ式しきに参加しない？』

「儀式に、ですか？」

『あの子を驚おどろかす、いいアイディアがあったら、試してみたらどうかしら？』

「ハハハ、考えておきます」

『フフッ、それでね……』

　月湖は急に真ま面じ目めな顔になり───もちろん月湖側には映えい像ぞうが無いため、だいたいのカメラ視し点てんを想像しながらなのだが───西南をジッと見つめた。

『儀式が終われば、海も独どく立りつするでしょうから…………そうなったら、またアカデミーに行って、勉強をしようと思うんだけど、どうかしら？』

「勉強ですか？」

『ええ、学校の方は休学扱あつかいだから、戻もどろうと思えばすぐにでも復ふく学がくできるの』

　月湖は何かを期待するように、モジモジしていた。

「そうだったんですか。いいと思いますよ」

『本当？　ありがとう西南ちゃん』

　月湖は安心したように、嬉うれしそうに笑った。

『西南ちゃん、食事の用意が出来たから、降おりてらっしゃい』

　と、ドアのインターフォンから霧恋の声が聞こえた。

「あっ、そういう事なんで、月湖おばちゃん、またかけます」

『ええ、元気でね』

「はい」

　月湖と短い別れのやり取りをして西南は通信を切った。

　　　　×　×　×

「フフッ。『いいと思いますよ』……か。向こうに行ったら、私も西南ちゃんと一いつ緒しよに住んじゃおうっと♡」

　月湖は満面の笑みで、そう呟つぶやいた。





終わり



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　小説はいつも本業のかたわら、少しずつ進めているのですが、今年は半ば過ぎまで、本業の方がものすごく忙いそがしく、まったく小説に取り掛かかる余よ裕ゆうがありませんでした。しかしそのおかげで『異い世せ界かいの聖せい機き師し物語』という新たな世界が誕たん生じようしました。こちらも機会があればＤＶＤ、あるいはブルーレイの方で見ていただけるととても嬉しいです。




　さて、次巻はようやくネージュ・ナ・メルマスと福ふくちゃんが出ます。いろいろ出ます。別べつ離り、再さい会かい、復ふく讐しゆう、酒池肉林────というわけで、次巻でまた。
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